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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　峠






「天使の衣装のついでにキールの服も作っておきますぞ。お義と父うさん、キールのサイズを後で教えてほしいです」

「え？　いいけど。ついでって……元もと康やすくんの言い方だとキールくんが可哀想に聞こえるよ」

　サイズに関してはよくわかりませんが、お義父さんに測ってもらえば問題ありませんな。

「服は……商売用にゴシック風のメイド服でいいですかな？」

「いいと思うよ」

「ブブ!?」

「あれ？　話してなかったっけ？　キールくんが俺に代わって馬車での行商で物を売るんだよ？」

「ブブブブブブ！」

　キールは何やら嫌だというかのように首を振ってますな。

「大丈夫だよ。キールくんは物もの怖おじしないし、俺の代わりに物を売るだけの簡単な仕事だから……困ったら俺に頼ってくれればコツは教えるから安心して」

「ブブブ……」

　渋々といった様子でキールは頷うなずいておりますな。

「元康くんが服を作るとなると生地をどこかで買わないとね」

「ユキちゃん達の服は特別な素材で作らねばいけないのですぞ」

「そうなの？」

「変身することによって服の形状も変わる素材を使うのですぞ」

「不思議な生地があるんだね。どうやって作るのかわかる？」

「はい。元々は獣人化できる亜人が使う、魔力を糸にする機械が必要なのですぞ。それで作った糸を生地にする工程を経て、やっと服に加工できるのですぞ」

「かなりお金が掛かりそうだね……」

「問題はないですぞ」

　シルトヴェルトの方へ行けば簡単に調達できますぞ。あっちが本場ですからな。

　今夜、ユキちゃん達を連れてシルトヴェルトでそのための店に行って糸を紡いでもらいましょう。

「キールくんも同じ方法で服を作ってもらう？」

「ブブブブ！」

　キールが何か嫌がるように頭を横に振ってますぞ。

　まだ成長期ですからな、服のサイズが変更されたら困るのではないですかな？

　おや？　そういえばフィロリアル様達は一度定まった外見からは成長しませんから、魔力で作られた服が小さくなって着られなくなるという話は聞きませんぞ。

「キールは徐々に成長しますからな。今は普通の生地で服を作った方がいいと思いますぞ」

「わかったよ。じゃあ、元康くんに任せるね」

「任されましたぞ」

　ユキちゃん達に似合う服は前回も作りましたからな。キールの商売用のメイド服程度、練習も兼ねて容易たやすく作ってみせますぞ。

　と、俺達はメルロマルクの洋裁屋に顔を出し、キールのサイズを測ってから生地を購入して城下町から移動を開始しましたぞ。




　俺はユキちゃんの背中に乗り、後をコウがついてきます。

　お義父さんはキールと共にサクラちゃんの背に乗っていますぞ。

「じゃあ、またね」

「またですぞ」

　数日中にはシルトヴェルトの使者が商業通行手形を発行してくださいますから、それまでの間、俺は馬車等の調達をするべきですな。

　馬車はどのようなものを用意すべきですかな。

　二ヶ月以上、行商で時間を稼ぐ必要がありますからな……。

　フィロリアル様達は力持ちですから、頑丈で重たい馬車でも問題はありませんぞ。

　ですが、快適性は重要ですからな。

　お義父さん達も馬車の旅に慣れていただけるように……普通の馬車でいいですかな。

　能力を隠すためとはいえ道中襲ってくる盗賊狩りすら満足にできないのは面倒だと思いますぞ。

　そう思いながらユキちゃんに乗って素早く移動し、道行く魔物でユキちゃん達の飢えを凌しのぎました。

「さてと……」

　早めに宿を取り、俺はユキちゃん達のいる宿備え付けの馬小屋で、キールの服を作りましたぞ。

「クエ？」

　ユキちゃんとコウが俺が捨てた生地の切れ端をつついて、じゃれて遊んでおりますな。

　微笑ほほえましい光景ですぞ。

「そろそろですな」

　俺は遊んでいるユキちゃんとコウを見つめてお願いします。

「フィロリアル様達、そろそろ天使の姿におなりください」

　ユキちゃんとコウが淡い光を放ちながら天使の姿に変わっていきますぞ。

　その姿は、前回の周回でも見た通りです。

　ユキちゃんは銀色にも見える白髪の天使ですな。高貴さが滲にじみ出ておりますぞ。

　コウは黄色い髪で、やんちゃっぽい感じですな。

「元康様ー、今日はどんな遊戯を致しますの？」

「キタムラー！　あそぼー！」

「そうですなー……まずは用意した仮の寝巻を着てほしいですぞ」

「わかりましたわ！」

「はーい！」

「変身すると破けてしまうので注意してほしいですぞ」

　まだ夜が更けておりませんし、ユキちゃん達をポータルで連れていくにしても宿の部屋に戻って寝たふりをしてからの方がいいですな。

「では何をして遊びますかな？」

「えっとー……肩車してー」

「いいですぞ」

「あ、コウだけずるいですわ！」

「ユキちゃんもやってあげますぞ」

　こうして俺は夜遅くまでユキちゃん達の相手をしたのですぞ。

　さて、ユキちゃん達が変身を終えたので、俺は宿の店主に追加で金を払って部屋にユキちゃん達を連れていきますぞ。

　少々お金が掛かりますが、ユキちゃん達を馬小屋で寝かせるのは忍びないですからな。

「わかっておりますな？」

「当たり前ですわ」

「うん！」

　寝たふりをして、同じようにポータルを発動させるのですぞ。

　ユキちゃん達とは、もう何度か同じことをしているので理解していますな。

　俺達の敵である三勇教などに気付かれないように強くなるための、内緒のお出かけですぞ。

　それから俺達はベッドに入ってもぞもぞと寝たふりをしたのですぞ。

　少しして、ベッドから出ますな。

「くー……」

「まったく、コウったら……ほら、起きなさい」

　ユキちゃんが呆あきれたようにコウを揺すって起こします。

　誰かが寝ているように見せかける細工をベッドに施してから、俺はポータルを使ってシルトヴェルトに飛びましたぞ。




　視界が一瞬で、シルトヴェルトの城下町に変わります。

　シルトヴェルトは亜人の国、そして亜人は夜行性の者も少なくはないのです。

　ですので、メルロマルクのように夜は閉めている店というのは、思いのほか少ないのですぞ。

　もちろん、昼間しかやっていない店もあるでしょうが、メルロマルクに比べて少ないですな。

　俺はシルトヴェルトで服を扱っている店を探し、魔力を糸に変える機械のある店に入りましたぞ。

「この子達の魔力を糸に変えてほしいのですぞ」

「よろしくお願いしますわ」

「よろー！」

「は、はぁ……」

　人間の俺がユキちゃん達を連れてきたのを見て怪け訝げんな目をした亜人でしたが、元気そうなユキちゃん達を見て承諾してくれました。

　ボフンとフィロリアル様の姿に変わった時、店員は多少驚いているようでしたが、問題ないですな。

　やはり本場だけあって魔力の糸化は安く済みましたぞ。

　あとはこれを生地にするだけですな。

　ついでにお義父さんではありませんが、買い取り商人を見つけて路銀の調達をしておきましょう。

　ですが、今回はユキちゃん達の服の調達が先決。

　手に入れた糸をすぐに生地にする機械に通してもらいますぞ。

　これはそんなに時間は掛かりませんが、生地から服にするのは朝になってしまうでしょうな……。

　まあ、時間は十分にありますぞ。

　行商中に考えている作戦もありますので、その時にでもやりますかな。

　生地を入手した足で俺達はメルロマルクの村の宿に戻りましたぞ。

「ふわぁ……コウ眠いー」

「ゆっくり寝ていていいですぞ」

「元康様は眠らないのですか？　ふぁあ……」

「寝ますぞ。ですが、その前にユキちゃん達の服を仮縫いの段階まで作っておきたいのですぞ」

「じゃあ眠くなるまで見ていていいですか？」

「いいですぞ」

　俺がチクチクとユキちゃん達の服を縫っていると、ユキちゃんとコウはベッドで静かに寝息を立て始めましたぞ。

「んー……」

　俺も連日の狩りで少し疲れましたな。

　裁縫は慣れた作業ではありますが、程々に切り上げて寝ますかな。

　寝ているユキちゃん達に、仮縫いの服を合わせてみますぞ。

　うん。ピッタリですな。

　この元康、フィロリアル様のサイズは一目で当てられますぞ。

　などと思いつつ、ユキちゃん達と同じベッドで眠りました。

　その日の夢はフィーロたんに再会する楽しい夢でしたぞ。

　お義父さんも優しげに俺に微笑んでおります。

　フィーロたんとお義父さんのためなら火の中、水の中、どこへだって馳はせ参じますぞ。




　翌日、今日はお義父さんと会う予定はありませんぞ。

　ですが、よく考えたらサクラちゃんも天使になる時ですな……大丈夫ですかな？

　まあ、お義父さん達のことですから問題はないと思いますぞ。

「元康様、本日はどうしましょうか？」

　最近は夜に狩りを行ってますが、こう……搦からめ手な動きしかできず、若干ストレスがありますな。

　けど、俺達が強いところを誰かに見られるわけにもいきませんぞ。

　いい加減、クズと赤豚、そして教皇をぶち殺してやりたくなりますな。

　あの燻くん製せいのように暗殺するのも良い手段なのですが、そうすると色々な点で最初の世界と差が出てしまうのです……このストレスをどうしてくれましょうか。

　そうですな。いい発散方法がありますぞ。

「峠をしますぞ」

「キタムラー、とうげって何？」

「山道の下りのことですか？」

　コウが首を傾かしげています。それはユキちゃんも同様ですな。

　意味的にはユキちゃんの言葉が近いですな。ですが、俺の言う峠とは別の意味ですぞ。

「峠というのはフィロリアル様達が山道でレースをすることですぞ」

「わぁ……思いっきり走っていいの!?」

「もちろんですぞ」

　コウが目を輝かせますぞ。

　ユキちゃんは品性を重視して、はしたないと言うかのような態度を見せつつ、そわそわしております。

　フィロリアル様は総じて走るのが好きですからな。とてもいいストレス解消になるのです。

　何より運動をすることで健康な身体を維持できるのですぞ。

　なお、俺の場合はフィロリアル様の背中で峠をするだけでストレスが吹き飛びます。

「運が良ければ盗賊とかに会えるかもしれませんぞ。返り討ちにしてアジトから馬車でも手に入れられれば一石二鳥ですな」

「盗賊って美お味いしい？」

「食べちゃダメですぞ」

　お義父さんがダメと言っていました。

　俺としては犯罪者だし鳥葬くらいならやってもいいと思うのですが。

「コウねー……キールくんの尻尾が目の前でフリフリしてたからすごく美味しそうって思ってたの」

　恍こう惚こつとした表情でコウが呟つぶやきますぞ。ふむ……あの犬の尻尾に興味があるのですかな？

　そういえばフィーロたんもお姉さんの尻尾をよく目で追っていましたな。

　お義父さんのいない時に、『前から思ってたけど、ラフタリアお姉ちゃんの尻尾って丸くておいしそうだよね。食べていい？』と聞いて、笑顔で威圧するお姉さんに『食べてもいいですが、その代わりフィーロの翼をナオフミ様に料理してもらいますね』と答えられて『やー！』と声を上げてましたな。婚約者の第二王女も呆れたようにそのやり取りを見ていましたぞ。

「きっとそんなことをしたらお義父さんに怒られますぞ」

「んー？」

「今日は羽を伸ばしますぞー！」

「わーい！」

　フィーロたん捜索……ではありませんが、服も準備できた俺がすべきことなど、ほとんど終わってますぞ。あとせいぜいできそうなのは行商に使えそうな、あの植物の種の調達くらいですな。




　翌朝、峠を終え、あの種……バイオプラントが封印されているダンジョンの攻略を終えた俺は、その足でお義父さんのところへ向かいました。

「さて、リユート村に到着しましたな。お義父さんはどこでしょう」

　活動的なお義父さんは、もしかしたら村の者達の手伝いなどをしているかもしれません。

　そのため、少しばかり周りも捜しながら、泊まっているであろう宿屋に向かいますぞ。

　お義父さんはリユート村で宿を取っておりました。

「やあ、元康くん！　丁度よかったよ！　こっち来て」

　リユート村を歩いていると、宿の窓からお義父さんに呼び止められました。

「どうしたのですかな？」

「うん、ちょっとね。あんまり大きな声で言えそうにないから来て」

「わかりました！」

　お義父さんに言われるまま、宿に入ってお義父さんの部屋まで行きますぞ。

「昨日はキールくんやサクラちゃんと一緒に薬草の採取とかこの辺りの魔物退治とか色々とやったんだけど……サクラちゃんがさびしがると思って納屋で一緒に休んでいたんだ」

　おお……お義父さんのお優しいところを垣間みられる出来事ですな。

　前回の周回のように優しくサクラちゃんの相手をしてくださっていたのでしょう。

「でね。元康くんの言う通りに変化するって聞いていたから観察していたんだけど、どうもね」

「申し訳ないのですが、そこまで事情を説明しないといけないことなのですかな？」

　これまでの出来事から考えるにサクラちゃんが天使の姿になったのは間違いないはず。

　なのに、どうも違うという印象ですな。

「結果的にはそうなんだけど……ちょっと違うんだ」

　お義父さんの話は要領を得ませんな。

「ブブー！」

　キールに至っては、まだ豚語を使っていて俺は理解できませんぞ。

「ああ、なんか説明しづらい。ちょっと見て確認してほしいんだ。サクラちゃんの人化した姿を」

「天使の姿になったのですな！」

「って元康くんの後ろにいるのはもしかしてユキちゃん!?　話に聞いていたけど……なんだか幼いね」

「幼いですと？」

　ユキちゃん達はフィーロたんとほとんど同じ背格好ですぞ。

　まあ、俺の知っているフィロリアル様は天使の姿の時は、大半がこのくらいの身長ですな。

　ですが、お義父さんの言い方ではサクラちゃんは違ったのですかな？

「サクラちゃん！　こっち来て」

「んー？　どうしたの？」

　……サクラちゃんの声がする方向へ目を向けます。

　すると、その方向には桜色の髪をした、背中に羽を生やした……十七歳前後の少しおっとりした顔の天使様が立っておりました。

　その天使は村人が着る服を着用していますな。

　お義父さんに言いつけられたのですかな？













一話　馬車作り






「サクラちゃん？」

　さすがの俺も驚いて尋ねますぞ。

　おかしいですな。前の周回のサクラちゃんはユキちゃん達とほぼ変わらない背格好のはず。

　唯一、未来と同じなのは花飾りみたいなクセ毛の部分があるところですな。

　まるでフィーロたんのお姉さんみたいな体型をしておられます。

　これは一体どういうことですかな？　どうして前回と今回でこのような変化が出るのですかな？

「サクラ……大きくなりましたわね」

「そうー？」

　眠そうな目でサクラちゃんは目を擦こすっていますな。

「ナオフミー今日は何するのー？　サクラお腹すいた」

「えっとー……元もと康やすくん！　どうしたらいいの？」

　今のサクラちゃんのような外見になるフィロリアル様を見たことがありますぞ。

　ヒヨちゃんがその例ですな。

　あのフィロリアル様は天使の姿になると大人の女性っぽい外見になるのを俺は知っておりますぞ。

　まあ、ヒヨちゃんの天使化は滅多に見られるものではありませんが。

　なんでもお義と父うさんに気に入ってもらう工夫だそうですぞ。どういう理屈ですかな？

　どちらにしても大人の天使姿のフィロリアル様もいないことはないのですぞ。

　天使の姿になるのにも、フィロリアル様はみんな違いがあるのです。

　この元康、驚きの連続ですぞ。考えてみれば今回のサクラちゃんは目の色が違うのですから、これまでと違いが出るのかもしれませんな。

　しかし……なぜでしょうか？

　サクラちゃんの髪の色合いから、お義父さんと一緒にいるとエクレアがいるような錯覚を感じますな。

　外見年齢や背格好が近いからでしょうか？

「元康くん聞いてる？」

「そうですな……俺もこれは未来の知識にはないですぞ」

　どのような条件でサクラちゃんが大人っぽい姿になってしまわれるのかわかりませんが、抗あらがいようのない事実なのですから受け入れて考えますぞ。

「……特に問題はないですぞ」

「そうなの!?」

「そうですぞ。サクラちゃんもわかっていますな？」

「うん！　サクラはナオフミを守るのがお仕事」

　眠そうな目ですが、強い意志を持ってそう答えますぞ。

「あ、うん。ありがとう」

　お義父さんが答えるとサクラちゃんは目を閉じながら、お義父さんに撫なでてもらえるように頭を下げて隣に立ちますぞ。












「ブブー！」

　キールが抗議してるように見えますが、どうしたのですかな？

　お義父さんもサクラちゃんのリクエストに応えて頭を撫でますぞ。

「ではサクラちゃん。あとで服を準備するのですぞ」

「えー……面倒ー……」

「ワガママを言ってはいけませんわ！」

　ユキちゃんが抗議しますぞ。そしてくるっと一回転して俺が縫ってあげた服を見せつけますぞ。

「どうです？　この服、元康様が作ってくれた素晴らしい服ですわよ」

「うん、すごく似合うね」

　お義父さんがユキちゃんを褒めます。

　ありがたき幸せ！

「元康くんはセンスは良いもんね。元々リア充だったらしいし」

「キールの服も作ってきましたぞ」

　俺は袋からキールの服を取り出してお義父さんに渡しますぞ。

　お義父さんは俺が縫った服を広げてキールに見せます。

　キールに似合うようにデザインをした……俺の知る日本で、メイドカフェなる場所で店員の豚が着ていた服をモデルに作りました。フリフリのミニドレスとも言えますな。

「ブブブー！」

　キールが思いっきり抗議らしき声を出しながら騒ぎ、壁際に引きます。

「いや、今更嫌がられても……」

「ブブブーブブブ！」

「我慢してよ。キールくんなら似合うと思うから」

「ブブブ！」

「いくら俺は男だって言っても……元康くんが女の子だって認識してるんだから諦めてよ」

「ブブブブ！」

「え？　まあ、元康くんに言葉が通じたら男なんだと思うよ。元康くんはフィロリアル関係以外で女の人を認識できないみたいだし」

　キールが何やら俺にすがりついてきますな。

　知りませんぞ。というか人の言葉をちゃんと話すのですぞ。

「ブブブブブブブブブブヒ！」

「何を言っているかさっぱりわかりませんな」

「そんなに元康様の用意した服が嫌ですの？」

　ユキちゃんが不愉快そうに眉を寄せております。

「ブブ……」

　言葉に詰まっているようにキールがまた数歩、ユキちゃんの睨にらみで下がりますぞ。

「それよりも元康くん。コウがキールくんを見ている目が少しおかしいんだけど」

「キールくんの尻尾ー」

「ブヒ!?」

　キールがお義父さんにくっ付くように逃げましたぞ。

　トコトコとキールを追うコウを、サクラちゃんが前に立って妨害しましたな。

「んー……ダメだよ。キールくんもサクラが守るよ。昨日の盗賊みたいに」

「うむ？　盗賊とはなんですかな？」

「うん。昨日、サクラちゃんに乗って移動していたら襲われたんだ……盗賊だったっぽいけど、なんとなく怪しかったね」

「うん。その戦いで、キールくんとナオフミが狙われたからサクラが守ったの」

　なんと、サクラちゃんはやっぱりお義父さんを守る姿が一番輝いてますな。

　誇らしげにしているその姿、俺もとてもうれしいですぞ。

　本来は俺がやらねばならないことですが、今回はまだ一緒にいられませんからな。

「サクラちゃんは倒した盗賊が喋しゃべる度にペシペシと叩たたいてたけど、あれはやっぱり嘘うそを言ってたから？」

「うん。あの時は上う手まく人の言葉を喋れなかったから、嘘を言ってる人を叩いたの」

「そうだろうね。目つきがなんか変だったもんね。アレは盗賊に偽装した……元康くんの話だと三勇教徒だと思う。身なりが良かったし、ワザとらしい盗賊の格好っていうのかな？」

　ふむ……この段階で、未来のお義父さんは盗賊の襲撃にあったことがあるのですかな？

　さすがに詳細まで俺は知りませんぞ。

　お義父さんに勘付かれないように偽装していたのですな。

　仮に勘付かれ、お義父さんが亜人に三勇教を滅ぼせと言おうものなら戦争になりますから、正体がばれないように警戒して襲いかかってきたのでしょう。

　攻めるのはいいが、攻められるのは困る。そんな状況なのが容易たやすく想像できますぞ。

「ブヒ！　ブヒ！」

「キールくん……悪いけど、君も素材は悪くないんだよ？　男の子で女の子の格好が好きで、っていうのは俺の世界基準じゃ美少年に見られるだろうし、元々キールくんは顔は良いからね」

「ブ……ブブブブ……」

「イヤかもしれないけど、キールくんならとても似合うと思うから我慢して着てみて、ね？　これが最終的に君の村を滅ぼした人達を倒すことにつながるんだから」

「ブ……ブウ……」

「うん。がんばって」

　お義父さんが優しくキールを撫でて、サクラちゃんに目を向けますぞ。

「で、サクラちゃんの服はどうしようか？　一番いいのは早いうちに元康くんに服を作ってもらうことなんだろうけど」

「その場合、サクラちゃんを預からねばなりませんな」

「サクラ、ナオフミを守るために離れたくない」

「だって」

「では、しばらくは普通の服で我慢するしかないかもしれませんぞ」

「丁度良い服がないか武器屋の親父さんに聞いてみようか？」

「未来では魔物商も知っていましたぞ」

「え……ま、まずは武器屋の親父さんに聞いてみようよ」

「わかりましたぞ」

　俺達はその足でメルロマルクの城下町へ向かいました。

　武器屋の親父さんにユキちゃんとコウ、サクラちゃんを見せますぞ。

「こりゃあすげえなぁ。勇者ってのはフィロリアルを人間にしちまうのか？」

「そうなの？　元康くん？」

「勇者がフィロリアル様を育てると特別な成長をするそうですぞ」

「で？　俺に何の用があってきたんだ？」

「えっと……サクラちゃんの服は魔力で作られた特別な服じゃないといけないらしいんだ。親父さんなら取り扱っているかと思って……亜人の国の方にはあるらしいんだけど」

「伸縮性の高い防具ってのはないわけじゃねえけど、わりぃが俺の店にはないな。魔力で服を作るとなると専門外だぜ」

　サクラちゃんが親父さんの店にある剣の棚を見ていますぞ。

「サクラ、武器とか使ってみたい」

「ど、どうしたの？」

「サクラ、ナオフミの宿とかで人の姿でないと入れないのを見てたから……人の姿でも戦えるようになりたい」

「戦闘時はフィロリアルの姿で戦うんでしょ？」

「んー……よくわかんない」

「わかんないって……」

「まあ……嬢ちゃんならツメとかよりも剣の方が映えるとは思うけどなぁ……」

「うん。サクラ、剣を使ってみたい」

「興味があるのはいいな。どうする？」

　親父さんの問いにお義父さんは俺を見ました。

　確かにフィロリアル様達はツメなど各々の選んだ武器で戦いますぞ。

　なので、俺自身はフィロリアル様の自主性を重んじますな。

　ただ、現状だと武器は……金が心もとないですな。なんだかんだで色々と消費してますぞ。

　行商ができれば金が手に入りますし、シルトヴェルトの方で稼ぐというのも可能ではありますな。

「一応、昨日襲ってきた盗賊から装備を奪ってるから代用できると思うけど……」

　お義父さんがキールに目を向けると、キールがサクラちゃんに予備の剣を持たせますぞ。

「使い方はわかる？」

「キールくんのを見て覚えたー」

「ああ、そう……で、親父さんは魔力を糸にする機械の心当たりない？」

「そうだなぁ……魔法屋辺りに行けばあるかもしれねえな」

「魔法屋？」

「この辺りで一番大きな魔法書とかを扱っているところだ。アンちゃんもここに来る間に見たと思うぜ」

「もしかして、大きな本屋に見えるあそこかな？」

「多分、そうだぜ」

「わかった。じゃあそっちに行ってみるよ」

「俺からの紹介だって言えば少しは安くなるから贔ひい屓きにしてやってくれ」

　親父さんがお義父さんに紹介状を渡しましたぞ。

　こうして俺達は魔法屋の方へ向かいました。




「ブー」

　魔法屋に着くと中年豚が怪け訝げんな目でお義父さんと俺を見ましたぞ。

　その目もすぐに柔らかく変わりましたが。

「ブブー」

「えっと……魔法資質って得意な魔法の系統を見てくれるんですか？」

「ブー」

「お義父さんには回復と援護の資質がありますぞ」

　見てもらう必要はありませんな。お義父さんの資質に関しては未来で聞いていますからな。

　未来のお義父さんは、とても優秀な援護魔法を習得しておりました。

「ブブー？　ブブブブ？」

「見てもらってもあんまりお金がないので……」

　問題はそこですな。

　行商のために色々と準備はしておりますが、金銭となると今の俺達の懐は厳しい状況なのですぞ。

「ブーブブブブブブ？」

「魔法の玉？　なんですかそれは？」

　これは覚えていますぞ。

　冤えん罪ざいを着せられ、俺に金を投げたお義父さんが出ていったあと、クズが残った勇者達にと魔法を習得できる玉を授けてくれたのですぞ。

　入門用としては良いものでしたな。

　あの時は必要になったら頼めばくれたので、環境はとても良かったですな。

　ですが魔法を玉で習得すると、魔法書で習得した時よりも威力が低いんですぞ。

　細かな調節もできませんし、あの方法だけで覚えていたら間違いなくリベレイションクラスの魔法は習得できなかったと思いますぞ。
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「大口依頼？　それを城の関係者に納品したから今ここにないと？」

「魔法を簡単に習得できる玉の配布が、お義父さんが出ていったあとにあるのですぞ」

「そ、そうなんだ……どこまで差別する気なんだか……」

「ま、金銭に余裕があったら魔法書を購入すればよいのですぞ」

「ブー」

　キールが魔法屋の奥にある水晶を見つめているようですぞ。

　サクラちゃんはお義父さんに付き添うようにジッとしております。

　前のサクラちゃんと違ってとても大人しいですな。

「ブー」

　魔法屋は店の奥の方へ手招きしますぞ。

　その後、ガサゴソと奥で探し始めましたな。しばらくすると見覚えのある機械が出てきました。

　糸車のような機械、確かにあの機械も魔力を糸に変えてくれるものですな。

「元康くん。アレの代金ってどれくらい掛かる？」

「ブーブブブブブヒ」

「あ、おまけしてくれるんですか？　助かるね」

　これは……俺が親父さんに渡しておいた武具を下取りした分から融通してくださるようですな。

　武器屋の親父さんが色々と根回ししてくれているみたいですぞ。

「ありがとうございます」

「ついでに魔法書も下さらないのですかな？」

「ブブヒ」

「元康くん。さすがにそれは買ってほしいって」

　しょうがないですな。

　お義父さんには魔法を覚えてもらいたいところではありますが、習得は難しいですぞ。

　これは後ほどゆっくりと覚えてもらえばいいですかな？

「ブー」

「あ、はーい。ちょっと待っててー」

　サクラちゃんが前に出て、部屋の隅で服を脱ぎ、フィロリアル・クイーンの姿になりましたぞ。

　変身前にお義父さんが気を使って背を向けていましたな。

　ああ、やはり惜しいですな。フィーロたんとは真逆の色合いですぞ。

　魔法屋が驚いているようですな。

　サクラちゃんがぐるぐるとゆっくり糸車を回して糸を紡いでいきます。

　おっとりしているサクラちゃんは前回と同じようにスローで、みんな退屈になってきていますぞ。

　幸いにして前回のように眠くなるわけではないですが。

「サクラは遅すぎますわ」

「えー……」

「まあまあ、人それぞれあるんだからユキちゃんも我慢して」

「ですが……」

「そうだ。暇なら元康くんと一緒に馬車の調達とか頼めない？　その間にサクラちゃんの作業は終わると思うからさ」

「そういえば、そろそろ用意しないとですな」

　忘れていたわけではありませんぞ。ただ、馬車の調達はそれはそれで面倒なのですぞ。

　あまり派手に動かないで馬車を手に入れる方法となると、自作した方が早いですな。

　もしくは馬車を持つ盗賊辺りを襲撃して奪うのが手っ取り早いのですが……応急処置として荷車から作ればいいですかな？

　木材を調達して加工し、馬車に改造すればどうにかできますぞ。

「では荷車を製作してきますぞ」

「任せたよ」

「ハイですぞ。大きさはどうしますかな？」

「それなりに人数がいるから少し大きめでいいと思うよ」

「わかりましたぞ。ではユキちゃん、コウ！　行きますぞ！」

「わかりましたわ」

「はーい！」

　俺とユキちゃん、そしてコウは荷車を製作するために魔法屋をあとにして出発したのですぞ。

　リユート村近隣の山に向かい、木を槍やりで伐採しますぞ。

　木など俺の攻撃力では豆腐を切るのと同じなので、どんどん切って荷車に仕立てていくのです。

　フィロリアル様は馬車を引くのが大好きな方々です。

　なんだかんだで俺は荷車はもとより馬車も作ったことがありますぞ。

　少々面倒なのは車輪の作成ですな。しばらくは完全木製の荷車でもたせるとしましょうか。

　必要になったらフィーロたんがお気に入りにしていた金属製の馬車を親父さんに作ってもらいましょう。

　俺が武器屋の親父さんを評価しているのはフィーロたんの馬車を作った点ですぞ。

　相当な腕前なのは知っております。

「キタムラー車輪のサイズ合わせよー」

「コウ。もう少しヤスリを掛けないと座り心地が悪くなりますわ」

「わかったー」

「艶つやを出すのですわ」

　ユキちゃんとコウが荷車作りに励んでおりますな。

　そして艶が出るように木材に細工をしていきますぞ。

「軽く炙あぶるといいのですぞ」

　俺は調節した火の魔法で木材に加工を施して、車輪のカタヌキをして組み合わせました。

　峠をする以上、最低限の機能は必要ですからな。左右に曲がれる細工くらいは当然しますぞ。

　そうして荷車は完成し、あとは幌ほろを付けて馬車に仕立て上げますぞ。

「できたー！」

「みんなで作ると喜びも倍増ですわね」

「完成ですな！」

　俺の目にはキラキラと光って見える見事な馬車ができていましたぞ。

　何を隠そう、フィーロたんの馬車を俺の愛でデコレーションしたこともありますぞ。

　あとで見たら村の倉庫に大事そうに仕舞ってあったので、フィーロたんも気に入ったのでしょう。
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　というところで空を見ると日が落ちかかっておりました。

「ではお義父さんのもとへ戻りますぞ」

「はーい！」

「私が引きますわ」

「コウが引くー」

　ユキちゃん達が馬車の轅ながえの奪い合いをし始めましたぞ。

「順番ですぞ。最初はユキちゃん。城下町まで半分くらいになったらコウに引いてもらいますぞ」

「わかりましたわ」

「わかったー！」

　馬車に乗って、俺達はお義父さんのもとへ出発しましたぞー。




　城下町の魔法屋に着くと、お義父さん達が前で待っていましたぞ。

「お、おかえり……新品の馬車だね。結構値が張ったんじゃない？」

「自作ですぞ」

「す、凄すごいね。元康くんは馬車が作れるんだ？」

「槍で木など容易く切れますからな」

「へー……」

　お義父さんは俺が作った馬車に手を添えて確認していますぞ。

「じゃあこれから出発だね」

「ブー！」

　キールが馬車を興味津々に見ておりますな。

　サクラちゃんはいつも通り眠そうにしていますぞ。

「いやー……かなりギリギリだったよ。魔力を糸にする機械がさ……サクラちゃんがゆっくり回していたお陰でどうにかもっていたらしくて、要かなめの宝石が糸にし終わると同時に砕けて驚いた」

「おや？　壊れてしまったのですかな？　では後ほどお詫わびとして宝石の調達をしておきましょう」

「うん。あ、元康くん、魔力で作られた糸を布にしてもらったけど、このあとどうする？　洋裁屋に頼んでもよかったけど」

「俺が作りますぞ。サクラちゃん、デザインはどうしますかな？」

　念のために確認しますぞ。

　今のサクラちゃんの体形で前と同じデザインの服を作ると印象が変わると思いますからな。

「んー？　えっとねー……ユキが着てるみたいなのは、やー」

「どういう意味ですの!?」

　サクラちゃんの要望の言葉にユキちゃんが反応しました。

　ユキちゃんの怒りはどこ吹く風、サクラちゃんはお義父さんに目を向けます。

「サクラちゃんはワンピースは嫌いですかな？」

「んー……嫌いじゃないけど好みじゃないのー」

　ふむ……前回のサクラちゃんとは少々好みが違うようですぞ。

「ではコウみたいのがいいですかな？」

　コウはオーバーオール風の服装をしていますぞ。

　やんちゃな感じがして、とてもいいですな。

「それも何か違うー」

「ではあんなような服がいいのですかな？」

　道行く町人の服装を指差して俺は尋ねますぞ。

「そんな感じー」

　ふむ……お姉さんが鎧よろいの下に着用していた感じの服でよさそうですな。

　アレをイメージしましょう。

「わかりました。ではお義父さん達、馬車に乗り込むのですぞ」

「あ、うん。あとはシルトヴェルトの使者が用意してくれた商業通行手形をもらいに行くだけだね」

「そうですな。では約束通りに受け取りに行きますかな？」

「うん。じゃあ乗り込もう」

　お義父さんの指示に従ってサクラちゃんとキールが馬車に乗り込みましたぞ。

「では出発ですぞー」

　俺の声に馬車を引いていたコウが楽しげに走り出しました。

　馬車は日が沈む前に城下町を出てゴトゴトと進んでいったのですぞ。

　一時間もしないうちに、キールが乗り物酔いでダウンしてしまったのは余計なことですかな？








二話　怠け豚






　そうしてシルトヴェルトの使者から約束通り、商業通行手形をもらって俺達の行商の旅はスタートしたのですぞ。

　手始めにお義と父うさんと俺が作った薬等を並べ、キールに売り子をさせます。

　最初こそ恥ずかしそうにして、何かあるとお義父さんに頼っていたキールでしたが、次第に慣れてきたのか臆おくすることなく売ることができるようになりましたぞ。

　徐々にですが、売れてお金が手元に入ってくるようになりました。

　そのお金を元手にして調合の機材を買い集め、お義父さんが少しずつ薬作りを覚え始めました。

　ユキちゃん達フィロリアル様の姿が珍しいこともあり、俺達のことがじわじわと口コミで広まっているようですぞ。

　神鳥が引く薬売りの馬車だそうです。

「ユキちゃん、もう少しゆっくりお願い。揺れる」

「わかりましたわ」

　お義父さんの命令に従って馬車を引く速度を遅くして、旅は続きますぞ。

　一応、馬車を引く順番を決めての旅です。

　ユキちゃん、コウ、サクラちゃんの順番で馬車を引いております。

　やはりお義父さんの役に立ちたい一心なのか、サクラちゃんが引くと揺れが少ないですな。

　ちなみに行商を始めた翌日にはサクラちゃんの服ができました。

　あまり手の込んだ感じではない、俺が出会った頃のお姉さんが着ていたような服ですぞ。

　鎧よろいまでは再現できないですからな。

　完璧にお姉さんと同じではありませんが、腰に二振りの剣を差している姿は何やらカッコよさを感じますな。

　ぼんやりと……お義父さんが気に入ってお姉さんに着せていた服装が頭に浮かんできますな。

　巫み女こ服でしたかな？

　アレもサクラちゃんに似合いそうではありますぞ。

「元もと康やすくんはこの世界の文字に精通してるみたいだけど、俺も文字を覚えた方がいいよね？」

「そうですな。未来のお義父さんから学んでいますぞ」

　俺はメルロマルクの文字表を作ってお義父さんに渡しました。

「暇な時に覚えてくだされば問題ないと思いますぞ。何せ、俺に文字を教えてくださったのはお義父さんですからな。やればできると思いますぞ」

「やっぱり『異世界文字理解』とかの技能はないんだね」

「そうですな。俺もあるのではないかと思っていましたが、今までに出た武器の中にそのような技能はありませんでしたぞ」

　楽はできない仕様ですな。

　覚えるのは大変でしたが、お義父さんの後に続けと思い、苦ではありませんでしたぞ。

「まあいいや。後々覚えていくとして……」

「ブブー！」

　到着した村でキールが薬を売り始めましたぞ。

　お義父さんはその姿を確認しながら調合しております。

　俺達はその間に、近隣で見つかる薬草の採取に出ましたぞ。

　買い取りをするのにも資本がいりますからな。

　お義父さんが薬屋に張り付いて手頃な薬草の買い取り金額を書き写していたので、それを参考に集めます。上位の薬は俺の技能で製作しています。

　槍やりに登録されている薬のレシピを教えることも可能ですな。

　徐々にお義父さんの薬作りの腕前が上がっているのを感じます。やはりお義父さんですぞ。

　そんなわけで品しな揃ぞろえは十分ですぞ。

　値段も相場よりも安めにしているのでなかなかの売れ行きのようです。採取が追いつかないほどですな。

　これも魔物のドロップとかで入手する方法があるのですが、不自然に所持していると怪しまれますからな。今のところはできないのが厳しいところですぞ。

　……で、採取から帰ってくるとお義父さんが馬車の中で手招きしております。

「どうしたのですかな？」

「あの……何か俺達の仲間になりたいって子が来てるんだけど……」

　お義父さんが困った様子で俺に相談してきます。

　仲間ですかな？

　亜人の類たぐいは宗教上の関係やスパイとかを怪しんでお義父さんは拒んでいたはず。

　更に言えばお義父さんを相手に人間が仲間になるとは考えづらいですぞ。

　ここは一発、俺が確認して秘密裏に消すことも考える必要がありそうですな。

「ブ……」

　何やらやる気のなさそうな豚が、気だるそうに近くの切り株に座って待っていました。

　なんですかな？　この豚は。

　俺が怪しんだ目で見ていると、これまた低いテンションで豚が鳴いてますぞ。

　……どこかで見たような反応ですな。

「彼女はエレナさん。メルロマルクの貴族で、親に言われて勇者の誰かに力を貸すために来たんだって」

　エレナ？　聞き覚えがあるような気がしますな。

　誰でしたかな？　どうもぼんやりとしか思い出せませんが、赤豚の近くにそのような豚がいたような覚えがありますぞ。

　殺、ですな。それしか考えられません。

「ブブブブヒー……」

「そんなやる気がない感じで言われても……」
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「なんて言っているのですかな？」

「えっと『すごく面倒なんだけど、親の命令には逆らえないのよ……』って」

「ではこの世から消してやりましょうか？　痛みも何もないですぞ」

「ちょっと元康くん、あんまり過激なことはしないで！」

　俺が槍を強く握って豚を仕留めようとしたところで、お義父さんが止めますぞ。

「ブヒー」

「『で、勇者の中で一番楽そうなのは盾と槍の勇者かなと思って頼みに来たの』だってさ。なんとも凄すごい人だね」

　この豚はやる気が全く感じられませんな。

　ならサッサと殺されないうちに、家へ帰るのがいいですぞ。

「ブブブ」

「『まあ、母親が商売をしてるから物を売るのはできなくはないわ。それくらいはやるわ』とは言ってもねー……キールくんで間に合ってるし」

「ブブブー！」

　キールが何やら喚わめいていますな。

　見た感じだと、仲間にするのに肯定的な雰囲気ですぞ。

「え？　まあ、キールくんだけで売るのは今後のことを考えると大変かもね。だけどなー……ねえ、なんで俺達の仲間になるのが一番楽だと思ったの？　貴族ならわかってるはずだけど、一番大変だと思うよ？」

「ブブヒブーブブ……ブブブ──」

　その後、豚はしばらくお義父さんに向かって鳴いてましたな。

　内容はお義父さんが俺にわかるように訳してくださいました。

　なんでもこの豚は親の言いつけ以外にもお義父さんの仲間になろうとする理由があるようですぞ。

　豚曰いわく、今回の騒動はクズ側に問題が多く、そちらにいると最終的に立場が悪くなる可能性が高い。

　クズは盾の勇者だけならまだしも、槍の勇者との関係も良いとは言えない状況。

　更にエレナを名乗る豚独自の情報によると剣の勇者……錬れんも国に対して思うところがある。

　そしてメルロマルクでも有数な商人というバックボーンがあるこの豚からしたら、クズの権力もそこまで怖くはないそうですぞ。

　父親も国に協力しているので、クズも財産没収や貴族の地位剥はく奪だつまでのことは今のところはできないだろうとのこと。

　あとは家柄の面では問題なく、豚自身の好み。

　そしてもっと重要なのは、勇者達と自分の相性、だそうです。

　弓の勇者は各地で世直しの旅らしき悪徳貴族の討伐を行っており、剣の勇者は魔物退治を優先している。

　そんな折、盾の勇者が槍の勇者と共に行商を始めた。

　で、豚曰く、遠くから観察したところ、樹いつきは正義的な面についていけないし、錬は普段一人で戦っているが、時々仲間と一緒に行くときは色々な場所で面倒な魔物退治を仲間に強制している。

　必然的に馬車の旅という楽そうな俺達のところへ来たらしいですぞ。

　……この楽ばかり好む性格。これからこの豚のことを怠け豚と呼びましょう。

　補足すると、怠け豚にとってはお義父さんだけでなく、俺も一緒にいることが重要らしいですぞ。

　つまり盾の勇者だけでなく、槍の勇者も一緒にいるから俺達を選んだ、ということですな。

　まあ、お義父さんだけだった場合、世間の風当たりが強いでしょう。

　実際、最初の世界でお義父さんが行商して名を上げたのは、もう少しあとだったかと思います。

「『あと、今回の騒ぎを乗り越えて女王が帰ってきた時、盾と槍の勇者が一番地位が上がりそうだし……』だってさ。いろんな意味で凄い人だね。どうする？」

「この世から消してやるのが一番ですかな？」

「い!?　あのね元康くん、話聞いてた？　できる限り穏便にお願い。戦争にしないために行動しているんでしょ？」

「そうですな。わかりました。では穏便に消しますぞ」

「だから……ああもう……」

「ブー……」

「俺達は色々とやることがあるし、スパイとかされたら困るんだけど？」

「ブー……」

「え？　信用されるためになら奴隷になってもいい？　スパイができないからそれでいいんじゃない？　その代わり、女王派が勝ったら家族や国に口添えしてほしいって……まあ、それなら……」

　お義父さんは俺に視線を向けますぞ。

　ふむ……奴隷なら逆らえませんし、情報のリークを防ぐことも可能ですな。

　奴隷に口なし。秘密を話させることはできないですが……そこまでして俺達の仲間になりたいというのは、どうなのですかな？

「ブブー……」

「まあ、色々とする予定だけど、人手が足りないのは事実なんだよね。奴隷になってくれるなら嘘うそは吐つけないだろうし……わかったよ。あんまり信用できないけど一緒に来てもらうよ。なんか商売人としては素直に話すところは信用できそうだし」

「ブブ」

　こうして怠け豚が奴隷として加わりました。

　馬車の中がまた一つ、豚臭くなってしまったのですぞ。




「ブー……」

　怠け豚……エレナは行商中以外は馬車の中にハンモックを吊つるして寝入ってますな。

　フィロリアル様が醸し出す高貴な揺れの中で惰眠を貪むさぼるとは……万死に値しますぞ。

　俺ですらこの揺れの中で眠ることなどできないというのに！

　この元康、ジェラシーを感じていますぞ。

　しかもこの怠け豚、お義父さんの優しさにつけ込んで、奴隷であっても奴隷紋が作動することはないだろうと舐なめていますぞ。

　まあキールが奴隷紋を発動されているところも見たことがありませんからな。

　仮に俺が怠け豚の奴隷紋を管理できるなら、すぐにぶち殺しますぞ。

　イラッとしながら怠け豚の様子を見ていると、お義父さんが俺に声を掛けました。

「ところで元康くん、秘策があるようだけど、どうするの？」

「そうですな……そろそろ潮時ですな」

　行商を始めて五日ほど過ぎようとしています。

　メルロマルク内の村や町を行商している最中ですぞ。

　俺は地図を広げて巡回路を考えます。できれば一日で回り切れる範囲がいいですな。

「ではこの辺りを中心に一日で戻れる範囲で巡回してほしいですぞ」

「それはいいけど……どうするの？」

「ここからが秘策なのですぞ。宿で泊まっているフリをしてＬｖ上げに出る作戦ですぞ」

　これは確かな方法ですぞ。まあ、帰りは槍の専用技能で壁抜けをしたりなど、少し工夫する必要がありますがな。

　見張りの類が隠れて俺の様子を見ていたとしても、見張っていたはずの勇者が実は既にここにいないことなどわかりようがないですからな。

「結構手間が掛かるんだね。で？」

「ここ数日で俺達が馬車に籠こもっていることが多いのも目くらましになるでしょうな」

「馬車に籠もりっきりだもんね……時々宿で休めるけど」

　五日間の行商で街道に出現する魔物も少しは倒せましたが、Ｌｖ自体の上昇はゆっくりですぞ。

　いい加減、お義父さんのＬｖを上げねば不安になってくる頃合いですな。

「では売り子と馬車を引く者には留守番を任せますぞ」

「売り子はキールくんとエレナさんどっちに任せようか？」

「怠け豚の方は今一つ信用がおけませんな」

「ブー……？」

　寝ていた豚がパチッと目を開いてこちらを見ていますな。

　どうも俺はこの怠け豚が信用できません。

「貴様はお呼びでないですぞ。失うせろですぞ！」

「ブー……」

「まあまあ、疑っていたらキリがないし、奴隷紋が掛かってるから大丈夫だよ。念のためにユキちゃんが見張りをしてくれればいいんじゃないかな？」

「では今回は馬車を引くのがコウで、行商は怠け豚、監視にユキちゃんをおいていきますぞ」

「元康様の願いを守ってみせますわ」

「コウがんばるー」

　怠け豚がどれくらいのＬｖかは知りませんが、多少戦える程度の強さは持っているでしょう。

　問題は盗賊などが襲ってきて、馬車の中に人がいないことを勘付かれる場合だけですからな。とはいえ、そこはユキちゃんが監視していれば奴隷紋の穴を突くようなおかしなことをされても問題なく処理できるでしょう。

「では行きますぞ。まずはリベレイション・ファイアミラージュで姿を隠して外に出た後……ポータルスピア！」

　そう、俺達の狙いは行商をすることによって監視の目を馬車に集めることなのですぞ。

　フィロリアル様達の察知能力は高いですし、俺自身も隠れている相手をある程度は見抜くことができます。

　現在、馬車の中に監視がないのは確実。

　せいぜい馬車の外で見張っているのだろうという程度ですな。

　速く動く馬車で移動もしているから、俺達を完全に把握するのは難しいでしょう。

　この状態で、馬車の中にいるはずの人がいないとしても、気付かれないと俺は読んだのですぞ。




「うわ！　凄い……」

「ブー」

　シルトヴェルトに到着しました。今回のお義父さんはポータルは初経験ですな。

「どうしますかな？　このままシルトヴェルトの城の方へ行きますかな？」

「うーん……悪いけどＬｖ上げを先にしておきたいかな。あんまり上がってないと不安だし」

「でしょうな。ではサクラちゃんと一緒に行ってきてはいかがですかな？」

「じゃあいこー？」

「そうだね。キールくんも行こうね」

「ブー！」

　お義父さんは楽しげに、キールと共にサクラちゃんの背に乗りますぞ。

「行ってらっしゃいですぞ。俺はその間に、お義父さんに渡すはずだったものを回収してきますぞ」

「うん！　これで自由に上げられるね」

「しゅっぱーつ！」

　ダッダッダとサクラちゃんはお義父さん達を乗せて走り去っていきました。

　俺はその間に、ユキちゃん達をＬｖ上げした時に隠しておいた素材の回収に向かったのでしたぞ。

　ついでにドロップ品で良さそうなのを持って帰りますかな？

　いや、薬草などの類を武器に入れて調合に使えばいいのですな。




「いやー、メキメキと面白いくらい上がって驚いたね」

　その日の夕方、お義父さんが楽しげな表情でサクラちゃんの背に乗って帰ってきましたぞ。

　俺は回収した素材の一部を袋に詰めてお義父さんと合流しました。

「どんな状況ですかな？」

「現在、俺がＬｖ18、キールくんがＬｖ19でサクラちゃんはＬｖ35だね」

　むう……サクラちゃん自身のＬｖが低めなのが原因でしょうが、少々伸びが悪いですな。

「明日は俺がサクラちゃんのＬｖを上げますぞ。もう少しＬｖを高めにした方がいいですな」

「そうなの？」

「もっと上がると思っていました」

　これは当面の課題ですな。

　監視の目を意識しすぎて、ユキちゃんをはじめフィロリアル様達のＬｖやステータスに不安がありますな。

「あんまりナオフミと離れたくない。守れない」

　サクラちゃんが拒みますぞ。

　その使命優先な心意気に俺は涙が止まりません。なんと健けな気げでございますか。

「おお、とても高尚な意識の高さに俺は感嘆の言葉しか出ませんぞ」

「そうは言っても……」

「ユキやコウが同伴すればいい」

「理屈じゃそうだけど……結局元康くんにユキちゃん達のＬｖ上げをしてもらうしかないか……」

　サクラちゃんの意識の高さもありますが、色々と問題が付き纏まといますな。

「じゃあ明日は俺は馬車の方にいるよ。連日姿を現さないのは怪しまれるし、エレナさんの監視を俺がしていれば問題もないと思う」

「ブー」

　キールがお義父さんの案に頷うなずいてますな。

「馬車はサクラが引くー」

「そうだね。サクラちゃんが引いてくれればあんまり揺れないから調合も勉強もしやすくていいもんね」

「うん」

「話はまとまりましたな。ではお義父さん、俺が見つけてきた素材をお納めくださいですぞ」

「あ、うん。ありがとう……結構色々と入ってるね」

「まだお義父さんの盾を強くするには全然足りませんぞ」

「今日、サクラちゃん達と色々と回ったつもりだけど、まだまだだなー……」

　お義父さんは苦笑しながら後頭部を掻かいて笑っております。

　一日でも早くお義父さんを秘密裏に強くするのが今回の目的ですからな。

「当たり前なんだろうけどこの辺りに自生してる薬草とかはメルロマルクと違うね。魔物も違うしドロップ品も変わってる。薬作りのレシピには同じ扱いのがあって助かるけど、実際に作るとなると勝手が違いそうだね」

「そこは覚えていくしかありませんな」

　とは言いつつ、俺も調合に関しては槍で作らせているだけなのでよくわかりません。

　まあ、多少おかしな点があっても行商で特定されることはないと思いますぞ。

　何せ武器で作っていると確かめるのは、勇者でないとできないことなのですからな。

　などと考えているうちに、俺が渡した素材をお義父さんが盾に入れてくださいます。

　そしてお義父さんは前回と似たような相談……どの盾を強化していけばいいかなどを俺に尋ねてきましたぞ。なので、いつでも素材の補充はするので今一番使えるものを強化するのがいいと答えました。

　お義父さんは、現在強化している盾に必要な鉱石を教えてくださいました。

　それを俺が集めればお義父さんの強さはさらに増しますな。

　まあ、どちらにしてもお義父さん自身のＬｖを上げる必要がありますがな。

「っとそろそろ時間ですな」

「うん。元康くん。お願い」

「わかりましたぞ。ポータルスピア！」

　転移スキルで俺達はユキちゃん達と合流する予定の場所に飛びましたぞ。

　もちろん飛ぶ前に、選んだ場所の状況を僅わずかに見ることができます。

　打ち合わせ通りに馬車が俺達の帰りを待っていました。

　あとは飛ぶタイミングですな。

　隠いん蔽ぺいスキルを事前に発動させた状態で飛べば、ある程度は誤魔化しが利きます。

　しかし……お義父さんの命令ですが、かなり面倒ですな。

　監視している者達を皆殺しにすればこんな手間を掛けなくてもいいとは思いますが、しょうがありませんぞ。

　ポータルで飛んだ俺達は、馬車に乗り込んでから隠蔽状態を解除しました。




「ブ？　ブブー」

　馬車の中では、やる気なさそうに読書をしていた怠け豚が顔を上げてこちらに声を掛けてきました。

　コイツはいつ見ても横になっていますな。

　そのまま豚の丸焼きにでもしてやろうか本気で悩みますぞ。

「ただいま。何かおかしなこととかあった？」

　お義父さんの問いにユキちゃんが答えますぞ。

「特に問題はありませんでしたわ。この方もおかしな素振りはしませんでした。ただ……やる気が微み塵じんも感じられませんでしたが」

「ブブー」

「あはは……特に何もないならいいんだけど。盗賊の襲撃とかもなかったんだ？」

「はい」

「さすがにそこまで警戒はされていないと見ていいのかな？　元康くんの作戦が実を結んだね」

「ありがたきお言葉ですぞ！」

「とりあえずはこんな感じで行商をしつつ裏でＬｖ上げや強化を進めていこう。そうすれば順調に俺達は強くなれる。もちろん警戒は怠ったらダメだけどね」

　そうですな。お義父さんの指示通り明日はユキちゃん達の底上げをした方がいいでしょう。

　こうしてサクラちゃんやお義父さん、そしてキールや豚のＬｖが上がっていくのですぞ。

　まずはクラスアップを目的にしましょう。

　問題は大きなフィロリアル様……フィトリアたんから特別なクラスアップ補助をしていただけない点ですな。どこかで出会えればよいのですが……フィロリアル様達と上う手まく遭遇する状況の再現が難しいですな。
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　俺が最初にフィトリアたんに出会ったのはクー達と峠をしている時でしたな。

　あの辺りを走っていたら出会えるですかな？

　どうも難しい気がしますぞ。

　次に出会えそうなのは……シルトヴェルトへの道の途中ですな……。

　捜すのはいいですが、ポータルで定期的に帰ることを考えるとやはり出会うのには手間が掛かります。

　……そういえば、未来のお義父さんはフィトリアたんに出会った時のことをおっしゃっていたような覚えがありますぞ。

　フィーロたんが劇的に強くなったあの……お義父さんが本格的に指名手配される出来事、婚約者と共にメルロマルクに潜伏していた時かと思われますぞ。

　だとするとまだまだ先になりますな。

　まあ……クラスアップのボーナスは優秀ではありますが……お？

「思い出したのですぞ！」

「おわ！　びっくりした！　どうしたの元康くん？」

「すっかり忘れていましたが、七星武器の強化方法にＬｖを代償に資質を上げるものがあったのですぞ。これで基礎ステータスや成長率を引き上げることが可能なのですぞ」

　俺は思い出した強化方法をお義父さんに説明しました。

　確か鞭むちの七星武器にあった強化方法だったと思いますぞ。

　Ｌｖを消費して……例えば速さの成長率を上げることができるのですぞ。

　その結果、同じＬｖだとしても強さに倍以上の差をつけることも難しくはないのですぞ。

　この資質向上で誤魔化しができない範囲ではありません。

　フィトリアたんのクラスアップ補助がなくてもしばらくはどうにかなりますな。

　資質強化自体はＬｖが下がっても残りますから、今の限界であるＬｖ40程度、強力な魔物を倒している勇者ならば容易たやすく稼げる領域ですぞ。

　こうして俺達のステータス上げ作業は問題なく進んでいったのですぞ。

　メルロマルクで使えるのは行商で稼いだお金だけとお義父さんが定め、シルトヴェルトで集めたドロップ品は未使用にしてますぞ。

　ただ、キールやサクラちゃんが使う武器は別ですな。狩りでの効率に関わりますぞ。

　ですが、見知らぬ武器を振り回していたら怪しまれるからこちらもシルトヴェルト限定で使っております。




　そんな日々が一週間ほど過ぎ去りました。

　その間にもお義父さんは盾の技能を使って実演しながら、各地で薬を売り歩いておりましたぞ。

　病状や傷が深い者には正体がわからないように深々とローブを羽織り、薬を服用させました。

　武器で得られる恩恵により、目に見えて薬の効果が上昇しているので、目の前で治るとパッと見は奇跡に見えるでしょうな。

　俺もその協力者として治療を手伝ったのですぞ。

　最近では口コミで奇跡を振りまく神鳥の馬車と呼ばれているようですな。

　町に到着すると治療してほしいと頭を下げる人や祈る人が出てくるほどですぞ。

　お義父さんは笑顔でそれに応えると、可能な範囲で治療していきました。

　まあ、行商して二週間になろうとしている程度なので、ごく一部の地域だけですが。

　メルロマルク中を回り切るには時間が足りませんぞ。

　まあ二ヶ月もあるのですから、その間に回っていけばいいでしょう。

「召喚されて、そろそろ三週間になったね」

「そうですな。最初の波まで残り一週間になりますぞ」

「お金も着実に集まってるけど……いい加減、薬以外の商売も考えないとね。あまり儲もうけにはなってないし」

　何分、お義父さんは優しい方ですからな。安く薬を販売し、治療までしている始末。

　その所為か、お金が足りず藁わらにも縋すがる思いでお義父さんを頼ってくる患者も増えてきているそうですぞ。

　そういう儲けにならない客にお義父さんはあとで……余裕のある時でいいからと受け取りを後回しにしていることが多くなってきています。

「俺達の状況ではもっと守銭奴のように集めないといけないのはわかっているんだよ？　でも、シルトヴェルトの方じゃお金があると思うと自然と甘くなっちゃって……ごめんね、元康くん」

「気にしなくていいですぞ」

　最初の世界でもお義父さんは神鳥の聖人と呼ばれていました。

　きっと未来のお義父さんも似たようなことをしていたのでしょう。

　お義父さんが俺達に追われることになった際に、人々がお義父さん達を逃がそうとしていたのは、このように恩があったからでしょうな。そのために必要な経費だと考えれば安いものですぞ。

「問題はクラスアップですな」

「そうだねー……資質向上でどうにか誤魔化してきてはいるけど、いい加減行った方がいいんじゃないかとは思う」

「ブブー！」

「うん。キールくんはそろそろ獣人化できるようになるらしいからやった方がいいかもね」

「ブー！」

　キールが興奮気味に前のめりになってますぞ。そんなにクラスアップをしたいのですかな？

「俺もいい加減、シルトヴェルトの方で話をした方がいいと思っていたし、行こうか？　エレナさんはどうする？」

「ブー……」

「え？　面倒な手続きがありそうだから今回は馬車で待ってる？」

　コクリと怠け豚が頷きました。どこまで面倒臭がりなのですかな？

　まあ、いいでしょう。どちらにしても姿を隠す必要がありますな。

　盗賊に偽装した三勇教徒も、安易な奇襲では装備を奪われてお義父さん陣営の強化に繋つながると察したのか、最近ではあまり出てきませんぞ。

　その代わり、各地で盾の勇者を名乗る犯罪者が出ているとの噂うわさが飛び交っていますがな。

　俺もこの噂を……最初の世界の二度目の波に出る少し前に聞きましたがな。

　ですが奴等の偽装は無意味。

　現在のお義父さんは盾の勇者として有名になっておりません。

　姿を隠して神鳥の聖人として有名になりつつあるのです。

　偽装するにしても三勇教ではフィロリアル様を天使にさせることなどできませんからな。

　錬や樹に支給して育てさせても怪しまれるでしょう。

　そして、あの神鳥の馬車は盾の勇者のものなんだと吹聴したら自身の首が締まるのがわかっているのでしょう。

　慈善事業をしているので、実は悪さをするための前座だと言っても信じる者は少ないですぞ。

　人は俗物的で短絡的なところがありますからな。

　さて、一度目の波以降で余裕があった時、俺は赤豚達を連れてゼルトブルへ装備を固めに行ったのでしたな。

　その前に何度かフィーロたんに蹴られたりしました。とても懐かしいですな。

　フィーロたん……そうでした。

　俺は最近、中断していたフィーロたんの絵を描いて暇を潰つぶしているのですぞ。

　馬車で待機している時は暇ですからな。

「元康くん？　また絵を描いているの？」

「そうですぞ？　準備はできたのですかな？」

「あ、うん」

　お義父さんは俺が描いたフィーロたんを見てくださいます。

「上手だね。これが元康くんの好きな子？」

「そうですぞ」

「フィロリアル姿の絵はサクラちゃんに似てるけど……色合いが違うね」

「そうなのですぞ。サクラちゃんとなんとなく似ているのですぞ」

「んー？　サクラがどうしたの？」

　サクラちゃんがこちらに来て俺の描いた絵を見ますぞ。

「元康くんの好きな子がサクラちゃんと似た感じの色をしているんだって」

「そうなんだ？　ふーん」

「こっちが天使の姿ですぞ」

「うん。ゲームとかで見たことがあるような外見してるね。素直そうな可愛かわいらしい子だと思うよ」

　ああ、フィーロたん……アナタは今、どこにいらっしゃるのですか？

「んー？」

　サクラちゃんが首を傾かしげて俺の描いたフィーロたんの絵を見ておりますな。

「この子の飼い主が俺なんだって」

「ナオフミはサクラにこうなってほしかった？」

　お義父さんにサクラちゃんが聞いておりますな。

　はは、微笑ほほえましい光景ですぞ。

「違う違う。サクラちゃんに負けず劣らずの女の子だなって思っただけ」

「ナオフミは女の子好きー？」

「そりゃあ人並みには好きだよ。だけど今は恋愛よりもやらなきゃいけないことがあるしね」

「サクラ可愛い？」

「可愛い可愛い」

「ブー！」

「そうだね。サクラちゃんは美少女だね。キールくんも負けないようにがんばって」

「ブ!?　ブブブ！」

「あはは、ごめんごめん。キールくんは男の子だったね」

　お義父さん達のそんなたわいもない会話を余よ所そに、ユキちゃんが俺の描いたフィーロたんの絵を見ています。

　どうですかな。素晴らしいお姿でしょう。

「これが未来の元康様の意中の子ですの？」

「みたいだね。あ、ユキちゃん、もしかしてやきもち？」

「違いますわ！」

　ユキちゃんがブンブンと首を横に振っておられます。

　お義父さんは楽しげにそんな様子のユキちゃんを見ていますぞ。

「そう？」

「私は元康様の力になりたいだけですわ」

「そうなの？　てっきりユキちゃんは元康くんのことを好きだとばかり思ってたんだけど」

　と、なぜかお義父さんは俺の方にワザとらしい感じで視線を送りました。

　中学時代に友達面づらで近づいてきた男と似た反応ですぞ。

　妙に豚について詳しい男でした。俺も不思議と気が合い、よく話をしましたな。

　そもそも俺は男の友人が極端に少なく、彼以外の男友達はほとんどいません。

　その男ですが、豚を俺に押し付けようとしていましたな。

　豚の趣味や行動などに詳しく、写真なども所持していました。

　まあ高校に進学する時に別の学校へ行って会わなくなりましたが。

　思い起こせば珍しい男でしたな。

　そんなに豚が欲しいのでしたら、その情報を使って自分で声を掛ければいいのでは？

　今思うと本当に不思議な男でしたな。ですが不思議と嫌悪感はありませんでした。

　あの男ほど、潔癖という言葉が似合う存在を俺は知りません。

　豚のことに詳しいくせに、本人は豚と一切関係を持っておらず、まるで俺に豚を押し付けるために情報を収集しているような男でしたな。

「元康様を尊敬しておりますが、そのような関係ではないですわ！」

　何やらユキちゃんがかなり強固な態度で言いましたぞ。

　ははは！　可愛らしい反応ですな。

　俺はユキちゃんの頭を撫なでつつ答えますぞ。

「前にも言いましたが、お義父さんはご冗談が上手ですな。ですがフィロリアル様は等しく俺の子供のような存在ですぞ」

「へ？」

「どんな子も、可愛い子供なのですぞ。子供と恋愛や結婚など、するはずがないではありませんか。俺が焦がれる方はフィーロたんただ一人ですぞ」

「あー……うん。ユキちゃん、がんばってね」

「だから私はそのような感情持ち合わせておりませんわ！」

　何やらプンスカと怒るユキちゃんをお義父さんが宥なだめておりますぞ。













三話　隠し通路






「ねえねえ！　キタムラー」

　コウが近くの山脈を指差しますぞ。

「なんかねー美お味いしそうな匂いがするよ」

「え？　あっちに何かあったっけ？」

　ユキちゃんを宥なだめていたお義と父うさんがコウの指し示す方角を見つめながら呟つぶやきました。

「あそこは……」

　現在地はメルロマルクの南南東ですぞ。

　少しばかり国境に近いですな……あの山を越えてもまだメルロマルク国内ですが。

　まあ、大丈夫なはずですぞ。

　おや？　目を凝らすと山道に人影がチラホラ見えた気がしますな。

「美味しそうな匂いってことは何かあるってことだよね？」

「うん、何かありそう。そんなに遠くないよ？」

　コウが涎よだれを垂らしながら答えますぞ。

「じゃあ試しに行ってみる？　山奥じゃないみたいだし」

「わーい！」

　嬉うれしそうな声を上げたコウが馬車を引いて案内することになりました。

　ゴトゴトとかなりのスピードで馬車は進んでいきますな。

　徐々に道は消えていき、獣道のようになってきております。

　お義父さんは地図を広げて確認します。

「うーん……？　誰かがキャンプでもしているとかかな？」

「見つけた！」

「え？」

　馬車が急発進してコウが向かいますぞ。

　お義父さんが目を凝らしてから言いますぞ。

「モグラ？　魔物か？」

「わ、わあああああああ!?」

　直後、悲鳴がコウの方から聞こえました。コウの声ではありませんな。

「え!?　ちょ、ちょっとコウ、ストップ！」

　お義父さんが馬車の座席から身を乗り出して、急いで確認すると同時に注意しました。

　俺も合わせて確認しますぞ。

「えー？」

　コウは獲物を捕まえたかのように何かに片足を乗せておりますな。

「た、助けて！」

　命乞いをしているのは……お？

　モグラですな。喋しゃべっていますぞ。

　そういえば未来のお義父さんの村には喋るモグラがそれなりにいましたな。

「コウ、早く足を上げて！　その人は魔物じゃないから！」

「まずは確認しないといけませんな」

「えー……わかったー」

　渋々といった形でコウは片足を上げてモグラを解放しますぞ。

「申し訳ありません。いきなりの事態で怖かったでしょう。謝罪させてください」

　お義父さんが馬車から降りてモグラに駆け寄り、声を掛けますぞ。

「あ、ありがとうございます。き、気になさらず……見通しの悪い山道ですし、そういうこともありますよね」

　モグラを立たせ、怪我がないかを確認してからお義父さんは深々と頭を下げて謝っております。

「コウもしっかり謝るんだよ！」

「えー……」

　コウは若干不満そうな声を出しております。

　それから渋々といった様子で頭を上下していますな。

　それで謝っているのかとお義父さんが眉を寄せていますが、話をすることの方を優先したようですぞ。

「ところで貴方あなたは……獣人の方ですか？　こんなところで何を？」

　メルロマルクでは亜人や獣人の立場が低いですからな。

　場違いな場所に場違いの人種がいるのを疑問に思っても不思議ではないですぞ。

「あ、はい。ルーモ種です。えーっと……」

　山賊や盗賊にしても武装している様子はなく、シルトヴェルトでも見かける村人って様子の格好ですぞ。行商人にしても商売道具らしきものはなく、伐採でもしていたといった感じに手て斧おのを腰に下げている程度ですな。あとは荷物を運ぶ籠かごですかな？

　しかし、あちらも何かを誤魔化したいといった態度が滲にじみ出てますぞ。

　というところで、少し離れたところから金属がぶつかる音が聞こえてきました。

　その音に気付いてモグラがハッと音の方角を緊迫した表情で見ております。

「なんだ？」

　お義父さんが音の方角を見ると同時に、バッとモグラが音の方角へと走り出しました。

「待って！　……何か込みいった事情があるみたいだね。俺達も気になるから行こう」

「お義父さん、いいのですかな？」

　厄介事に巻き込まれると目立ってしまい、本末転倒になりかねません。

「ここで何も見なかったことにして帰るなんてできないでしょ」

「確かにそうですな。では出発しますぞ！」

　後味は悪そうではありますな。

　俺達は走り出したモグラを追い掛けることにしたのですぞ。




「うへへへへ……妙な抵抗をして面倒な連中だ！」

　金属のぶつかる音……それは戦いの音だったようですぞ。

「これは……」

　先ほど走り出したモグラに追いついて、お義父さんは状況を確認しながら眉を寄せてますぞ。

　無数の人間が何やらモグラ達が死守する洞窟へと攻め入ろうとしております。

「ブブブ……ブブー！」

　キールがその戦いを見て騒ぎ始め、馬車から降りようとしております。

　同時にお義父さんと話をしていたモグラが手斧を強く握りしめ、走り出そうとしていますな。

「待って。一人で行くのは無謀だよ。キールくんも」

　お義父さんが馬車を降りて、キールとモグラの肩をそれぞれ掴つかんで注意しますぞ。

「放してください！」

　モグラはお義父さんの手を払いのけて人間達の方へ向かおうとしましたが、お義父さんは盾の勇者、高い防御力のお陰でビクともしませんぞ。

「離してください。自分を捕まえたつもりですか！」

「ブブブー！」

「違う」

　静かな、それでありながらドスの利いた口調と冷たい目をして、お義父さんはキールとモグラに告げますぞ。

「俺達はアイツ等とは無関係だ。とりあえず確認しよう。アレはキールくんが言っていた通り、奴隷狩りでいいの？」

　最初の世界のお義父さんのような鋭い声音でお義父さんはキールとモグラに尋ねますぞ。

「ブブ、ブブブ」

　何度も頷うなずくキール達に合わせるように怠け豚が様子を見て鳴きました。
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　俺としては盗賊との違いがよくわかりませんな。

「そう……亜人奴隷狩りで、国の兵士や騎士も混じっている？　腐敗も極まってるな」

　お義父さんは俺やフィロリアル様達に視線を送り、行くように指示を出しますぞ。

「ブブブブブ」

　怠け豚は溜ため息いき交じりに鳴いております。

「奴等を捕らえても罰せられるのはこっちか……ふん。それでもやりようがいくらでもあるよね？　ここは山奥だ、監視をしている連中がついてきているのか怪しいところだし」

　お義父さんは俺の方を再度見ますな。

　ああ、わかりました。

「リベレイション・ファイアフラッシャー！」

　隠いん蔽ぺい魔法等で隠れている奴等を炙あぶり出す魔法を唱えますぞ。

　ここは山奥の森で見晴らしもそんなに良くなく、遠目で確認するのは不可能なので近づいて確認するしかありません。

「監視は今、いないようですな」

「そうか……なら、丁度良い」

「無駄な抵抗をしやがって。見せしめに丁度良いか……死ね！」

　奴隷狩りが交戦中のモグラに向かって剣を突き刺そうとした、その瞬間。

「エアストシールド！」

　モグラの前に突如、盾が出現して剣を弾はじきました。

　見るとお義父さんが手を掲げてスキルを放っていたのですぞ。

「うわ！　なんだ!?」

「まずは争いを止めることを優先しよう！　殺さず奴隷狩り共を生け捕りにするんだ！」

「サクラがんばるー！」

「モグラが沢山いるー！」

「行きますわー！」

　フィロリアル様達がお義父さんの指示に頷いて突撃していきますぞ。

「ブブー！」

　キールも合わせて走り出しますが出遅れ気味ですな。

「俺もやりますぞ！」

「も、元もと康やすくんは手加減してね！」

　お義父さんの命令とあらば、しょうがありませんな。

「なんだコイツ等！」

　突然、俺達が背後から襲撃したことで奴隷狩り共は驚きの声を上げておりますな。

「とー！」

　サクラちゃんが鞘さやの付いたままの剣で乱暴に奴隷狩り共を薙なぎ払いますぞ。

　コウはモグラ達の方に気を使っているのかそっちの方角を見ながら素早く蹴散らしていき、ユキちゃんは風の魔法を唱えてモグラ達に攻撃が飛び火しないように守っておられます。

「パラライズランス！　スリープランス！　イリュージョンランス！　面倒ですな……エイミングランサーⅣ！」

「う……」

「ぎゃ……ぐ……ぐー……」

「う、うへへへ……」

「ぎゃああああああああああああああ！」

　俺は無数の奴隷狩りを状態異常にするスキルを放った後、逃亡用の馬車を巻き込みながらエイミングランサーで奴隷狩り共を手早く鎮圧しました。

　ちなみに奴隷狩りには豚も混じっていますぞ。

「あ……」

　奴隷狩り共が一瞬で蹴散らされて、モグラ達は唖あ然ぜんとした表情でこちらを見ております。

「本当……元康くん達がいるとあっという間だね」

　どこから湧いたのかと呆あきれるくらいいた奴隷狩り連中を俺達は手早く鎮圧したのですぞ。

「逃げようとしている奴等を捕らえてきますわ」

「わーい追いかけっこー」

「サクラは縛って見張り役するねー」

　ユキちゃん達は奴隷狩り達を、けいどろ遊びの相手にしているようですな。

　もちろん、ユキちゃん達が警察役ですぞ。

　モグラ達はそんな俺達を見て脅おびえております。

　お義父さんは捕まえていたモグラの肩から手を離して、行くように目で合図を送ります。

　手斧を持ったモグラはお義父さんを何度も見ながら仲間のもとに駆けていきました。

「みんな！　無事か!?」

「あ、ああ！」

　どうやら致命的な被害は出ていないようですぞ。

　連中が奴隷狩りを始めた直後だったようですな。

「怪我をしている人がいるなら早く！　元康くんも手当てを手伝って！」

「わかりましたぞー！」

「ブブブー！」

　怠け豚がここぞとばかりに薬を持って何やら鳴いております。

　それを聞いたお義父さんは眉を寄せて呆れたように脱力していますな。

「エレナさん違う！　薬を売りつけるためにこんなことしたんじゃないから！」

　怪け訝げんな目で見ていたモグラ達ですが、奴隷狩りから助けてもらったことで一様に警戒心が薄れてきました。

　それから間もなく、俺達はモグラ達の手当てを終えました。

「さて……お前等は亜人狩りでいいのか？」

　捕らえた奴隷狩り連中に向かってお義父さんがドスの利いた声で尋ねますぞ。

「なんだお前等！　こんな真似をして許されると思ってんのか？　俺達を誰だと思ってやがる！」

「質問に答えろ」

　そこで怠け豚が馬車から降りて奴隷狩り連中に近づきますぞ。

「ブブ……ブブブ？　ブブブ」

「ああ、そうだ。もうセーアエットはないんだ。これからは正しいメルロマルクの時代が戻ってくるんだよ！　亜人狩りをして何が悪い！」

　お義父さんに後から聞いた話によると、怠け豚は相手を国の騎士だと認めた上で、亜人との和解を掲げた権力を持つ貴族が亡くなったから奴隷狩りをしているのかと聞いたらしいですぞ。

「そうか……お前等はそういう理屈を捏こねているのか」

「ん？　お前……見覚えがあるぞ！　盾の勇者じゃねえか！　こりゃあいい！　盾の勇者が俺達に危害を加えたんだ！　俺達の仲間やメルロマルクが黙っていないぞ！」

　勝利は我にありとばかりに、捕らえられた奴隷狩りが笑みを浮かべますぞ。

　なんとも……実に愚かですな。

　お義父さんを賞金首にする名目が立ったとでも言いたげですが、まずは自身の立場を知るべきではないですかな？

「ブブブー！」

「てめぇも覚えてるぜ。セーアエットの領地にいた亜人じゃねえか。ハッ！　やはり亜人だな。盾の勇者のもとにいるとは……お前も追われる身だぜ！」

　どうやらキール達の村を襲ったのもコイツ等のようですな。

　どうしようもない連中ばかりですぞ。それこそ樹いつきに全部任せてもいい案件と言えるほどですな。

　さすがのクズでも擁護しようがないくらいの悪党ですぞ。

「お義父さん、こやつ等を消しますかな？　目撃者や逃亡者はいませんぞ」

　今なら消し飛ばしても誰もこやつ等の行方を知るものはいませんぞ。

「何!?」

　殺されるかもしれないと知るなり奴隷狩り達が青ざめていきますぞ。

　自分が死ぬなんてありえないとでも思っていたようですな。

「……いいや？」

　お義父さんの返答に奴隷狩り共はホッとすると同時にまたニヤつき始めました。

　身のほどを知らなすぎではないですかな？

「元康くん、奴隷商人のところへ行って、ここへ来るように呼び出してくれない？　ちょっと考えがあるんだ」

「何をするのですかな？」

「ブブブ？」

「売るんだよ、コイツ等をさ」

「ハッ！　馬鹿じゃねえの！　人間をこの国で売買するのは違法だぜ！　そんなことも知らねえのか！」

　奴隷狩りが馬鹿にするようにお義父さんに言いますぞ。

　立場を理解しろですぞ！

　ここで、お義父さんはゾクゾクするような空気を纏まといながら奴隷狩り共を見つめますぞ。

「誰がメルロマルクでお前等を売るなんて言ったんだ？」

「……ブーブヒブヒ、ブヒィ」

　ここで怠け豚が何をするのか察したのか、溜息を吐つきながらブヒブヒ鳴きました。

　直後、奴隷狩り共が真っ青になって命乞いを始めましたな。

「その通り。お前等はこれから自分が売り飛ばした奴隷と同じ目に遭うことになるだろうな」

　おお……最初の世界のお義父さんのようなゾクゾクする口調で言い切りましたぞ。

「そんなことをして許されると思っているのか！　ふざけんじゃねえぞ！　やめろ！　そればかりはやめてくれ！」

「なんだ？　自分がされたら嫌なことをお前等はやったのか？　お前等に俺が割と気に入っている台詞を贈ってやろう。『撃っていいのは撃たれる覚悟のある奴だけだ』」

「ふざけんな！　お前等亜人は苦しんで死ぬことに意味があるんだよ！　高等な人間様である俺達がそんな下劣な連中──」

　うるさいので黙らせますかな。

　なんて思っていると、お義父さんが許可するとばかりに俺の方を見て、親指を下に向けて合図をしました。

　なのでベラベラ喋っている奴の言葉を遮って、スリープランスで昏こん倒とうさせてやりました。

「追撃部隊でユキちゃん達ががんばっていると思うけど、きっとしばらくすると帰ってこないコイツ等を捜しに別行動をしている奴隷狩りの仲間が来るだろうなぁ……」

　お義父さんは深く溜息を漏らしつつ怠け豚と話し合いを始めました。

「大元は国の騎士や兵士だし、これ以上の奴隷狩りを狩るのは大事になりかねないよね」

「ブブ」

「根絶するのは難しいか……俺達も立場があるしなぁ……まあ、それは後で考えるとして」

　まだ少しばかり警戒しているようですがモグラ達……代表らしきモグラと手斧を持ったモグラが共に俺達に声を掛け、頭を下げました。

「危ないところを助けていただき、誠にありがとうございます」

「いえいえ、大きな被害がなくて何よりです」

　安全であることを察したのか、洞窟の中にいたモグラ達が入り口からこちらを見ておりますぞ。

　小さなモグラもいますな。

　母親らしいお腹が膨れた身重のモグラの陰からこっちをチラチラと見ております。

　あの小さなモグラ……どこかで見たような気がするのは気の所せ為いですかな？

　最初の世界でフィロリアル様が美味しそうと言いつつ、キラキラした素敵なアクセサリーを作るモグラの話をしていた覚えがありますな。なんとなくそやつと重なるのですぞ。

　チラチラ見られているのに気づいたお義父さんが優しげに手を小さく振っております。

「先ほど、奴隷狩り達との話の最中、盾の勇者様とお聞きしたのですが……」

　そんな些さ細さいな態度でモグラ達は更に警戒心が消えていっております。

「あー……うん。俺の名前は岩いわ谷たに尚なお文ふみ、盾の勇者……だね」

　やや言葉を濁しながらお義父さんは答えますぞ。

　モグラ達は祈るようにお義父さんに感謝をしておりますぞ。

　それから俺達はモグラの巣穴へと案内されました。

　洞窟内は薄暗いですが明かりが灯ともされていて見えないほどではないですぞ。

「本日は危ないところを守っていただき、感謝の言葉しかありません。勇者様一行が立ち寄らなければどうなっていたか……」

「そうだね。キールくんの話だと随分と悲惨なことになっているそうだし……危なかったはず」

　お義父さんは奴隷狩りとのやり取りを思い出しているのか不快そうな顔をしております。

「奴等のことだからまた嗅ぎつけてくる可能性は高いんじゃないかとは思う……けど、背後にメルロマルクが関わっているのだとしたら解決の手段がな……」

　この辺りは女王が帰ってくるまではどうしようもないですな。

　とはいえ、それもあと二ヶ月前後の辛抱ですぞ。

「……あの、盾の勇者様」

「何？」

「風の噂うわさでは不名誉なことに巻き込まれたとの話……盾の勇者様であるならメルロマルクではなく他国……亜人の国へ亡命するのがいいかと思います」

「まあね」

「ですが……メルロマルクがむざむざと盾の勇者を国外へ出すなんて許さないと思います」

　そうですな。確かに前回も前々回もそのような出来事がありましたな。

「そこで提案なのですが……」

　モグラの代表がそう言いながら説明を始めました。

　なんでも、いざという時のためにこのモグラ達の村にはメルロマルクから国境の砦とりでを使わずに安全に逃げ出すことのできる地下通路が作られているとの話でした。

　そんな通路があったなんて知りませんでしたな。

　もし前回、上う手まく使うことができたら内密に国外に出ることができたのですな。

　まあ……シルトヴェルト側に内通者がいたらしいので、どちらにしても追われていたとは思いますがな。

「本来はいざという時に亜人達を逃がすために作るよう、命じられた道です。どうかコレを使って国外へお逃げください」

「うーん……せっかくの提案なんだけど、俺達はメルロマルクでやらねばならないことがあるんだ」

「そうでしたか……出すぎた真似をして申し訳ありません」

「気にしなくていいよ。それよりも、ここは奴隷狩りに目を付けられているようだから気を付けないと。俺達もこんな真似をする人達を野放しにはしないけど、ずっとここにはいられない」

「はい……承知しました」

「かといってメルロマルクじゃ、これだけの人数をどこに連れていっても狙われかねないし……」

　というところでお義父さんは俺を見てからモグラ達に尋ねますぞ。

「シルトヴェルトならすぐに送る手段があるんだけど、どうかな？」

「えっと……申し訳ありません。シルトヴェルトやシルドフリーデンでの私達の地位は低く、セーアエット様に声を掛けてもらったことでメルロマルクに移民したので……その」

　確かにシルトヴェルトの者達は物わかりはいいですが、血筋などを重視する傾向がありますぞ。シルトヴェルトに移動できたとしても悲惨な目に遭う可能性が高いのでしょうな。

　そしてシルドフリーデンは論外ですな。差別廃止を謳うたっていますが差別の温床ですぞ。

　代表がタクト派閥所属ですから当然の結果ですな。

「ああ……そうなんだ。俺が口利きをしたとして、立場を保護してもらっても拗こじれそうだな……最悪、嫉妬とかされてどんな目に遭うか……となると……」

　お義父さんはしばし考えた後、モグラの代表に言いました。

「俺達がメルロマルクの問題を片付けるまで、貴方達はその通路を使って国外に逃げてほしい。事が片付いたら戻っても大丈夫なはずだから……」

「……わかりました。セーアエット様亡き今、盾の勇者様のご意見ならば、奴隷狩りから逃れるため、みんなで避難を致します」

「俺達の都合に巻き込んで申し訳ない……」

「いえ！　盾の勇者様達は迷っている私達の決断を促してくださいました。本来は私が決めねばならなかったこと……気になさらないでください」

　代表のモグラが謝罪するお義父さんに答えますぞ。

　モグラ達の避難通路は優秀な領主が秘密裏に作らせていたものだったので、メルロマルクにいる亜人達のほとんどは知らされていなかったようですな。

　どこからか情報が漏れようものならメルロマルクは黙っていないでしょうから当然ですな。

　避難しに来る亜人達をモグラ達は待っていたのでしょう。

　残念ながら来ることはなかったようですがな。

　そんなわけで俺が魔物商をモグラ達の巣へと秘密裏に案内し、お義父さんは奴隷狩り連中を奴隷にするように命じて、強引にパーティーに加え、俺のポータルでシルトヴェルトへと強制転移させました。

　事情を聞いた魔物商はこれまでにないくらいに顔が輝いておりました。

　挙句、シルトヴェルトにいる魔物商の仲間への紹介状を書き記して、場所もお教えしたようですぞ。

　シルトヴェルトにもメルロマルクの亜人狩りの話は届いているとのことで、高額で取引されるだろうと仰おっしゃっていましたな。

　亜人狩り共を売ったあと、お義父さんはしばらく気分が悪そうにしておりました。

　まあ、奴等は反へ吐どがでるほどの下衆でしたからな。

　そんなあれこれを終えたあと、最後にモグラ達は洞窟内の隠し通路の入り口でこちらに手を振っております。

「盾の勇者様！　皆さん！　ありがとうございました！　このご恩は決して忘れません！」

「幸運を祈っています。どうか俺達が問題を解決するまで待っていてください！」

「ブブー！」

　キールは腕が千切れそうなくらい、力強く手を振っておりました。

「モグラ……」

　コウが何やら残念そうにしておりますが、きっと名残惜しいのでしょう。

「盾の勇者様」

　代表の隣にいた、最初に会った手斧を持っていたモグラが一枚の手紙をお義父さんに渡しますぞ。

「色々と助けていただき、誠にありがとうございます。自分からはこれくらいしかできませんが、メルロマルクの城下町で知り合いが武器屋を開いているとの噂を耳にしましたので、これを渡せば少しは優遇してもらえると思います」

「そう……うん。有効活用させてもらうね」

「はい。何度も申し上げますが、ありがとうございました！」

　そう言ってモグラ達は隠し通路の奥へと去っていったのですぞ。








四話　餅は餅屋






　モグラ達の村を後にした翌日。

「じゃあ元もと康やすくん、そろそろ行こうか」

「わかりましたぞ」

　ポータルスピアを作動させて、シルトヴェルトへ飛んだ俺達は龍刻の砂時計へ向かったのですぞ。

　メルロマルクと同じく、教会のような建物にあるようですな。

　前回はお義と父うさんがユキちゃん達のクラスアップをしてくださったのでしたな。

　勇者が仲間なら大きなフィロリアル様の羽も効果があるのですぞ。

　ですが、今は持っていないので別のクラスアップになります。

「あのー……クラスアップの儀式をしたいのですけど」

　シルトヴェルトの龍刻の砂時計のある教会に入って、お義父さんは受付をしている者に声を掛けます。どうやらメルロマルクのように教徒が関わっているわけではないようですな。

「紹介状は？」

　人間差別が強い国ですからな。態度が露骨ですぞ。

　このお義父さんへの態度、状況次第では殺すのも悪い手ではありませんな。

　お義父さんへの無礼は死によって報いを受けさせるのですぞ。

「えっと……」

　お義父さんはシルトヴェルトの使者が寄越した紹介状を受付の者に渡しますぞ。

　最初は流れ作業のように書いてある文字を目で追っていた受付の者でしたが、信じられないものを見る目でお義父さんを凝視します。

「た、ての勇者……様？」

「うん。証明するのにはこっちも必要かな？」

　お義父さんは盾を受付の前でポンポンと変え、ついでにスキルを唱えましたぞ。

　エアストシールドですな。

「まだ証明にならない？」

「わ、わかりました！　ではクラスアップの前に我等が城に──」

「ごめん。お忍びで来ていることは国の上層部は知っていると思うんだけど」

「は、はい……そのように特別に仰せつかっています。こちらの紹介状にも書かれておりますが、彼かの国を内側から変えようという偉業をしている最中だと……」

「そう。だから表立って行くことはできないんだ。全てが片付いてから……ね？」

　内密にクラスアップとＬｖ上げをこの国でしているのですぞ。ですから秘密裏に首脳陣と話などの提案がありそうですが、下手に言質を取られたりするのを忌避したお義父さんはそれすらも断ったのですぞ。

「は、はぁ……わかりました。盾の勇者様の願い、全力を以もって我等は応じる所存です」

「ごめんね」

「では、どの方がクラスアップを望まれているのでしょうか？」

「さ、キールくん」

「ブー！」

　お義父さんに指示され、一歩踏み出したキールが物もの怖おじせずに手を挙げますぞ。

「ではこちらへ」

「ブ、ブ？」

「ああ、キールくんはシルトヴェルトの言葉がわからないのか……盾の力で翻訳されているから忘れてたよ。こっちへ来てくれだって」

　その後、お義父さんが翻訳して受付の言葉をキールに伝えますぞ。

　キールが砂時計に触れると砂時計が淡く輝いてクラスアップが始まりました。

「キールくん、目を閉じていると見えてくると思う。俺はキールくんの未来の可能性を勝手に決めるとかはできないから自分で決めてね」

「ブ……ブー！」

　そういえばお義父さんはクラスアップを本人に任せる方針でしたな。

　俺もお義父さんに倣って自由にさせていました。

　そうしてキールのクラスアップは問題なく終わり、サクラちゃん、ユキちゃんとこれも問題なくクラスアップは完了しました。

「これで、また強くなれるね。波まであと一週間……がんばって強くなろうね」

「うん！」

「ブー！」

「がんばりますわ！」

「さあ！　まだまだがんばるのですぞ！」

　クラスアップを終えた仲間達と共に、お義父さんは馬車に戻る予定の時間までＬｖ上げに向かいました。

　俺の方はお義父さんの強化素材の調達と、シルトヴェルトでお義父さんに高く売ってもらうための素材の確保をしていますぞ。サクラちゃんのＬｖが上がっていたので、現在はユキちゃんが俺の乗り物としてがんばっておられます。

　ここでお金を貯ためるのには意味があるのですぞ。

　金銭が必要な強化方法があるのはもとより、全ての問題が片付いた時にフィロリアル様を買い占めるためですぞ。

　国から金をもらうのも限度がありますからな。

　フィーロたんを見つけるためにできる限りお金を貯めておくのですぞ。

　あと、これを忘れては大問題となりますな。

　翌日はキールとユキちゃんが留守番で、コウと怠け豚がクラスアップをしたのですぞ。




　そんなこんなで、波まであと四日になりました。

「ブ……ブー！」

　馬車の中でキールが四つん這ばいになって呻うめいていますな。

「そう、サクラが変身する時は力をギュッとして人になりたいって思うの」

「サクラちゃんの説明だとわかりづらいんじゃないの？」

「でもコウも似た感じだよー？」

「ユキちゃんも？」

「そうですわね」

　ユキちゃんは馬車を引く番ですぞ。

「何をしているのですかな？」

　フィーロたんの絵を描いていた俺はその輪に入って尋ねますぞ。

「ブブ！　ブブブブブ！」

　キールが何やら鳴いております。

「なんと言っているのですかな？」

「元康くんに認識してもらえるように獣人化をするんだって言ってるんだけどねー……」

　なるほど、思いのほか上う手まくいかないと。

　時期的にはそろそろなのですが、変身ができないみたいですな。

「ブブブブ！」

「うーん。でも元康くんがキールくんは犬に変身するって言ってたからね。できるんじゃないかな」

「ブブ……」

　怠け豚が何やらキールにポツリと呟つぶやきました。

「ブブブブブ！」

「喧けん嘩かしないの。エレナさんも」

「ブブー……」

　ちなみに怠け豚がなんて言ったかというと、獣人化しても男になるわけじゃないとキールに言ったんだそうですぞ。

「そうなんだけどね？　元康くんに男だって認めさせるってがんばってるんだから、温かく見守ってあげようよ」












「キールくんを上手く変身させるためには、どうしたらいいのかな？」

「フィロリアル様流ではダメなようですな」

　俺が村に来た頃には既にキールは変身できたと思いますからな。

　どのような経緯があって変身できるようになったのかは俺もよく知らないのですぞ。

「餅は餅屋。シルトヴェルトの亜人に聞くのが一番早いのではないですかな？」

「そうだね。じゃあ今日はシルトヴェルトの人に聞いてみようか」

「ブー！」

　そんなわけでポータルで飛んでまたシルトヴェルトに来ましたぞ。今回はユキちゃんと怠け豚が留守番ですな。

「うーん……とはいっても……」

　お義父さんは道行く亜人に向けて質問するか悩んでいますぞ。

　盾の勇者であるお義父さんが当たり前のように亜人に聞いていては、シルトヴェルトの貴族に嗅ぎつられる可能性がありますぞ。

　もちろん、その辺りを回避する術すべをお義父さんは持っておられるでしょう。

　ですが、余計な騒ぎを起こす可能性がありますな。

　かといって、城の方へ謁えっ見けんに行くのも難点がありますぞ。

　お義父さんの話を曲解してメルロマルクに乗り込まれるかもしれませんからな。

　全てが片付いてからでいいでしょうな。

　となると一般冒険者の振りをして道行く亜人に聞くのが妥当なところですが、変身技能を持つ亜人はどれほどいますかな？

「まあ、気さくに話しかけて聞いてみるしかないね。元康くんは大人しくしててね」

「わかりましたぞ」

「ブー……」

　キールがとぼとぼとお義父さんについていきました。




「すいません。この子は獣人に変身する資質があるらしいのですけど、やり方をご存じではありませんか？」

　と、お義父さんは道行く人に聞くのですが、怪け訝げんな顔で遠ざかられてしまいますぞ。

　その途中で差別主義の亜人がお義父さんの正体に気付かず喧嘩腰で胸倉を掴つかむ事態がありましたな。まあ、現在のお義父さんは防御力が相当ありますから傷一つ付きませんでしたが。

　その中で……一人の狼おおかみ男というのですかな？

「ん？　変身の方法？　なんだ、そんなこともできねえのか……しょうがねえな」

　が、お義父さんの頼みに気前よく応じてくれましたぞ。

「本当？　じゃあお願いできませんか？」

「いいぜ」

「ブー！」

　話は上手くまとまりそうでした。ですが、大きな問題が聳そびえ立ちましたぞ。

「おい……コイツ、どこの国の言葉をしゃべってんだ？」

「え？　あ……」

「ブ？」

　そうでした。キールはメルロマルクの言葉を話す亜人ですぞ。

　シルトヴェルトの言葉は違うらしくて話が通じませんな。

「じゃ、じゃあ俺が翻訳すれば……」

「魔法的な側面までアンタは説明できるか？」

「う……」

「悪いが無理だ」

　と言って親切な獣人は去っていきました。

　難しい問題ですな。どうやら変身には魔法の習得も関わっている様子。

　現在のお義父さんは魔法が使えませんぞ。しかも言語にまで問題があるとなると、メルロマルクの言葉が話せる変身能力持ちの亜人に聞かねばなりません。

「元康くん。何か心当たりはないの？」

「お姉さんのお姉さんが適任ですが……」

　ただ……お義父さんの領地で変身技能持ちの亜人はどれくらいいましたかな？

　筆頭はキールですな。一番ポコポコと姿を変えていた覚えがありますぞ。

　次点はお姉さんのお姉さんであるシャチですな。

　他で知っているというと虎男ですぞ。

　この中で考えられるのはお姉さんのお姉さんですな。

　フィーロたんも頼りにする、みんなのお姉さん役の方だと俺も知っておりますぞ。

　フィロリアル様達にも優しく、とても頼りになる人だったと覚えております。

　ん？　なんかお姉さんのお姉さんにそっくりな人物がもう一人いたような気がします。

　それと……タヌキに化ける、お義父さんと妙に仲の良い少年がいたような？

　……アレは誰でしたかな？

「ブ？」

「誰だって」

「キールと同じ村出身の……漁師をしていたらしいシャチのような獣人ですぞ」

「ブブ？　ブブブ」

「サディナさんっていうの？　その人はどこにいるかわかる？」

「見当も付きませんな」

　お姉さんのお姉さんが現在どこにいるのか、俺は知りません。

　そもそも俺がお義父さんの村で生活しだした時には、お姉さんのお姉さんは既に村にいたので、いつお義父さんの仲間になったのかわかりませんな。

「キールくんの変身は後回しにするしかないのかな……」

　なんて話をしているとキールの腹が鳴りましたぞ。

　同時に一緒に連れてきたコウやサクラちゃんもお腹を鳴らしております。

「どっかで食事でもとろうか」

「魔物を仕留めてくるのですぞ」

「いや、食事のついでに、酒場とかでそういう器用な人がいないか聞いてみよう」

「わかりましたぞ」

　で、俺達は酒場に行きました。

　夜行性の亜人もいるシルトヴェルトは眠らない国でもありますからな、酒場ではまだ日が落ちていないのに酒を飲んでいる連中がそれなりにいますぞ。

　みんなで食事をとりつつ、お義父さんは辺りを確認しています。

「ブー？　ブブブ」

「キールくんは気にしなくていいよ。環境を整えるのが俺の役目なんだからさ」

「ブー……」

　お義父さんはそう言いながら酒場を見渡して、ある地点でピタリと顔を止めましたぞ。

「元康くん！　元康くん。アレ！　アレ！」

　俺の肩を叩たたいて、お義父さんが指差しております。

「どうしましたかな？」

　その方角を見ると、数人の獣人と共に威勢よく酒を飲んでいる……パンダがおりました。

「パンダ！　異世界にはパンダ獣人なんていうのもいるんだね」

「んぁ？　なんだぁ？」

　お義父さんが指差しているのが不快だったのか、パンダ獣人がこっちにふらふらとした歩調でやってきますぞ。

　なんですかな？

　お義父さんに被害を与えようというのでしたらこの元康、お前を血祭りにしてやりますぞ。

　ですがこのパンダ……どっかで見た覚えがありますぞ。
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　お姉さんのお姉さんと話をしていた気がしますぞ。

「元康くん落ちついて。別にそこまで敵意があるわけじゃないでしょ」

　俺を引き止めてから、お義父さんは立ち上がってパンダ獣人に会釈しますぞ。

「すいません。何分、田舎から来たもので、珍しい人種の方がいると興奮してしまいました」

「ふん……そういう理由であたいを指差していたと」

　声が高めですな。メスですかな？

「本当に申し訳ない」

「ブー！」

「あ？　なんだお前、こっちの方が被害者じゃねえか！」

「ブーブブブ！」

「気持ちよく酒飲んでたのに邪魔したのはそっちだろうが……チャラチャラした服を着やがって」

「ブ、ブブブブ！」

「何が好きでこんな格好してねーだ。なら脱げばいいだろ。そんなナヨナヨした格好のどこがいいんだ」

　キールが怒って飛びかかろうとするのをお義父さんが止めますぞ。

　同時にサクラちゃんも立ち上がろうとしましたが、そちらもお義父さんが止めました。

「待った待った。キールくんもサクラちゃんも落ちついて」

　キールを後ろに下ろしてお義父さんは、パンダ獣人の方に振り返りましたぞ。

「ちょっとお聞きしたいんですけど、キールくんと話ができていたということは、二ヶ国語ができるとお見受けしますが？」

「あ？　まあ、傭よう兵へいやってたら話くらいできるだろ、普通」

「傭兵……なるほど、いろんな国へ戦いに行く方、でいいんですよね？」

　お義父さんが営業トークに入りましたな。

　パンダ獣人が何やらお義父さんの空気に飲まれて一歩下がりました。

「そりゃそうだろ。傭兵ってのはそんなもんだし、あたいはそうやって生きてきた」

「なるほど、では一つ聞きたいのですが……俺が指差したのに気づいたのもそうなのですけど……さっきからなぜ、俺の仲間であるキールくんにばかり視線を向けているのか……教えてくれませんか？」

　おや？　そういえばこのパンダ獣人はずっとキールに視線を向けていますな。

　気に食わないとかでしょうか？

　それともコウがキールの尻尾を見ているように美お味いしそうとでも思っているのでしょうか？

「お義父さん」

「何？　元康くん」

　俺はお義父さんに耳打ちしましたぞ。

　お義父さんの疑問に対して、俺なりの見解をですが。

「ああ、なるほどね。その可能性はあるか」

　するとお義父さんは納得したように頷うなずきました。

　ちなみにこのパンダは、お姉さんのお姉さんとコントをしていたような記憶がありますぞ。

「ありがとう。じゃあちょっと黙って見ててよ」

　お義父さんが自信満々にそう言ったのと同時でしょうか。

　パンダ獣人が焦りながら答えますぞ。

「そ、それは……なよなよした奴があたいは嫌いだからに決まってんだろ！」

「……本当に？」

「てめぇ！　何が言いたい！」

　お義父さんはキールに着けるように用意していたリボンを取り出して蝶ちょう結むすびをしてみせますぞ。

　それをパンダ獣人に渡します。

「気になっているからじゃないんですか？　キールくんの格好が」

「だーかーらー、チャラチャラした格好だから気に食わないんだっての！」

「じゃあ、俺が渡したリボンをなぜ捨てないので？」

「あ……」

　言われてからパンダ獣人はリボンをポイッとお義父さんに返しました。

「ちげぇ！　あたいはそんな服装見ちゃいねえ！」

「元康くん。この人に似合う可愛かわいい服装とか用意できる？」

「できなくはありませんぞ」

　フィロリアル姿で服を着たいというフィロリアル様が時々いらっしゃいますからな。

　サイズさえわかればどんな服だって作れますぞ。

「あの服を縫ってくれたのは彼なんだ。だから服くらいなら用意できるよ。怒ったんなら作った服も譲るから許してほしい」

「ふ、ふざけんな！　誰がそんな服を着るってんだ！　こんな体で似合うはずないだろ」

　お義父さんがニヤッと笑っておられます。

　俺も過去に豚を追い掛けていた頃のことを思い出して、なんとなくですが理解しました。

　周りのイメージで不良と思われ、そういうのに興味がないと見せかけて、実はファンシーが趣味な豚がおりました。その豚の部屋には可愛い小物が沢山あったのを覚えております。

　パンダ獣人が最後にポロッと漏らした言葉が本音ですぞ。

　自分には似合わない。そう言ってしまったのが敗因ですな。

　俺の推測と相手の自白から、お義父さんは相手がどうしてこちらに絡んできたのか完全に理解したのです。

「そうかな？　俺の基準だと、別にいいと思うよ？」

「ふざけんな！　そんな格好をさせてあたいを笑いものにするつもりだろ」

　お義父さんは黙ってパンダ獣人に近づき、肩に手を伸ばして触れますぞ。

　どうやら毛並みなどを調べているようです。

「あ、思ったよりもごわごわしてるんだね。石せっ鹸けんとかでマメに洗って柔軟剤……はあるのかな？　で、毛を柔らかくすればイメージに近づくんじゃないかな？」

「何を言ってんだ、てめぇ！」

「ごっつい鎧よろいよりも可愛い服を着た方がファンシーで似合うと思ってね」

　ボフッと、なんか変な音がしてパンダ獣人が数歩下がりましたぞ？

　獣人ですから、表情の変化がわかりづらいですな。

　ですが、随分とうろたえているようですぞ。

「ふふふ、ふざけるのもいい加減にしろって言ってんだ！」

「そうだそうだ！　姐あね御ごに何をさせる気だ！」

　パンダ獣人の配下臭い連中が騒ぎ始めました。

「呼び込みのキャラクターマスコットかな？　傭兵とかやってるより、種族的な見た目の良さを利用して商売したら人気出そうだと思って」

「あたいを見世物にでもする気か！」

「素材は良いと思うんだけどなー……」

「……」

　パンダ獣人が諦めたように振り返って配下の方へ歩き始めましたな。

　白けたというところですかな？

　お義父さんはその後ろ姿を追いかけて、頭にリボンを載せました。

「何すんだ！」

「似合うかと思って」

「似合わない！」

「どうかなー？」

　俺には全然わかりませんな。パンダにリボンが似合うのですかな？

　タイヤでじゃれていそうですぞ。

　ですが、配下の方は怒りとも呆あきれとも異なる不思議な表情をしているようですな。

「意外と？」

「いや、ギャップって奴じゃね？」

「姐御って、顔は良いから女物を着けると意外と似合うかもしれねえ」

「……」

　パンダ獣人は煩わしそうに配下を睨にらみつけました。

　睨まれて気まずそうに視線を逸そらす配下達。

　やがて溜ため息いきを吐つきながらパンダ獣人はお義父さんに話しかけました。

「はぁ……あたいが悪かった。で、お前等は何をしてたんだ？」

「うん。キールくんに変身を教えられる獣人がいないか探しているんだ。傭兵をしているならそういう人、知らない？」

「なんだ。変身……獣人化を知らねえなんてどこから来たんだ、お前等は」

「……メルロマルク」

「亜人差別の筆頭国じゃねえか……なるほど、どうりで人間上位の言葉を話す妙な亜人なわけだ」

　パンダ獣人はキールの方へ歩いていきますぞ。

「いいか、変身ってのを実践してやるから見ていろよ」

　そう言うと、パンダ獣人は豚に変身しました。

　その様子をお義父さんは驚いた表情で眺め、声を漏らします。

　何か思うところでもあったのですかな？

「ねえねえ、本格的に可愛い格好をしてみない？　絶対に似合うと思うよ？」

「ブー！」

　豚に変身したパンダ獣人が、お義父さんの顔面を殴って手を痛めていました。

　盾の勇者のお義父さんを殴るなど無意味ですな。

　しかし豚になった瞬間から俺は何を話しているのかわからなくなりました。

「絶対に笑われないって！　ふざけて言ってないから」

「ブブー！」

　更に返す手でお義父さんを殴りつけます。

　が、効果がなくて悔しげに呻いたあとに再度パンダ獣人に変身しました。

「てめぇいい加減にしろよ！　あたいがそんな格好するわけねえだろ！」

　で、お義父さんの肩を思い切り掴んで持ち上げようとしましたが、強化されたお義父さんは持ち上がりませんぞ。

「ブブブー！」

「うるせえ！　お前の連れが余計なことを言うからだろ！」

「姐御の言う通りだ！　やれー！」

「お前等は下がってろ！　あたいをからかった罪を、その身に味わわせてやる！」

「させない」

　サクラちゃんがお義父さんを守ろうと近寄ります。

「大丈夫だよ、サクラちゃん。問題ないから、元康くんもジッとしててね」

「どこまでも舐なめやがって！」

　お義父さんをベアハッグしようとしていますが、上手く決まらないようですぞ。

「くそ！　なんて硬さをしてやがるコイツ！」

「気は済んだ？　じゃあこっちも色々とさせてもらおうかな」

　お義父さんは盾から布を取り出してパンダ獣人の首に巻きました。

　丁度スカーフみたいですな。そして頭にもう一枚巻いていますぞ。

「うわ！　ふざけんな！」

　ベアーハグを解除して、パンダ獣人が煩わしそうにお義父さんが着けたスカーフを取り去ります。

「いい加減にしろって言ってんだろ！」

「こっちもふざけてないよ？　むしろ男物の格好が似合ってないよ」

「だーかーらー！」

「俺の認識が間違ってる？　可愛いと思うんだけどなー……いや、どっちかというと凛り々りしくも可愛い感じ、亜人姿と獣人姿でリバーシブルな変化を楽しめると思うよ？」

　心の底から答えるお義父さんの笑顔に、パンダ獣人は何やら呆あっ気けに取られておりますぞ。

「はぁ……あたいの負けだ。だからあたいにふざけた格好をさせようとするな」

　と、言いつつパンダ獣人はお義父さんが渡した布をポケットにしまいこみました。

　さすがお義父さん！　これはフラグが立ちましたな。

　それから再度、豚に変身してキールに何やら教え込んでいきます。

　やがてパンダ獣人はキールの頭に手を置いて、何やら魔法を唱えております。

　ふわっと魔法が使われたような感覚の後、キールが見覚えのある子犬の姿に変わっていきました。

「やった！　やっと変身できたぞ、兄ちゃん！」

「やったね。キールくん！」

「どうだ？　カッコいいか？」

「どっちかというと可愛い方かな」

「えー！　そんなはずねえよな！　カッコいい姉ちゃん」

「……」

　パンダ獣人が微妙そうな目でキールを見つめていますぞ。

　俺から見てもキールは可愛い方に分類される外見をしていると思いますぞ。

　一番可愛いのはフィーロたんですがな！

「なあなあ！　姉ちゃんみたいにカッコ良くなるにはどうしたらいいんだ？　教えてくれよ」

「あ、ああ。そりゃあ、あたいみたいになるにはひらひらしたスカートなんか着けず……」

　と、変身で脱げたキールの服をパンダ獣人は凝視してますな。

「……鎧を着て、戦いに参加すればいいんだ！」

「そっかー！　俺はがんばるぜ！」

「元康くん、キールくんの言葉がわかる？」

「もうわかりますぞ。やっと豚から犬に戻ったのですな」

「豚から犬……そういう認識なんだね……」

「やった！　やっと俺は男になれたぞぉおお！」

　キールがガッツポーズを取っていますが、お義父さんは呆れ気味ですな。

「キールくん。元康くんに認識してもらったからって、女じゃなくなったわけじゃないから」

「ええええええ!?」

「ここで知り合ったのも何かの縁かねぇ……退屈していたところだし、どうだい？　これから魔物退治とでもシャレ込むかい？」

　パンダ獣人が何やら機嫌が良くなったのか、お義父さんを狩りに誘っているようですぞ。

　キールの媚こびた台詞が気に入ったのでしょうか？

「まあ……夜になるまでなら行ってもいいかな」

　お義父さんも了承しておられますぞ。

「わかった。じゃあ少し出かけるとするかぁ！」

　シルトヴェルト限定での狩りですな。俺もＭＭＯで経験がありますぞ。

　その時に知り合った面子と一緒に魔物退治。いいのではないですかな？

「俺は用事があるので、コウと一緒に別のところへ行ってますぞ」

「そう？　じゃあ行こうか。サクラちゃん」

「うん！」

　ボフンとサクラちゃんがフィロリアル様の姿になって、パンダ獣人とその配下は驚きで声を失っていましたな。

「ほら、行こう。日が沈む前にお勧めの狩り場へ行って魔物退治しようか」

「あ、ああ……」

「そうだ。名前を聞いておこうかな？　俺の名前は尚なお文ふみ」

「あたいか？　あたいの名前はラーサズサ、親しい奴はラーサで通ってるよ」

「よろしくね。ラーサさん」

「ああ、よろしくなナオフミ」

　えー……確かお姉さんのお姉さんはこのパンダ獣人のことを……。

「……ササちゃんではないのですかな？」

　確かそんな感じで親しげに呼んでいたのを覚えております。

　俺の問いにパンダ獣人が傍はたから見てもわかるほどに毛を逆立たせて気色わるそうな顔をしましたぞ。

「確かに、そう略すことはできそうだけど……」

「おや？　イヤなのですかな？」

「次にあたいをそんな呼び方したら許さないよ！」

　ふむ……これはアレですな。親しくないと呼んではいけない類たぐいの呼び名なのでしょう。

　昔、俺と二人きりの時だけニックネームで呼びたがる豚がおりました。

　今思うと恥ずかしい呼び名も結構ありますぞ。

「じゃ行こうか」

　そんなわけでお義父さんとパンダ獣人は意気投合して狩りに出発しましたぞ。

　キールが出発するまで執しつ拗ように、言葉がわかる？　って俺に聞いてきましたが、その度に頷きました。




　俺はその後、適度に魔物を狩ってコウのＬｖ上げをしておきました。

　お義父さんはパンダ達との臨時パーティーでの戦いを楽しんでいたご様子。

　あのパンダ獣人は面倒見の良い人物だったようですぞ。

　俺が狩りから帰ってくるとお義父さんと酒場で楽しげにしておられました。

「じゃあ、俺はそろそろ用事があるから……」

「おう！　また会えた時にでも、狩りに行こうぜ」

「うん。有意義な時間だったよ」

「あたいもそれなりに楽しめたぜ」

「ラーサ姉ちゃん！　楽しかったぜ！　今度カッコいい人になる方法を教えてくれよな」

「ばいばい」

　お義父さん達がパンダ獣人に別れを告げて俺の方へやってきました。

　瞬く間に他者と友好的な関係を築けるとは、さすがお義父さんですな。

　……俺もその配下に加えてもらっているので、お義父さんには頭が上がりませんぞ。

「じゃあ行こうか」

「わかりましたぞ」




　人目を避けて俺達はポータルで打ち合わせ通り馬車に合流しました。

「元康くんは何をしていたの？」

「未来のお義父さんが使っていたであろう植物の種、バイオプラントを入手してシルトヴェルトで植えて調べていたのですぞ」

「ああ、そういえばそんな話をしていたね」

「ブー……」

　怠け豚がこちらの方を見て鳴いてますな。

　俺とお義父さんの貴重な会話を横から邪魔するとは……やはりこの世から消した方が……。

「え？　エレナさんの実家の領地でも実験はできた？　まあ、そうなんだろうけど下手に俺達が渡したものが暴走とかしたら立場が悪くなりそうじゃない？」

　そうですな。仮に渡した種が問題を起こしたら、お義父さんは犯人に仕立て上げられてメルロマルクの連中に大義名分を与えてしまいますぞ。そんな真似はさせられません。

「ブブ」












　怠け豚はお義父さんの言葉に頷いているようですな。

「え？　結果的に成功したらいいんじゃないか？　まあね……場所を確保してくれるならこの先、金稼ぎにいいかもね」

「槍やりの兄ちゃん！　俺の言葉わかるよな？」

「もう何度目ですかな？　わかりますぞ」

「キールくん。ますます美味しそうになったね。コウ、涎よだれが出てくる」

「俺は食いもんじゃねえ！」

　キールがワンワンと鳴いてコウを威嚇しますぞ。

「ダメだよ、コウ。キールくんはサクラが守るもん」

　ギュッとキールを後ろから抱き締めて、サクラちゃんが言います。

　フィロリアル様達の中ではサクラちゃんが一番お姉さんになっていますな。

　本来はユキちゃんのポジションのはずだったのですが、精神的なものでしょうかな？

「脱線しちゃったね。で、バイオプラントを植えてきたんだっけ？」

「ですぞ。クラスアップの時に使った紹介状で、シルトヴェルトの者に管理可能な畑を提供してもらいましたぞ」

　紹介状は色々と便利ですな。

　お義父さん自身が行ってもいいのでしょうが、お義父さんはお忍びで行動していますからな。

　前回のことを考えるとシルトヴェルトの者がお義父さんを大々的に歓迎してしまう……かもしれませんぞ。

　念には念をですな。

　まあ、そんなわけでこれからは余裕があったら確認に行かねばなりませんぞ。

　バイオプラントはメルロマルクのとある遺跡に封印されていたのを、俺がゲーム知識をもとに見つけてきた品なのですぞ。

　できれば武器の素材にできるほどに数を確保できればいいのですが。

　一粒の種だけでは武器の解放しかできませんからな。

　どのような変化が起こるのかも、追って調査した方がいいでしょう。

「それで元康くん、何かわかった？」

「植えてからしばらくの間は急速に成長しましたぞ。その先はまだ不透明ですな」

「へー……上手くいけば行商での資金稼ぎになる……かな？」

「そうですな。そのための実験ですぞ」

　波の影響で食料の確保が問題として浮上していたと、未来の世界では聞いたような覚えがありますぞ。そのため、お義父さんが所持していたあの画期的な食べ物は食料事情の向上に一役買っていたと思われます。

　現在、なんだかんだで世界中が食料問題を抱えております。

　今のところは物価の高騰程度でどうにかなっていますが、最初の世界でお義父さんが村を開拓し始めた頃には食料事情も悪くなっていたのです。

　幸いお義父さんの領地で実る植物のお陰でメルロマルクの食料問題はそれなりに解消されていたらしいですが。

　もしもあの植物が、お義父さんの手に入れた植物であるのなら……まさしく金の生なる木でしょうな。

　安めに売り歩いてもいいですし、バラ撒まいて恩を売ってもお義父さん自身の評価が上がりますぞ。

　今は国民の信頼を得るのが先決ですからな。

　未来のお義父さんはそうして信頼を得たのだと俺は推理しました。

「じゃあ、シルトヴェルトの人達に協力してもらって研究していこう。俺も手伝おうか？」

「大丈夫ですぞ。お義父さんは俺が献上する結果だけをお納めください」

「そうは言ってもな……個人的にその種が気になるんだよね」

「まあ、定期的に観察するだけですからな。シルトヴェルトを出発する際に立ち寄るのも手ですぞ」

「じゃあ、そうさせてもらおうかな？」

「問題は、お義父さんの身分が明らかになるとシルトヴェルトの城に招待されるかもしれないことですが」

「……一応は俺の言うこと聞いてくれるらしいけど、未来の話じゃ連日縁談を組まれたり、サクラちゃん達に毒を盛られたりしたらしいんでしょ？」

　お義父さんが懸念しているのはその問題ですな。

　前回のお義父さんはサクラちゃん達に毒が盛られていたことを憤慨しておられました。

　今回その話を伝えた時も不快そうにしておられたので、シルトヴェルトの人達を完全には信じていないようです。だから城の方へは行きたがらないのですぞ。

「波まであと数日しかないし……せめて無実を証明して戦争の危険性を回避してからにしたいな」

「そうですな」

「あとは、タクトって奴を倒したあとに起こる事件だけど……どうしたら戦争を回避できるかな……」

　そこは問題ですな。

　俺は豚の識別がほとんどできないので、タクトを倒したことで起きた戦争に関してできる対処の方法は数えるくらいしかありません。

　有力なのは目撃者を皆殺しにする案ですな。

　タクトが罠わなに掛けてきた時、俺だけが先行して返り討ちにして周りにいる連中を皆殺しにすれば国に逃げられて戦争になることを回避できるかもしれません。あとは、最初の世界の通りに歴史を進めて、奴に世界征服をさせて返り討ちにしたあと、各国で処刑をさせる。

　他にも手はあるのでしょうが、試すには機会がありませんな。

　そういう意味でシルトヴェルトにいると、新たな戦争の火種が転がっているとも言えますぞ。

　ただ……ツメの勇者が偽者であることについては暴露すべきか悩みますな。

　どちらにしろ、会わずに済むのならそれがいいですな。

　できる限り、城の方へ行かずにシルトヴェルトの土地を利用させてもらいますぞ。

　お義父さんが時々国内にいることをシルトヴェルトの上層部は知っているとは思いますからな。

　妙な接触を避ければいいだけでもあります。

　強引に来たらそれこそ逃げればいいですしな。

　全ては、宿敵メルロマルクを内側から崩す作戦ということで目を瞑つむってくださるでしょう。

「とりあえず、来るべき時に備えて鍛錬を怠らないようにすればいいか」

「そうですな！」

　こうしてその日は過ぎていったのですぞ。




　波まであと三日。俺達はメルロマルクの城下町にやってきました。

　今回必要なのは、装備の調達ですな。

　行商で手に入れた金銭を持って俺達は武器屋に顔を出しましたぞ。

　怠け豚はコウと共に、見張り番として面倒そうに馬車にいます。

「おう！　アンちゃんじゃねえか。調子はどうだい？」

「程々かな。そろそろ新しい装備が欲しくてね」

「おっちゃん！　俺、やっと槍の兄ちゃんに認識してもらえたんだぜ！」

　と、キールが子犬の姿で自己主張を始めましたぞ。

　武器屋の親父さんはそんなキールを眺めながら口を開きます。

「お？　その声はアンちゃんが買った奴隷の……キールって奴だったか？　見事に獣人になれたみたいだな」

「どうだ！　カッコいいだろ？」

「どっちかつーと愛玩用の魔物だぜ」

「おっちゃんまで言うのか!?　カッコよくねえのか？　俺は！」

　がっくりとうなだれるキールをお義父さんが撫なでて抱き上げますぞ。完全に子犬ですな。

「子供扱いすんなよ、兄ちゃん！」

「はいはい。キールくんはカッコいいよ」

「うー……」

「はは、楽しそうで何よりだぜ。で？　うちに何の用だい？」

「武器屋に来る目的なんて決まってるだろ？」

「そうだな。予算はどれくらいで何が欲しいんだ？　何なら下取りもするぜ」

「じゃあ……行商開始した頃に襲ってきた盗賊から奪った武器とかを買い取ってもらおうかな」

「ついでに何か素材があればオーダーメイドできるぜ？」

「あ、そういうのも扱ってるんだ？」

「アンちゃん好きそうな顔してんな。楽しそうだぜ」

　親父さんが呆れ気味に笑いながら答えますぞ。

「うん、いいよね。自分が集めた素材で装備作ってもらうのって愛着が湧くもんじゃない？」

「気持ちはわかるぜ」

「とはいえ……行商の合間に手に入れた素材じゃあ、そこまでの物はないかもしれないけど……」

　と、お義父さんは素材を集めた袋を親父さんに見せますぞ。

「ふむ……これなら色々と作れなくもねえな。今装備している品よりは間違いなく良いのができるぜ？」

「じゃあお願いできますか？」

「あいよ。とはいえ武器と防具、どっちにするかにもよるな」

「キールくんとサクラちゃんの装備を固めるのも手だよね」

「んー？」

「もっと切れ味の良い武器が欲しい！　シルト──」

「キールくんお口チャック」

　お義父さんがキールくんの口を押さえましたぞ。

　そうですな。

　シルトヴェルトの方で使わせている武器はメルロマルクの方では意図的に封じていますからな。

　俺やお義父さんがドロップで見つけた武器を使わせているのですぞ。

　攻撃力は高いですから、こちらでも使いたいという気持ちはわからなくはないですがな。

　それをここで暴露しようものなら、国が刺客を送ってきたり変な因縁を吹っかけてきたりするかもしれません。

「とりあえずはキール坊と嬢ちゃんの武器がいいか？」

「そうだけど……元康くん、コウやユキちゃんに装備は必要ないの？」

「ユキちゃんとコウは戦闘スタイルが魔物基準ですからな。装備は魔物商で用意してもらうのですぞ」

「じゃあ後で行く？」

　ふむ……今のところ、ユキちゃんもコウも差し迫って必要な状況ではないですぞ。

　ツメはあればいいですが、今はお義父さん達の装備を先に揃そろえるべきですな。

　最悪、槍の中にドロップで出たツメがなくはないですからな。

「気にしなくて問題ないですぞ」

「そう？」

「全く問題ないですな」

　現状、ユキちゃん達にツメの必要性は皆無。

　それこそ、武器が必要な場所に行くのなら俺がなんとかしますからな。

　というよりもメルロマルク内では危険な場所はできる限り行きませんし、金に余裕ができてからでも十分でしょう。なので今はユキちゃん達に装備の必要はありません。

　自らのツメやくちばしでも戦えるフィロリアル様は人間に比べて武器の必要性が低いのですぞ。

「嬢ちゃんは何にする？」

「剣は二本欲しい」

「サクラちゃんも二刀流で戦うもんね」

　その点でいえばサクラちゃんの戦闘スタイルは異質な方に分類されますな。

　フィロリアル・クイーン形態でも両方の腰に剣を下げています。

　サクラちゃんはお義父さんと共にしか戦いませんが、お義父さん曰いわく、二本の剣を持って舞うように戦うそうですぞ。天使の姿でもフィロリアルの姿でも、変わらないそうですな。

　ふむ、早く見てみたいですな。

「となると良い物を揃えるには金が掛かるな」

「今のところは盗賊から奪った剣で繋つないでいるけどね」

「キール坊はどうするんだ？　魔物用のツメとか牙を特注することはできるが、付けるか？」

「俺は魔物じゃねえ！　噛かみつきはするけど武器にまでするほどじゃねえよ！」

「人用の武器となると……何がいいか。正直なところ、軽い武器なら何でもいいぜ」

「キールくんは今のところ、短剣を使ってもらってるよね」

「うん！　サクラちゃんより短いけど二刀流だぜ！」

「アンちゃん。色々と大変だな」

　サクラちゃんとキールで計四本も武器を使っているということですか。

　メルロマルクでは節約する必要があるため、予算的に少々厳しいかもしれません。

　この際、二つ武器を使うならキールにはそれこそツメや牙を持たせるのはどうなのですかな？

　最近では常時子犬に変身していますからな。

「あはは……そうだ。この前、ある人からこんな手紙をもらったんだけど、親父さん、宛先の人に心当たりない？　メルロマルクで武器屋を開いているらしいんだ」

　そう言ってお義父さんは手て斧おのを持っていたモグラからもらった手紙を武器屋の親父に渡しますぞ。

　すると武器屋の親父はかなり真面目な表情になって手紙を見ますな。

「トーリィネミアからじゃねえか」

　それから手紙を読んでお義父さんに盛大に笑い掛けました。

「あははは！　さすがアンちゃん達だぜ。そんなことをしていたのか、トーリィ達に合わせて俺も礼を言うぜ」

「というと……もしかして？」

「おうよ！　その武器屋ってのは俺のことだぜ！　つーことはサービスしねえとな」

「既に十分してもらっていますけど……」

「気にすんな！　じゃ真面目な話でいくぞ。予算額にもよるがこっちは気にすんな。素材は……良すぎるのもよくねえみたいだから適当に見繕うとして、どうする？」

「うー……ん」

　お義父さんが唸うなりますぞ。

　ですが、ご安心を。武器屋の親父さんには俺が渡しておいた素材がありますぞ。

　凄すご腕うでで、良い装備を作ってくれたとお義父さんを偽ることができますな。

　ですが親父さんもその辺りは理解しているでしょう。無言で設計図を出しますぞ。

「嬢ちゃんの方は素材を加工して作る。キール坊は……一本購入して、もう一本は俺のところの在庫品を恵んでやるよ」

　親父さんがウインクして俺に合図を送ってくださいました。

　俺は親指を立てて応えます。

「最後はアンちゃんと槍のアンちゃんの鎧だな」

「元康くんにも良い装備を着けてほしいんだけどね……」

　シルトヴェルトの方ではドロップの鎧を着ていますが、今は盗賊から奪った鎧ですからな。

　小手とかの小物は安物を加工して揃えていますぞ。

「まずはお義父さんの鎧が一番だと思いますぞ」

「そうだ！　アンちゃん達のところはフィロリアルが多いんだから、それぞれの羽根とかを集めりゃ良い装備が作れるぜ」

「既に愛用していますぞ」

　武器屋の親父さんに見せつけます。

　ユキちゃん達、フィロリアル様の抜け羽根を縫って作った愛用のマントがありますぞ！

　これがあれば俺は防具は不要ですな。

　まあ、本当はフィーロたんの抜け羽根を集めて作りたいものですがな。

　鎧にみんなの羽根を装飾して着るのですぞ。とても幸せな気持ちになりますぞ。

　しかもネイティブアメリカンみたいな羽根飾りの頭装備を付けて馬車で颯さっ爽そうと走ると楽しくなりますぞ。きっとそのような素晴らしい装備をこの武器屋の親父さんは作ってくれるのでしょう。

「薄々そうなんじゃねえかと思っちゃいたが……」

「どうですかな？　まあ、全装備をフィロリアル様づくしにするのも悪くはありませんぞ。今はこのくらいしか確保できていませんからな」

　最初の世界ではフィロリアル様達の羽根を集めて無数のグッズや予備の装備類を沢山自作しましたぞ。

「槍の兄ちゃん、これでもかってくらい目をキラキラさせんなよ」

「ご飯時のキールくんみたいな目をしてるね」

「俺ってあんなに目を輝かせてんの!?」

「うん。すごく嬉うれしそうだから作るこっちも嬉しくなるくらいね」

「えー……ここまでキラキラしてないよ」

　フィロリアル様の装備……素晴らしいですからな。












　やはりこの武器屋の親父さんは名工ですな。

　ああ、そういえば最初の世界のお義父さんはフィーロたんによく似たパジャマのようなものを所持していましたな。あの装備が欲しいですぞ。

　アレを着れば、俺もフィーロたんに包まれているかのような幸せな気持ちになれるかもしれません。

　あの装備を手に入れれば……ですが、どこで手に入れたのかわかりませんな。

「おーい、元康くーん？　聞いてるー？　ダメだ。自分の世界に行ってて帰ってこない」

「……アンちゃんの方はそうだな。この素材なら蛮族の鎧ってのを作って俺なりにアレンジしてやるよ」

「蛮族……なんか野性的な響きだね」

「カッコ良さそうだな、兄ちゃん」

「まあね……キールくんとサクラちゃんの防具も買い揃えたいんだけど……」

「俺は胸当てがいいぞ、兄ちゃん」

「サクラは窮屈だからいい」

「そう？　わかったよ。エレナさんは自分で武器と防具を持ってるから今のところは大丈夫そうだし……じゃあお願いします」

「毎度。トーリィの件があるし、色々とサービスしておくぜ」

「行商の成果があっという間に飛んでいっちゃったね……まあいいか！」

　お義父さんが財布が軽くなったのを嘆いていますぞ。

　そんなに困るのでしたら、もう少し売る薬の代金を上げるように進言しますかな？

　お優しいお義父さんは相場よりも若干安めに売っていますからな。

　まあ、それもバイオプラントの改良研究が進めば解決に向かうと思いますがな。

　そもそもクズ達が天下を握っていられるのにも期限があるのですぞ。

　あと一ヶ月半で女王が来るのですから、それまで堪えられれば大丈夫でしょう。

　というよりも……二度目の波が過ぎたら時期的に否いや応おうなく強引な手を使ってくるでしょうし、指名手配されたらシルトヴェルトで預けている装備をポータルで持ってくればいいですからな。

「これである程度行けるなら、儲もうけものかな……」

　力が抜けたようにお義父さんは装備の発注を終えました。

「アンちゃん、良い仲間が得られてよかったな」

「本当にその通りだよ……」

　お義父さんが親父さんの言葉に笑顔で頷きました。

　その笑顔はとても晴れやかでしたな。

「このあとはどうしようか？」

　武器屋を出たあと、お義父さんが俺に聞いてきましたぞ。

「龍刻の砂時計の方へ行きますかな？　メルロマルクの波の到来を教えてくれますぞ？」

「そうだね……」

「ただ、最初の世界では波の一日前にお義父さん達は来ていたようでしたぞ？」

「波の正式な到来時刻を確認に来てたのかな？」

　俺は最初の世界での出来事を思い出しますぞ。

「その際に錬れんと樹いつきに偶然再会できました。もちろん、俺もですが」

　あの時は赤豚達のクラスアップに来ていたのでしたな。

　樹や錬も似たような感じだったはずですぞ。

　思えばＭＭＯの法則と同じく、弱い時に同じレベルの者とＬｖ上げをするのでは時間が掛かりますが、強い者と一緒にパワーレベリングすればそんなに掛かりません。

　現に俺が育てたユキちゃん達のお陰で、お義父さん達は既にＬｖ40超えですからな。

　あの時の俺は40過ぎだったこともありますが……間違いなくそれよりも稼げていますぞ。

「んー……波での情報交換ってわけじゃないけど、経過報告とか連携のために会うのも手かな？　なんだかんだで元康くんも錬や樹達の状況とか気になるんじゃない？」

　そうですな……前回まで樹の仲間だった燻くん製せいを仲間になる前に暗殺したので、変化を見ておきたいという気持ちがありますぞ。

　樹の仲間があの燻製の所せ為いで変なのか、それとも樹自身の所為で変なのかを調べるには良い機会でしょう。

　何より樹には赤豚が同行しているはず。

　最初の世界では俺と一緒に行動していた赤豚が樹と行動するとどうなるのか、知っていて損はないでしょうな。燻製の影響と合わせて調べておきましょう。

　それに錬の方も不安ではありますからな。

　最初の世界と比べて、錬はメルロマルクに不信感を抱いているようですし、それがどのような差異を生むのか見当も付きません。

　もちろん差異がないのならそれはそれで問題ないですし、あるのでしたら対処すればいいのですが、情報を収集する意味でも波の前日に行くのがよさそうですな。

「そうですな。では波の前日までは行商などをしながらゆっくり行くことに致しましょう」

「今は勉強とかして文字を覚えた方がよさそうだしね」

　と、俺達は馬車に乗り込んで出発したのですぞ。




　波の前日、武器屋の親父さんのところへ行くと、親父さんが待っていたとばかりに手を上げました。

「おう！　やっと来たな、アンちゃん達」

「どう？　頼んだ品は完成した？」

「一応な。あとはアンちゃんの鎧も完成してるぜ」

　武器屋の親父さんは俺が渡した装備をもとに、色々と加工してくださっているようですな。

　見覚えのあるお義父さんの装備、蛮族の鎧ですがところどころに俺が渡した防具が使われていますぞ。

　土台が既にあるのでしたらオーダーメイドするのも早くて済みますな。

　キールの胸当ても同じように、俺が渡した防具をもとにしているようですぞ。

　武器の方もその辺りがチラホラとあります。

　安物に見せて切れ味は抜群の剣を、サクラちゃんとキールが手にしていますぞ。

「ありがとうございます」

「そこまで負担はねえからな、いいってことよ。できれば……アンちゃんの鎧みたいに本格的なオーダーメイドを、今度は頼むぜ」

「はい……いずれ必要になってくると思います。その時こそ良い品を頼むと思うので、よろしくお願いします」

「はは、アンちゃんの期待にぜひとも応えてやらねえとな。明日は波らしいから頑張れよ」

「がんばるぜ！　もらった武器が火を噴くぜ！　兄ちゃん！」

　キールが前に出てお義父さんが言うよりも先に宣言します。

　いいのではないですかな？

「キールくん、危ないからここで素振りはやめてね」

　サクラちゃんはボーッとした目で、渡された剣の刀身を見つめております。

「良い切れ味……かな？」

「二人共気をつけてね。二刀流って意識が散漫になって自分を切ったりするかもしれないから」

「うん、わかった」

「大丈夫だぜ、兄ちゃん！」

　サクラちゃんとキールは心配するお義父さんに元気良く返事をしております。

　しかし……キールは最近、ずっと犬の姿ですな。まあ、豚でいるよりはマシですが。

「じゃあ行こうか、元康くん」

「わかりましたぞ」

「また来てくれよ、アンちゃん」

「もちろん、必ず来ます」

　こうして俺達は当初の予定通り、龍刻の砂時計のある建物へと向かったのですぞ。








五話　過小評価






「ブー……」

　龍刻の砂時計のある建物の近くで馬車を止めると、怠け豚がそうお義と父うさんに鳴きました。

「え？　エレナさんは馬車で留守番してる？　また？」

　どこまで面倒臭がりなのですかな？

「ブヒブヒ」

「ああ、そういうわけね。エレナさんは顔が割れているから余計なトラブルは避けたいと……」

　怠け豚は貴族の子女であるため、龍刻の砂時計のような重要施設に顔を出すと、三勇教や他の貴族に目を付けられるかもしれない、という理由で馬車で待機するそうですぞ。

　やはり豚は己のことにだけは知恵が回りますな。

「まあ……そこまで大きな用事はないから割とすぐに帰ってくるし……じゃあエレナさんは留守番しててね」

「ブー……」

「サクラは行く」

「コウもー」

「シルトヴェルトで見たのとほとんど変わりはないですぞ」

「そうなのー？　じゃあコウは待ってるー」

「では私が行きますわ」

　ユキちゃんがどうやらついてくるようですな。

　サクラちゃんはお義父さんを守ることを使命にしているので、キールと共に同行するご様子。

　子犬状態のキールを抱えておりますな。

「しゅっぱーつ！」

　キールがサクラちゃんに抱えられて元気よくワンワンと尻尾を振り、手を突き出しております。

　その様子をお義父さんは微笑ほほえましいというような目で見ていますな。

　目指すは龍刻の砂時計ですぞ！

「ブー」

　龍刻の砂時計のある建物に入ると案内役らしき豚に出迎えられました。

　態度は……あまりよろしくないですな。衝動的に槍やりを向けそうになりました。

　時が来たらコイツも消し炭にしてやりましょう。

「ああ、明日が波が来る日らしいから来た」

　お義父さんがなんとなく嫌そうな表情をしながら案内役の豚の質問に答えますぞ。

　豚の案内で龍刻の砂時計の前まで行きます。

　……お義父さんはシルトヴェルトでも龍刻の砂時計を見ているので特に感想はないようですな。

　そうそう、最初の世界では、ポータルスキルが手に入る素材である龍刻の砂時計の砂は、この日にもらったのでしたな。

　お義父さんが不愉快そうにお姉さんと出ていってから、豚が持ってきたのですぞ。

　もちろん素材として頼んだのですがな。

　その後のお義父さんとの会話を考えるに、砂時計の砂をお義父さんはもらっていなかったはず。

　教皇を倒した後、俺達が話すまで知らなかったようなので間違いないでしょう。

　……これは手ですぞ。

「お義父さん、ちょっと耳を貸してほしいですぞ」

「ん？　何？　元もと康やすくん」

　俺は思いついたことをお義父さんに囁ささやきました。

「え？　うん……わかったよ」

　頷うなずいたお義父さんはそのまま龍刻の砂時計の前に立ちます。

　すると砂時計からお義父さんの盾に向かって光が伸び、波の到来時間を教えてくれますぞ。

「うん。やっぱり明日、波が来るんだね」

　波の到来時間を確認したお義父さんが何度も頷きました。

　俺達が最初に戦う波ですからな。そんなに苦労はしないはずですぞ。

　明日の波を越えれば、また行商に専念できるので素早く片付けたいところですな。

「ですな。今回のお義父さんからしたら初めての波ですが、怖がらずに挑んでほしいですぞ」

「大丈夫、できる限りの準備は……できたと思うから」

「サクラもがんばる！」

「俺も俺も！」

　なんて話をしていると予想通り樹いつきが後方から声を掛けてきましたぞ。

「おや？　そこにいるのは元康さんと尚なお文ふみ……さんではないですか？」

　そういえば俺は龍刻の砂時計のある建物の内部を見て回っていたのですが、お義父さんと会った時には樹や錬れんが丁度やってきたのでしたな。

　そもそも錬と樹が来ないのなら、今ここいる必要などありませんからな。

　振り返って樹の方に目を向けますぞ。

　む？　赤豚らしいのがいませんな？　どこですかな？

　奴の動向も探っておきたかったのですが……。

　などと樹の周りをキョロキョロと探していると、錬とその仲間がやってきました。

「なんだお前等？　何か集まりでもあったのか？」

「いや、別に何かあるわけじゃないけど……」

「アレから会うことはなかったが……尚文もある程度仲間ができたようだな」

　錬が淡々とした口調で言いました。

　どうやら錬はお義父さんを多少気には掛けていた様子。

　赤豚とクズ王の暴挙に不信感を持っていましたからな。当然の反応と言えるでしょう。

「ま、まあね」

「歯切れが悪いですね。やはり何か心当たりでもあるんじゃないですか？」

　お義父さんがムッとした表情で樹を睨にらみました。

　お前に言われる筋合いはないと言いたげな表情です。

　そうでしょうとも！　樹に言う資格は微み塵じんもないですからな。

　このメサイアコンプレックスが！

　豚の涙を見ただけで疑いもしないなど、愚か者がすることですぞ。

　そう！　まさに過去の俺のように！

　豚とは、自分のためにいつだって偽りの涙が流せる外道生命体なのですからな。

　全ての豚は駆逐されるべき存在なのですぞ。

　今回も時が来たら、あの赤豚は消し炭にしてやりましょう。

「「「……」」」

　沈黙が辺りを支配しました。空気が悪いとお義父さんなら言うでしょうな。

　話をするにしても特に話題がないようですぞ。確か、最初の世界ではお義父さんが不愉快そうに出ていった後、樹と錬の仲間のクラスアップをしたのでしたな。

　では俺が進行役を務めましょう。

「錬と樹は仲間をクラスアップさせに来たのですかな？」

「そう……ですけど」

「お前等は違うのか？」

「えっと……」

　お義父さんが返答に困っておられます。

　既にクラスアップ済みなのですが、メルロマルクで行っていない以上、既にしていると言ったら今までの行動が全て無意味になってしまいますぞ。

　なので、クラスアップ云うん々ぬんはまだ先、ということにでもするのが無難ですな。

　教会の管理をしている豚がこちらをニヤニヤしながら見ている気配がありますぞ。

　大方、クラスアップするほどＬｖもないくせに、とでも思っているのでしょうな。

　お義父さんが馬鹿にされていそうな気配に、この元康、内心笑いを堪こらえるので精一杯ですぞ。

　これこそお義父さんが今日まで行った計画の一端。

　敵がこちらを過小評価すれば、その分戦いやすくなるのですぞ。

　どうやらその効果は十分に発揮されているようですな。

「波までの時間を調べようと思って」

「いいんじゃないか？　弱いんだから波で無茶をするんじゃないぞ」

「……そ、そうだね」

　上から目線で言う錬に、お義父さんが不快な気分になっているのが伝わってきますぞ。

　ですがお義父さんはグッと堪えて笑顔で答えました。

「はいはい。じゃあこっちはクラスアップの見学でもさせてもらおうかな？」

「ま、その程度の装備じゃクラスアップはまだ遠そうだな」

「そうですね」

　一瞬、お義父さんの眉が跳ねましたが、すぐに蔑さげすむような笑顔を作りました。

　まあシルトヴェルトでの装備は錬と樹が着けているものよりも数段階は上ですからな。

　錬、樹、お前等はせいぜい今のうちに優越感にでも浸っているといいですぞ。

「なんだと！　兄ちゃんはな──」

　錬と樹のセリフに激怒したキールが食ってかかろうとしたのを、お義父さんが後ろから押さえて止めました。

「大丈夫だから……ね？　サクラちゃんも怒りを抑えてね」

　サクラちゃんが腰に付けた両方の剣の柄つかを握ろうとしているのをお義父さんは注意しました。

　そうしないと二人が死んでしまいますからな。

　今の錬と樹ではキールにもサクラちゃんにも勝てないでしょう。

　いえ……仮にも勇者ですからな。さすがにそこまで弱くはないですかな？

　まあ俺のイメージでは戦力的に同等くらいですが。

「しかし……変わった仲間を連れているな」

　錬が俺とお義父さんの仲間を見て言いますぞ。

「確かにキールは変わり者ですな」

「俺!?」

　少なくともキールと同じような犬獣人は余り見ないですぞ。愛玩用にしか見えませんからな。

「いや、確かにそいつもだけど……」

　錬がサクラちゃんとユキちゃんに視線を向けますぞ。

　フィロリアル様が変わった仲間とはどういう意味ですかな？

　フィロリアル様達は究極にして至高の存在なのですぞ。

　お前のようなボッチと一緒にするなですぞ！

「背中に羽の生えた亜人……か？　にしては足が鳥っぽくない」

　錬はじろじろとサクラちゃんとユキちゃんを見つめます。

　全然違いますぞ。その目は節穴ですな。

　フィロリアル様の高貴なお姿を亜人と間違えるなどとは……錬のゲーム知識も高が知れていますな。まあ、俺のゲーム知識も似たようなゴミクズだったわけですが。

「白い髪の方は年齢的に無理やり仲間にしたんじゃないですか？」

「……どうしても俺を犯罪者にしたいようだな」

　お義父さんが不快そうに樹に答えます。

「この子達を無理やり波に参加させるつもりはないし、怪我なんて絶対にさせないよ」

「兄ちゃん……うん！　俺、がんばる！」

　お義父さんの言葉にキールが感動していますな。

　現在は子犬の姿ですが、気持ちはよくわかりますぞ。

　こんなお義父さんだからこそ、忠義を尽くそうと思えるのです。

「この子はキールくん、今は獣人化しているけど立派な亜人だよ」

「おう！　ちょっと前に変身できるようになったんだぜ！」

「人語を解す魔物じゃなかったのか……」

「それはこっちのサクラちゃん達の方だね」

　ボフンとユキちゃんが変身してみせます。

　すぐに天使の姿に戻ると、錬と樹は驚いた表情を浮かべました。

「それでキールくんは俺達が召喚される前、メルロマルクで最初に起こった波で住んでいた村を失った子なんだ」

「そうだ！　だから波には絶対に負けられないんだ！」

「サクラ……」

　サクラちゃんが一歩踏み出して、自分の名前を告げて下がりましたぞ。

「皆さんは知っていますか？　尚文さんは強ごう姦かんをした前科を持っているんですよ」

「樹！」

　お義父さんが堪え切れずに樹を睨み、錬が溜ため息いきを吐つきました。

　するとキールがケラケラと笑い出しました。

「兄ちゃんが強姦？　ないない！　兄ちゃんなんてせいぜいサクラちゃんの裸をチラ見するのが精いっぱいだよ！」

「キールくん！　いや……まあ信用してくれるのは嬉うれしいけど……」

「ナオフミはサクラに強姦してほしい？」

「サクラちゃんも何を言っているんだ！　女の子なんだからそういうこと言っちゃダメだよ！」

　嘆かわしいと頭を振ってから、お義父さんは樹を見据えますぞ。

「何を言おうと俺はやっていない。俺を信じてついてきてくれている人達を冒ぼう涜とくするような真似をしないでくれ」

「どうだか……マインさんの涙を見てもそう思えるのですか？」

　豚の涙。そんなおぞましいものを見て、何を思えばいいのかさっぱりわかりませんな。

　せいぜい早く解体作業を済ませようと考える程度だと思いますぞ。

「奴は豚ですぞ。そもそも豚に犯されたらダメージを受けるのはお義父さんですぞ。汚れるではありませんか」

「そうですわ。元康様が信じているナオフミ様はそのようなお方ではありませんわ！　私も一緒に見聞きしている限り、ナオフミ様がそのようなことをする方とは決して思えませんわ。むしろ押し倒される方ですわ！」

「ちょっ」

　俺の言葉にユキちゃんが続きます。

　そうですぞ。二人でお義父さんを弁護致しましょう。

「元康くん、ユキちゃん！　あんまり刺激すると碌ろくなことにならないから……特にユキちゃん！　誰が押し倒されるって？」

「……各地で悪さをしていると噂うわさになっていますよ。勇者同士で争うなんてご免ですからね」

　ああ、あの各地で悪さをする偽の盾の勇者情報ですか。

　どうやら樹はその情報を信じているみたいですな。

「身に覚えがないことを咎とがめられても、知らないとしか答えられないよ」

「白々しいですね」

　お義父さんが呆あきれたような表情を浮かべました。

　そもそも、どうして樹はここまで頑かたくなにお義父さんが強姦をしたなどと決めつけているのでしょうか？　まあ、最初の世界で俺も同じだったわけですが……。

　おそらく赤豚が樹にお義父さんの心象が悪くなるようなことを言っているのでしょう。

　それに……樹は正義バカだとお義父さんが言っていた気がしますぞ。

　他人の悪事を指摘するのが目的で、それが偽りの情報であろうとも信じてしまう。

　ましてや現在の樹は赤豚の味方ですからな。赤豚から得た情報を無条件に信じているのでしょう。

　そうなれば、偽の盾の勇者が行った悪事は全てお義父さんがしたことだと考えてしまうのでしょうな。

「はぁ……いつまでここで無駄話をするつもりだ？　さっさと用事を済ませたいんだが？」

　今まで黙っていた錬が不快そうに割り込んできました。

　俺達の不和を見てニヤニヤと笑っていた豚は、錬が割り込んできた瞬間に真面目な表情をしたようでしたな。

　所しょ詮せんは豚。下劣で下品で愚かなところは全く隠せておりませんがな。

「クラスアップをさせてくれ」

「ブブヒー」

　豚の鳴き声と共に、建物の奥の方からぞろぞろと人がやってきます。

　それから錬の仲間のクラスアップが行われていきますな。

「クラスアップで選ぶのは速さを重視しろ」

　ああ、こんな感じで指示していたのを覚えていますぞ。

　お義父さんのように配下の者の自主性を重んじることはないのです。

　俺はこの当時、豚共の自由にさせていた覚えがありますな。

　ちなみに樹は錬と同じく、それぞれに指示をしていました。

　俺達は少し離れたところで、錬の仲間達のクラスアップを見届けたのですぞ。

　やがてクラスアップが終わると樹が前に出ました。

「では僕達の仲間もお願いします」

「ブブー」

　さも当然のように豚が樹の仲間達のクラスアップの儀式を行っていきますな。

　樹の仲間……燻くん製せいは秘密裏に抹殺しましたが、どうなっていますかな？

　そう思って樹の仲間を見ましたが……先ほども思いましたが、やはり赤豚がいませんぞ。

「赤豚はどうしたのですかな？」

「赤豚？　誰のことを言っているのですか？」

　不快そうに樹は答えました。

　あまりに勘が悪すぎて、勇者でなければ痛い目を見せているところですぞ。

　パラライズランス辺りで苦しめるのが妥当でしょうな。

「……元康がそう呼ぶのはきっと王女のことだろう」

「……マルティ王女をですか？　彼女は僕達の後方支援を担当してくださるだけで、一緒に行動はしませんよ。城に行くことで色々と援助してくださるのです」

　なんと！　樹の仲間として共に行動しているのではないと。

「勇気を出して勇者の力になろうとしたのにどこかの勇者が強姦なんてしようとしたから、トラウマになって冒険に出られなくなってしまったんですよ」

　樹はお義父さんを睨んで指差しながら言いますぞ。

　いい加減しつこいですな。お義父さんが不快そうに睨み返しますが、嫌味は無視しておりますので俺も一応聞き流してやりますぞ。

　同時に考えますぞ……やはり、おかしいですな。

　赤豚は過去の俺と一緒の時は共に行動していたはず。

　俺と樹では何か違いでもあるのでしょうか？

　……ありえるのは、樹と共に行動すると自らの悪行のボロが出ると踏んでいる、とかですかな？

　もしくは樹の行うウザい行動についていけないのでしょうか？

　考えてみれば赤豚は俺についてきて、時々後方援護をしてくれるだけでしたからな。

　いや基本は応援だけでしたぞ。

　となると、樹の戦闘スタイルから考えて楽ができないと踏んでいるのでしょうな。

　だから戦いからは引いて、後方支援という名の姫スタイルにしているのでしょう。

　などと結論付けていると樹の仲間達のクラスアップが終わったようですな。

　あまり自己主張はしていないようですが、樹の仲間の違いがわかりませんな。

　確か……樹の相棒をしているストーカー豚がいたはずですが、どうやらいないようですぞ。

　最初の世界でもこの頃にはいなかった覚えがありますな。

　さて、錬と樹の仲間のクラスアップは終わりました。

　この後、下準備を終えた錬と樹がポータルスキルを手に入れて、最初の波を終えてから適度なタイミングでゼルトブルへ向かったのは容易たやすく想像できます。

　龍刻の砂時計から砂をもらったのはクラスアップの後です。

　あの時も錬がお義父さんの分は？　と聞いていましたが『後で渡す』などと嘘うそを言っていました。

「……」

　そういえば、過去にお義父さんはこの国でクラスアップができなかったと愚痴っていたような気がしますぞ。

　錬と樹の仲間がクラスアップを終えたこの場で、それを言うのは一つの手かもしれませんな。

　そうすれば、少なくとも錬は……。

「では次はお義父さんの仲間のクラスアップをさせてもらいますぞ」

「え……？」

　お義父さんが変な声を出しました。

　任せてくださいと俺が視線を向けると、お義父さんは理解したように頷きました。

　既にクラスアップ済みですが、ここでブラフを掛けるのは悪い手ではありませんからな。

「ブブ!?」

　そんな俺の言葉に豚が呆あっ気けに取られたような鳴き声を出しました。

「クラスアップできるのか？」

「俺とお義父さんのフィロリアル様であるユキちゃんの成長が早くてギリギリ可能なのですぞ」

　Ｌｖ30まで上げればギリギリクラスアップができる状態になるのですぞ。

　もちろん、選べる項目に問題があるのですが、ゲームの場合は何も上限まで上げなくてもいい場合があったのですぞ。

　この知識を昔は使っていましたし、錬達もその辺りの認識はあるのでしょう。

　思いのほかアッサリと道を譲ってくれました。

　お義父さんにはこの話を事前にしてありますが、キールとサクラちゃんは首を傾かしげていますな。

「なあ兄ちゃん──」

「しー」

　キールに静かにするように指示してからお義父さんは顔を上げます。

「とりあえずどんなのが選べるかを見ておきたいんですよ。30だと選べる項目が少ないそうですが、波も近いですし、クラスアップしておいた方が世界のためだもんね」

「ブヒ！　ブヒブ！」

「ん？　なんで40まで上げることが義務みたいな言い方をするんだ？　俺の仲間にだって修練が足りずにギリギリラインの35までしかできなかった奴がいるんだぞ？　そうなると俺の仲間もダメなはずなんだが……」

「ブブ……ブヒヒ！」

　錬が豚の反応に疑問を持ちましたな。

　これを狙っていたのですぞ。

　確か未来のお義父さんは勇者なら本来必要のないクラスアップ代金と紹介状の話をしておりました。金はありましたが、紹介状がなくてお手上げだったようですが……。

　錬と樹の仲間をタダでクラスアップしてくれた手前、この状況では断れませんぞ。

　さあ、どう出ますかな？

　前回のお義父さんのお言葉、ループで得た知識を使った攻撃ですぞ！

「尚文が王に謝罪しない限り許可しないだと？　あの時の茶番をいつまで根に持っているんだ？」

「実の娘を強姦されそうになったんですから、許可するはずないじゃないですか！」

「あの茶番は証拠不十分でうやむやになっただろ」

「そう思っているのは錬さんだけです！」

　樹の畳み掛けるような口調に錬は溜息を吐いてから会話を再開しました。

「はぁ……それが仮に事実であったとしても、波と戦わなきゃいけないのに尚文と元康の仲間だけクラスアップなしとか、さすがにおかしいだろ」

「なら、今ここで尚文さんが謝れば済む話じゃないですか！」

　樹はどこまでもウザいですな。正義面づらして見当違いなことを言っていますぞ。

　しかし……この豚も咄とっ嗟さの言い訳に知恵が回りますな。

　金を要求できず、紹介状を言い訳にもできない。果てには王が許可しなかった。

　ですが……この言い訳は錬には効果がないですぞ。

「元康、尚文、何かおかしいぞ、この国は……まるで尚文を迫害するために王や王女……国が行動しているみたいじゃないか？」

「ブブー！　ブブブブ！」

　豚が錬に言い訳をしていますが、もはや聞く耳は持たないようですな。

　ここで真実を話してもいいのですが、それでは未来との差異が出てしまいますぞ。

「そ、そうなのかな……？」

「全ては尚文さんが反省しないからいけないんです！　さあ！　頭を下げなさい」

「なんで俺が樹に謝んないといけないんだよ！　仮に謝るとしても、お前にじゃない！」

　お義父さんが不愉快そうに吐き捨てました。

　もう十分ですな。

　お義父さんも理解しているのか、大げさに怒りを露あらわにして砂時計に背を向けますぞ。

「もういいよ。別に今しなきゃいけないものじゃないし……」

　さあここからが本番ですぞ。

　黙って留とどまっていると、豚が龍刻の砂時計の砂を入れた袋を持ってきました。

　それを錬と樹に渡しますぞ。

「これは……龍刻の砂時計の砂か」

　中身を確認した後、しっかりと武器に入れてから錬はそう呟つぶやきました。

　そして俺達の方を見ますぞ。

「尚文と元康の分は？」

「ブブブブヒー」

「ふざけるな。アレだけの量があるのに二人分しか取り出せないはずはないだろ！　いい加減にしろ」

「ですから、尚文さんが罪を認めないと許されないんですよ」

「かといって勇者に支給しなくちゃいけないだろ。これから波に挑むんだぞ？　世界のために戦わせてこれか？」

　錬は不信感を見せて樹を説得しますぞ。

　錬はアレですな。イベント参加者が揃そろってもらえるはずの配布アイテムをもらえなかったような差別と感じているのかもしれませんぞ。

「樹、優遇されて調子に乗っているなら警告しておく。これだけ差別するってことは、その差別がお前に向いた時どうなるかを考えろ」

「もういいよ！　ここで無駄に争うのが無意味だ」

　お義父さんがそんな問答を切りあげさせて背を向けます。

「さ、元康くん、行こう」

「わかりましたですぞ」

「……ふん。樹、お前も少しは疑うべきだと思うぞ」

　お義父さんの後をついていくと、錬とその仲間達も樹とは視線を合わせないように建物から出ていくことになりました。

　錬は不愉快な気持ちになっているのか、そのまま去っていきましたぞ。

　あ、樹の仲間の変化を確認するのを忘れてしまいましたぞ。




「感じの悪い姉ちゃんだったな」

「うん、斬り捨てようか悩んだ」

「キールくん、サクラちゃん、騒ぎになるからそれはやめてね。ユキちゃんは大人しかったね」

「この程度、下らない人間の戯たわ言ごとと聞き流すべきだと私は元康様を見て判断したのですわ」

「でも兄ちゃん！」

　キールが悔しそうにお義父さんに目を向けます。

　お義父さんは諭すように微笑むと言葉を紡ぎました。

「しー、これは内緒なんだから話しちゃダメだよ」

「なんでなんだー？」

「うーん……俺も性格が悪いからかな。元康くん、錬は信じてくれると思う？」

「俺の見立てでは、もう国への疑惑で一杯ですぞ。あれなら遅かれ早かれ気付くでしょうな」

「そうだといいね。とはいえ……程々にしておかないと未来の知識が役に立たなくなると思うから、これくらいにしておこうか」

　錬が疑惑を持ってくれるのは嬉しいですが、それで不確定要素になってしまうと逆に俺達が困りますからな。お義父さんの言う通り、この辺りが無難でしょう。

「じゃあ用事も終わったし、波までぐっすり休んで備えようか」

「わーい！　兄ちゃん！　明日に備えて飯作ってくれよ！」

「わかったわかった。じゃあ草原の方にある河原で料理してあげるよ」

「よっしゃー！」

「サクラも楽しみ」

「俺も楽しみですぞ」

「ナオフミ様、上品な料理を所望しますわ」

「……元康くんとユキちゃんには後ですこーし話があるからね」

　その後、お義父さんにお説教をされてしまいました。

　曰いわく、お義父さんは押し倒されるのではなく、どちらかといえば押し倒す側、しかも同意の上で恋愛関係を築いてからと何やら熱弁していましたな。

　とまあ、微笑ましくその日は過ぎていったのですぞ。




　翌日、波の時間が近づいていますぞ。

「薬は十分に持ったし、念のための打ち合わせも沢山した。できる限りの準備は整えたけど……まだ不安が拭ぬぐいきれないな」

　お義父さんが道具袋を弄いじりながら呟きますぞ。

「兄ちゃんは心配性だな。前の波じゃ逃げるだけだった俺だけど、今の俺達なら大丈夫だって！」

　キールがそんなお義父さんに肉球でペチペチと激励を送りましたな。

「サクラもがんばる」

　腰に差した剣をいつでも抜けるように何度も練習して、サクラちゃんが言いました。

　さて、俺の方はどうですかな？

　まあ、一度は経験したメルロマルクの波ですからな。特に緊張などもないですぞ。

　あの時の俺はやっと波に挑めると、意気揚々と波の亀裂に向かって突撃したのでした。

　次元ノキメラ相手に興奮気味に戦っていましたな。

　お義父さんは避難誘導をしていたと思いますぞ。

　次の波の時も皆に注意していたことを考えるに、非戦闘員を逃がすのは重要ではありますからなぁ。

　部隊編成は重要ですが、協力してくれる部隊など今は出せませんぞ。

　出したら未来がどう変化するか想像もできませんからな。

　で、あの時の俺は城からの援護がすぐに来ると照明の魔法を打ち上げて、突撃していました。

「お義父さん、今回はどうしますかな？　その気になれば波など即座に鎮められますぞ」

「うーん……だけど元康くんが強いことがばれちゃうと、元康くんの未来の知識が役に立たなくなっちゃう可能性が高くなるよ？」

「それもそうですな。では加減しましょう。なに、錬と樹も今回の波では余裕ですからな。黙っていても勝利しますぞ」

「まあ……そうなんだけど、陰謀に巻き込まれないためといって助けられる命を見捨てるのも……また悪いことのような気がするんだ」

　なんとお優しいことでしょう。この元康、お義父さんの慈悲深さに涙が止まりませんぞ。

「俺、何か変なこと言った？　元康くんが敬礼しながら泣いているんだけど」

「ブー……」

「え？　変人なんだからわからないって……エレナさんも少しはやる気を見せてよ？」

「ブー」

「面倒だけど……ね？　これが勝利の鍵になるんだからやる気を見せようよ」

「ブー」

　怠け豚が肩を軽く上げてから頷きました。

　これはやる気があるのかないのか、どっちの反応なのですかな？

　まあ、もとより怠け豚に期待などしていませんが。

「元康様、コウ共々私達は何をすればよろしいですか？」

「お義父さんの指示に従うだけですぞ」

「わかりましたわ」

　お義父さんの命令に従っていれば何もかも上う手まくいきますぞ。

　最初の世界で証明されているのです。

　その素晴らしき手腕さえあれば、俺達の未来は安泰ですぞ。

「とりあえず……元康くんの話じゃリユート村近くに飛ぶはずだから、避難誘導を優先しよう。元康くんも手伝って。そうすれば少なくとも死傷者は減らせるはずだから」

「最初の世界と同じ戦略ですな」

「うん。だけど元康くんが本来いるはずだった枠が空くわけだから、避難誘導が完了したら元康くんは波のボスの方へ行って。本当の力はできる限り隠すようにお願い」

「了解しましたぞ！」

　お義父さんの命めいに俺達は頷きました。

　以前は猪ちょ突とつ猛もう進しんでしたが、今回は多くの命を救うのですぞ。そう思うと力が湧いてきますな。

「コウがんばるー！　波の魔物って美お味いしい？」

「どうかなー……？　波のボスの素材は欲しいけどね。それなりに優秀らしいから」

「倒したら素材をある程度はぎ取ってそこに放置していましたな。お義父さんがそれらしい盾を持っていましたので、片付けもしてくださったと思いますぞ」

「じゃあその辺りは樹や錬も意識はしてないと思うからこっちが頂いていこう。運ぶにしても大きそうだし……確保する場所が困りそうだけどね」

「ボスの素材を親父さんに渡すのですな」

「あ、それいいね。骨とか色々と武器や防具にしてもらえそう……お金が枯渇してるけど」

「波の翌日、クズが援助金を手切れ金と称してくれましたな」

　お義父さんがすごく不快そうに眉を寄せています。

　まあ手切れ金ということは追い出すことの表れですからな。

　錬や樹よりも遥はるかに強いお義父さんを追い出すなど、本当に愚かな王ですぞ。

　あの愚王をどう始末するか、今から楽しみですな。

「まあ、次の波の後には女王が帰還してお義父さんにその分の援助をしてくださると思うので我慢ですぞ」

「わかってるって。うん、援助金がもらえるだけいいね。それにシルトヴェルトの方では金銭には困ってないわけだし」

「二度目の波の時は、どうせそのあと指名手配されるので加減はしなくてよくなりますからな。もう少しの辛抱ですぞ」

　ただ……なんですかな？　二度目の波で奇妙な相手と戦ったような覚えがある気がしますぞ。

「そうだね。王やあのビッチは可哀想な人だと思って我慢するよ」

「それでいいですぞ。さあ、波の時間が迫ってきましたな」

　最初の世界のお義父さんを思い出しますぞ。

　道化だった俺がお義父さんを責め立てていたあの時……お義父さんはどんな思いで、初めての波に挑んだのでしょう。

　世界中を恨む気持ちは理解できますぞ。赤豚に裏切られたあの時……俺も同じ思いでした。

　フィーロたん……どこにいるのでしょう。

　あなたのお陰で俺は世界を憎まないで済みました。

　あなたがいたから俺は世界を愛することができるのです。

　お義父さんはこの時、助けてくれる人はいなかったと思います。

　お姉さんはそんなお義父さんを支えていたのでしょうか？

　俺はお義父さんを支えることができていますか？　お姉さん。

　……そういえばお姉さんはどこで仲間になったのですかな？

　このままでは会えませんぞ。

　確か奴隷に身を落としていたと思いますが……わかりませんな。

　キールを買う時には見かけませんでしたな？

　うーん……まあ、きっとどこかで幸せに過ごしていると思いますぞ。

　あの強くて凛り々りしく健康的なお姉さんが、ちょっとやそっとのことでどうにかなるとは思えませんからな。

　そういえばメルロマルクの騒ぎが終わった辺りでお義父さんが村を再興しようとしていました。

　その時に捜せばいいでしょうな。

　お姉さんの分も、俺がお義父さんを支えていればいいのですぞ。

「そろそろだね」

　視界の砂時計に映る数字が０に近づいてきました。

　00：01

「できる限り被害者を出さないようにがんばろう。今回の波を乗り越えることが、未来への布石になる」

「やるぜ兄ちゃん！　今度こそ、俺は守れなかった分まで守るんだ！」

「サクラがんばる」

「私も守ってみせますわ」

「コウは魔物と遊んでくるー」

「ブー……ブイブイ」

　怠け豚が、あー……ハイハイと言っているかのようにローテンションで鳴きました。

「さあ、元康くん、みんなに激励を」

「わかりました。みんな今日のためにがんばって強くなったのですぞ。俺の知る未来よりもより良い結果を出すために……がんばろうですぞ！」

「「「おー！」」」

　俺の掛け声と共に数字が０になり、このループで初めての波が始まったのですぞ。








六話　避難誘導






　やはりというかメルロマルク城下町近隣にあるリユート村の近くで波が起こりましたな。

　錬れんと樹いつきとその仲間達が波の亀裂に向かって駆けていきますぞ。

　懐かしいですな。

　俺も初めての波の時はわき目も振らずに、お義と父うさんの声を無視して戦いに心を躍らせたものです。

　修練を重ねた結果がどれだけのものか、体験したかったというのもありますな。

「おい！　……元もと康やすくんの言う通りになったよ。錬と樹が避難誘導とか考えずに一直線に向かっていっちゃった」

　これ見よがしに照明の魔法を打ち上げるのが憎たらしいですな。

　その鼻っ柱をへし折ってやってもいいのですが、下手に目立つのも問題があるので、お義父さんの言いつけ通り大人しくしておりましょう。

「じゃあ打ち合わせ通りに俺達は村の人達の避難誘導をしよう。キールくん、サクラちゃんにユキちゃんとコウ、そしてエレナさん、俺と元康くんが村に来る魔物を引きつけるから、少しでも被害が出ないようにお願いするね」

「わかったぜ兄ちゃん！　避難が終われば……ボスと戦うんだな？」

　キールがやる気を見せてワンワンと鳴いていますぞ。

「今度こそ、俺は波からみんなを守ってみせるぜ！　ワンワン！」

「キールくん、興奮しすぎ。サクラちゃんはキールくんが怪我しないように、目を離さないようにお願いするね」

「わかったー」

「ユキちゃんとコウもみんなを助けるのですぞ」

「わかっていますわ」

「波の魔物って美お味いしい？　終わったらイワタニに料理作ってほしいー」

「はいはい……って、波から出てくる魔物は次元ノ屍し食しょく鬼き？　ゾンビと……イナゴ？　あとはハチかな？　どれも食用には向かないと思うけど……」

　佃つくだ煮にとかお義父さんが呟つぶやいていますな。

　屍食鬼は腐っていそうですから、さすがのコウも食べようとは思わないでしょう。

　ボスであるキメラならギリギリ食べられるかもしれませんが。

「ブー……ブヒブヒ」

「うん。エレナさんも程々にがんばって。エレナさんは引き時をわかっているだろうから、もしもキールくんやサクラちゃんが深入りしそうだったら止めてあげて」

「ブー」

「じゃあ急いで向かおう」

　俺達はお義父さんの声に頷うなずいてリユート村の方へと向かいますぞ。

　フィロリアル様達のお陰で、魔物がリユート村に侵入する前に立ちはだかることができました。

　村人は波が起こることは知っていたのでしょうが、まさかこんな近くで起こるとは夢にも思わなかったという表情をしておりますな。

　冒険者達も村へ来る魔物に対して臨戦態勢を取ろうとしていたようですが、動きが鈍いようですぞ。

　お義父さんとシルトヴェルトの方へ行った、前回の周回を思い出す限り、お義父さんが守らねばこの村は壊滅してしまうと見ていいでしょう。

　最初の世界では傷跡こそあれど、しばらくしたら修復されていたような覚えがありますな。

　ならば、未来のためにも彼等を守らなければいけませんな。

「あ！　あれはフィロリアル様!?」

　そういえばリユート村には魔物を飼っている牧場がありましたな。

　このままではフィロリアル様達が波に巻き込まれて死んでしまいますぞ。

　人間よりもフィロリアル様達の方が後に回されるはず。

「うぉおおおおおおおおおおおおっ！」

「ちょっ！　元康くん、どこ行くの!?」

　俺は必死に牧場へと駆け出し、柵を破壊してフィロリアル様達を逃がしました。

　そして、全員が逃げ切ったのを確認してから戻ってくると……。

「早く避難を！」

　お義父さんがそう叫ぶように村人へ告げていました。

「あ、やっと帰ってきた。どこ行ってたの？」

「フィロリアル様達を助けていたのですぞ」

「ああ……なるほど。気持ちはわかるけどさ、元康くんは俺達の中で一番強いんだから、もう少し考えてよ？」

　そうしてお義父さんによる村人達への避難誘導が始まりました。

　最初こそ、盾の勇者であるお義父さんに不快そうな顔をした村人でしたが、亀裂からワラワラと湧く魔物を見て青くなり、急いで避難準備をしていますぞ。

　お義父さんの指示通りに、キールとサクラちゃんが村に襲来する魔物を倒しながら村人達を守っておりますな。

「早く逃げるんだぜ！　じゃないとみんな死んじゃうぞ！　サクラちゃん！　大きな魔物がそっち行ったぞ！」

　誘導中に大型の屍食鬼が村に到達してしまいました。

　本気を出していけば、この程度の波など即座に潰つぶせるのですが、それも叶かないませんな。

　お義父さんの言い付けで、ある程度加減しているのですぞ。

「任せてー」

　サクラちゃんがフィロリアル・クイーンの姿に変わって、両方の翼に持った剣で回転するように大型の屍食鬼を三枚に下ろしました。

「凄すごい……」

　村を警護している冒険者が声をもらします。

　城からの援軍はまだですかな？

　波から出てくる魔物は数が多いので加減をしすぎると被害が増えてしまいますぞ。

　俺が魔法で一掃するかどうか考えている間にも次々とイナゴやハチ、屍食鬼がこちらになだれ込んできますな。

　錬と樹は何をしているのですかな？

　まあ、錬も樹もあまり強くないのですから、しょうがありません。

「元康くん！　絶対に近寄らせないようにがんばって！」

「わかっていますぞ！　エアストジャベリンですぞ！」

　思い切り槍やりを投とう擲てきして群がる魔物を蹴散らしますぞ。

「ブヒィイイイイ！」

　豚の悲鳴にお義父さんが振り返り、魔物に襲われそうになっている豚の方へ手をかざします。

「シールドプリスン！」

　ガツンと盾の檻おりを出現させて、お義父さんは豚を守りましたぞ。

「早く避難するんだ！　戦える者は非戦闘員を守って！」

　お義父さんの指示に村人も渋々頷きました。

　で……村人はもとより、冒険者も一緒に避難していきましたな。

「あ、あれ？」

「みんな命が惜しいのでしょうな」

「うーん……まあ、しょうがないのかな……」

「雑魚や豚が群れているよりは俺達だけの方がやりやすいですぞ」

　命の恩人である俺達を見捨てて逃げたような連中に温情などいりませんからな。

　同時に魔物に群がられたお義父さんが流星盾を展開して、弾はじき飛ばしますぞ。

　お義父さんの結界は便利ですなー。

　そう思っていると、炎の雨が俺とお義父さん目掛けて降り注ぎました。

　俺は元から強いですから痛くも痒かゆくもありません。お義父さんの方も特に外傷はなさそうですな。

「おい！　こっちには味方がいるんだぞ！」

　お義父さんが怒りを露あらわにして魔法を唱えた連中……駆けつけてきた騎士団を睨にらみつけます。

　全くですな。見ると騎士団が揃そろって魔法を唱えて火の雨を降り注がせていますな。

　できればお義父さんを亡き者にしたいというのが表情から読み取れますぞ。

　お義父さんの流星盾は、騎士団の放った火の雨など全く効果がないとばかりに形状を維持しておりますが……いい加減、奴等には身のほどを叩たたきこんでやりますかな？

　俺はもとより、キールやサクラちゃん、ユキちゃんやコウが騎士団の団長を睨みますぞ。

「ふん、盾の勇者と槍の勇者か……頑丈な奴だな」

　またお前ですか……前の周回のように炎の嵐を引き起こしてボコボコにしてやりますかな？

　そう思って魔法の詠唱をしようとすると、お義父さんが俺の手を押さえました。

　いくらお義父さんといえど、放してほしいですぞ。

　まさかこんなことをされるなんて知りませんでした。

　もしかしたら……最初の世界のお義父さんもこうして魔法の洗礼を受けたかもしれません。

　この元康、怒りではらわたが煮えくりかえりそうですぞ。

「いきなり何をするんだ！　こっちはみんなを避難させるためにがんばってるところなんだぞ！」

　キールの怒鳴り声が聞こえますぞ。

　唸うなり声を上げながらキールは騎士団長に短剣を向けております。

「盾の勇者の仲間か……汚れた亜人を引き連れるとは、やはり程度が知れるな！」

「何が汚れただ！　俺達はみんなを守るために戦ってんだ！　こっちを攻撃するなら遠慮なんてしないぞ！」

　お義父さんは燃え盛る炎をマントで散らしながら、キールに近づいて言いました。

「キールくん落ちついて。サクラちゃんも」

　スッと、サクラちゃんは素早く天使の姿になり、騎士団長の背後を取って剣を首筋に当てますぞ。

「ぬ!?　貴様！」

「返答次第じゃ横に力を入れて剣を流すよ？　綺き麗れいに頭を飛ばしてあげるー」

　あどけない様子で言っておりますが、存分に殺気を放っておりますな。

　さすがサクラちゃんですぞ。

　これで少しでも自分の立場というものを理解すればいいのですがな。

「私に剣を向けるとは死にたいようだな！」

　まるで理解していませんな。この際、頭を吹っ飛ばしてもいい気がしますぞ。

　なんて考えていると、激怒した騎士団長をお義父さんが冷たく睨みつけます。

「……敵は波から湧く化け物だろう。履き違えるな！」

　お義父さんの叱しっ責せきに騎士団の連中が顔を逸そらしましたぞ。

　まあ本当の目的は波を鎮めることではなく、お義父さんの命ですからな。

「犯罪者の勇者が何をほざく」

「なら……俺は移動するから、残りはお前達だけで相手をしてよ」

　お義父さんが波から湧き出る魔物を指差していますぞ。

　流星盾を消したお義父さんは、サクラちゃんに剣で脅されている騎士団長の胸元に手を伸ばします。

「む！　放せ無礼者！」

「ああそうだとも、俺は無礼だろうよ。礼儀を尽くすべきようなことをお前等はしていないからな。そもそも避難誘導をして、魔物を引き止めていた俺達に向かって魔法を放つのは無礼じゃないの？　なら……俺はお前を引きずって共に戦うだけだ。なに、五分間俺と共に耐久戦をすれば謝らなくていい。さあ、やろうじゃないか」

　まくし立てると、お義父さんは騎士団長を引きずって魔物の群れに歩いていこうとしますぞ。

「ああ、魔法を撃たれたが痛くも痒くもないから、そこまで怒っているわけじゃない。ただ俺が守ることしかできないとか舐なめた態度をとるなら、その守ることの大変さを身を以もって……味わわせてやる」

　おお……なんと素晴らしい。未来のお義父さんに負けず劣らずのその表情……俺は感動しました。

　普段はとても優しいお義父さんですが、ところどころでやはり逞たくましさの片へん鱗りんを見せてくださいますぞ。

　ああ、さすが未来の四聖勇者のリーダー！　お義父さんですぞ！

「は、放せ！　やめろ！」

　お義父さんはパッと手を放して騎士団長を睨みますぞ。

「盾の勇者の分際で～～～～……」

「まだ抜かすか？　いい加減にしないと波の魔物の餌にするぞ！」

　お義父さんの脅迫が功を奏したのか、騎士団長はみっともなく逃げていきました。

　はは、無様にもほどがありますぞ。

　まあこの罰は後ほど……月のない夜にでも暗殺してやりますかな？

　騎士団の中にビクッと脅おびえる者が出てきました。

　大量に出現する魔物を全て俺達が引き付けておりますからな。

　俺やキール、ユキちゃんにコウ、怠け豚も加わって辛うじて村に侵入しようとしている魔物共を押さえているのですぞ。

　その後は、増援が来たお陰で避難も完了し、手が空きましたな。

「元康くん！　こっちは大分片付いたから、波の亀裂とボスの方をお願いできる？」

「わかりました。ではユキちゃん、コウ、行きますぞ！」

「わかりましたわ！」

「新鮮な虫おいしいー」

「コウは少し食べるのを抑えてね！」

　むしゃむしゃと虫を頬ほお張ばるコウに、お義父さんが注意致しました。

　俺はユキちゃんの背に乗り、いつまでもチンタラと戦っている錬と樹の方へ向かいました。




「エアストバッシュ！」

「セカンドアロー！」

　錬と樹を見るとあまり強いスキルは使っておりませんな。

　まあ、この頃は程々の強さを持つスキルしかありませんでしたからな。

「ガアアアアアアアアア！」

　次元ノキメラ相手に錬と樹達が善戦しております。

　俺の記憶よりもダメージがないように見えますな。

　まあ、三人で挑んだのですから短い戦闘時間で済んだのですかな？

　あまり強い方の魔物ではないですから、それもありえますぞ。

「やっと来たか！　元康、お前は何をしていたんだ？」

　錬がキメラの攻撃を避よけながら駆けつけた俺に言いましたぞ。

「怠けていたのではありませんか？」

「避難誘導をしていたのですぞ。ここの近くには村がありますからな、被害を最小限に抑えねばならないのを錬や樹は知らないのですかな？」

「ふん、そんなものは城の連中に任せればいいんだ」

「ええ、僕達の目的は波を逸いち早はやく鎮めることです。それこそ、攻撃ができない尚なお文ふみさんにでも任せておけばいいのですよ」

　お義父さんがどれだけ大変なのか、まったく考えずによく言いますぞ。

　みんなを守っていたお義父さんに向かって騎士団が火の雨を降らしたことを、錬や樹は知っているのですかな？

「お義父さんの悪口はやめてほしいですぞ。お義父さんは攻撃こそできませんが、相手の動きを止めて、俺達が戦いやすいようにすることだってできるのですぞ」

　そうですな……今回のようにキメラを相手にした場合、お義父さんはどう動きますかな？

　俺の頭の中でお義父さんがどう動くかイメージしますぞ。

　まずはキメラの前足辺りを掴つかんで動きを止めるでしょう。

　次に反撃能力のある盾で相手に状態異常を付与しますかな？

　あとは俺やお姉さんなどの仲間に頼んでトドメを指示しますぞ。

　これだけで俺やお姉さんなどの仲間は避けることに意識を割く必要がなくなり、攻撃に専念できます。これがどれだけ効率に差をつけるのか……樹達はわかっているのでしょうか？

　間違いなく理解していないでしょうな。

「それに錬と樹だけでは村が滅んでしまいますぞ」

「そうなる前にボスを倒せばいい！」

「ボスを倒さなければ無限に湧くのですから、最低限の被害は我慢しなければいけませんよ！」

「フッ……これだから錬と樹は……」

　……傲ごう慢まんもここに極まれりですな。

　お義父さんと、そしてフィーロたんと約束したのですぞ。

　誠実で、皆に優しく、真の平和を手に入れると。

　それがお義父さんとフィーロたんとの約束です。己の快楽のためだけに戦うなど、以てのほか！

「なんだと？」

「文句があるなら言えばいいじゃないですか！」

「なんでもありませんぞ。言っても無駄ですからな」

　とにかく、今は少しでも早くキメラを倒すことですな。

　ですが、樹達よりも遥はるかに強いことがばれてしまうと未来の知識が役に立たなくなりますぞ。

　なので今回はスキルを使わずにいくとしましょう。

　ユキちゃん達に人差し指を立てて、加減するように指示を出しますぞ。

　俺の指示を理解してユキちゃん達は静かに頷き、キメラの注意を引くように前に立って避けられるように警戒しながら威嚇しております。

「ガアア！」

　獅子の咆ほう哮こうが轟とどろき、キメラの尻尾の蛇がこちらに狙いを定めますぞ。

　ボウッとドラゴンの頭部が火を吐き、山や羊ぎの頭が角を振りかぶります。

　俺は特にスキルを使わず、通常攻撃で何度も突きますぞ。

　その度にズブズブとキメラの毛皮を貫き、骨を砕き、目に見えてキメラが弱っていきます。

「元康！　本気でやれ！　スキルを……」

「遊びで来るなら帰ってくだ……」

　錬と樹の声が途中で止まりました。

　通常攻撃といえど、今の錬や樹よりも遥かに強いですからな。

　威力の高さに絶句しているのでしょう。

「ああ、スキルが使用できない代わりに強きょう靭じんな攻撃力を得る、あのスキルを使ったのか！」

「なるほど！　あのスキルを使ったのなら納得です」

　俺のゲーム知識でいうところのベルセルクというスキルのことを言っているのですかな？

　残念ながら使っていませんぞ。

　効率やスキルの仕様を考えると割に合いませんからな。

　俺の攻撃力は錬や樹に比べれば高すぎますぞ。現に思い切り加減してこの強さなのですからな。

　それをスキルと勘違いするとは……とんだ道化ですぞ。

　俺が使っている強化方法を教えてもどうせ信じないでしょうからな。

　今の錬と樹には通常攻撃がスキルに見えるのでしょう。

　今のはスキルではない……タダの突きだ、ですぞー！

　やがてキメラは俺の攻撃に耐えかねてバタンと倒れましたな。

　その足で俺は波の亀裂に向かって槍を突き立て、即座に亀裂を閉じさせました。

「まあ、こんなところですな」

「そうだな。今回のボスは楽勝だったな」

「ええ、これなら次の波も余裕ですね」

「そう思っているのは錬と樹だけですぞ」

「……さっきからなんなんだ！」

「言いたいことがあるならハッキリ言えばいいじゃないですか！」

　む、怒られてしまいましたな。

　次の波で苦戦し、敵に吹っ飛ばされる二人に忠告しただけなのですが。

「では素材ですな！」

　さーて、さっそくお義父さんへの手土産ができました。

　未来の俺はこの時、一番攻撃力が上がりそうな獅子の頭を切り取って武器に入れたのですな。

　ドラゴンの頭でもよかったのですが、それは錬が頑かたくなに欲したので譲ったのですぞ。

　樹は情報通を気取って山羊の頭を欲したのでしたな。

　あとは毛皮とかを適当に剥はいだのを覚えていますぞ。

「じゃあ獲物は分割ですな。獅子の頭と尻尾の蛇は頂きますぞ」

「コラ！　勝手に決めるな！」

「では別の部位がいいですかな？　ドラゴンの頭をくれるならそっちでもいいですぞ」

「いや、それは……」

　錬はドラゴンの頭を狙っていますからな。こう言えば引き下がるでしょう。

　これが未来の知識を役立てた瞬間ですな。

「なんで元康さんが一番に取っていこうとするんですか！」

「ファーストアタックは俺が取ったんだぞ！」

「ＭＶＰは俺だと思いますぞ？」

　俺の突きで見る見るキメラは弱っていきましたからな。ゆるぎない事実ですぞ。

「それにお義父さんのお陰で村は救われたのですから、分け前は頂くのですぞ」

「ちょっと待て。尚文は村人を守っていただけだろ」

「猪いのししのように突っ込むことしかできない錬と樹では村を守ることはできませんからな」

「なんですって！」

「実際、騎士団が来る頃には避難はほとんど終わっていましたからな。もしもお義父さんがいなければあの村は壊滅していたでしょうな」

「……なに？」

「そもそも騎士団は、お義父さんやその仲間、そして俺達に炎の雨を降らせましたからな」

「……それは本当なのか？」

　俺が頷くと、錬は直前まで不快そうにしていた顔を思考に耽ふけるような表情に変えました。

　やがて、落ち着いた声で錬は言いました。

「まあ、尻尾はハズレ素材だしな。元康の活躍も見て……いいか」

　と、錬は妥協したようです。

　しかし、対照的に樹は顔を真っ赤にして俺に突っかかってきますぞ。

「そんなことを国がするはずがないじゃないですか！　適当なことを言わないでください！」

「どちらにしても尚文にも素材は回すべきだろ？　実際、村を守ったのは尚文と元康だ。それで助かった人もいるだろう。それとも樹は独り占めしたいのか？」

「くっ……わかりました。欲しい部位があるので譲りましょう」

「では頂いていきますぞー！　ハアッ！」

　俺は颯さっ爽そうとキメラの獅子の首のところに槍を突き刺してスパッと頭を切り取り、尻尾の蛇も同様に手に入れましたぞ。

「ではユキちゃん、コウ。お義父さんに獅子の頭を届けに行きますぞー！」

「はーいですわ！」

「はーい！　わっせわっせ！」

　俺が尻尾の蛇を槍に入れると、キメラヴァイパースピアという武器が項目に増えました。

　毒効果のある槍のようですな。性能は思いのほか悪くはないですが、今は必要ないですぞ。

　あとで解放しておきましょう。

「は、早い……」

「一薙なぎで頭を切り落としましたよ!?」

　錬が自分の剣と立ち去る俺を交互に見ながら樹と話をしております。

　今はお義父さんに素材を届けるのが先決ですぞ。

「さあ！　行きますぞー」

　こうして俺達の最初の波は問題なく終わりました。

　お義父さんがサクラちゃんとキール、怠け豚と共に波から出た魔物の残党を倒しております。

　騎士団の連中もまだ戦っている最中のようですな。

　すぐに魔物の殲せん滅めつも終わると思いますぞ。

「お義父さん、お土産ですぞ」

「ああ、倒してくれたんだ？　これで戦いが楽になる……ね。ってデッカ！　大きなライオンの頭？」

「キメラの頭ですぞ。ささ、お義父さん、盾にお収めくださいですぞ」

「う、うん。ありがとう、元康くん」












　ユキちゃん達に運んでもらった獅子の頭をお義父さんは盾に入れました。

　これでお義父さんは程々に優秀な盾が解放されると思いますぞ。

「あ、これ……前提にキメラの素材の盾を複数解放しなきゃいけないみたいだね」

「そちらの素材も多少は持ってきました」

「何から何までありがとう。元康くんは？」

「既に解放させているので問題ないですぞ」

　これでお義父さんとお揃いですな。

　キメラライオンスピアでしたかな？　程々に優秀な槍だったのを覚えていますぞ。

　まあ、今の槍とは大きく攻撃力に差がありますがな。








七話　矛盾の再来






「どうにか波を乗り越えることができたね」

「楽勝だったぜ！　余計な連中の茶々さえなければ、もっと楽だったと思うぜ」

「うん、サクラもそう思う」

　キールやサクラちゃんをはじめユキちゃんやコウも頷うなずいております。

　そうですな。今回は大成功と言えるでしょう。

「まあまあ、これもまだ始まったばかりなんだから……元もと康やすくんの話だと、これから波はどんどん厳しくなるんだよ？　油断しちゃダメだからね」

「「はーい」」

　などと話をしていると錬れんと樹いつきの方へ行っていた騎士団長が大きな声で宣言する。

「よくやった勇者諸君。今回の波を乗り越えた勇者一行のために、王様が宴うたげを開かれるとのことだ。報酬も与えるので来てほしい」

　お義と父うさんへの嫌がらせのために招待するくせに、よく言いますな。

　ですが、もらえるものはもらっておいた方がいいでしょう。

　手切れ金になるでしょうが、銀貨五○○枚は馬鹿にはできませんからな。

　まあ、シルトヴェルトで手に入る金銭や装備に比べれば、微々たるものではありますが。

　武器の強化方法には直接金を使うものがあるので、あって損ではないでしょう。

「波は上う手まくいったけど、本番は……今夜になるのかな？　でも元康くんがこっちについているんだし、何も起こらなければいいんだけど……」

　不安を隠しきれないようにお義父さんが俺にポツリと呟つぶやきました。

　そうですな……何もなければいいでしょうが、クズと赤豚のことですから何か仕出かす可能性はゼロではありません。

　ですが、奴等の策を無理に潰つぶせば、流れが変わってしまいますぞ。

　なに、今のお義父さんは最初の世界よりも遥はるかにＬｖが上がっているはず。

　ちょっとのことではやられません。

　ましてや俺も一緒にいるのですから奴等の思う通りにはさせませんぞ。

「あ、あの」

　避難していたリユート村の人達が、俺達に話しかけてきましたな。

「何？　俺達に何か用？」

　気さくにお義父さんは答えますぞ。

「ありがとうございました。あなた達がいなかったら、みんな危なかったと思います」

「ど、どう致しまして。怪我人は出ていない？　何なら余った薬を提供するけど？」

「大丈夫です。特に死傷者は出ず……村も無事に済みました。盾と槍やりの勇者様一行のお陰です」

「そ、そう？　それならよかった」

「はい、ありがとうございます！」

　深く頭を下げた村の連中はそれぞれ自宅に帰っていったようですぞ。

　その様子は安あん堵どの一言でしたな。

　大きな損害はないですが、若干魔物に被害を受けた建物がありますな。

　……最初の世界のリユート村よりは被害は小さいかと思いますぞ。

　とにかく、どうにか最小限の被害で守りきれました。

　やはりお義父さんのやったことは素晴らしいですな。

　あの時のお義父さんはお姉さんと二人で守っていたのですぞ。

　俺を含めてやっと守りきれた村を二人で、あの程度の被害に抑えたとなると、その手腕の凄すごさが窺うかがえますな。

「じゃあ、城の方へ帰ろうか。今夜はご馳ち走そうらしいからみんな楽しみにね」

「わーい！　ごっちそー！」

「サクラ楽しみー」

「みんな、はしたないですわ」

「ユキは楽しみじゃないの？　コウは今にも涎よだれが出てくるー。キールくんみたいなのが出てこないかなー」

「俺は食いもんじゃねえって言ってんだろ！　出てきたらこえーよ！」

「ブー……」

　そういえば怠け豚もいましたな。どこで何をしていたのでしょうか。

　まさか波までサボっていたわけではないでしょうな？　だとしたらぶっ飛ばしてやりますぞ。

「うん、エレナさんの避難誘導は効率がよかったね」

「ブー……」

「的確な指示ではありましたわ」

「エレナ姉ちゃん全然戦ってなかったけどな」

　む、そうだったのですか。しょうがありませんな。

　お義父さんがそう言うのですから、少しだけ評価を上げてやることにしましょう。

　などと考えながら、引き上げる騎士団の後を一抹の不安を抱きつつ、お義父さんと共に俺達も続いたのです。




「いやあ！　さすが勇者だ。前回の被害とは雲泥の差にワシも驚きを隠せんぞ！」

　夜になってから城の会場でクズが喜びの演説をして、宴は開かれました。

　前回の被害とは雲泥の差ですとな。

　俺もキールやお姉さん、村の奴隷達から口伝えでしか知りませんが相当の被害者が出たそうです。

　ちなみに今回の被害者は俺とお義父さん達の活躍でほぼゼロだそうですぞ。

　まあ、ここで俺達の活躍であると宣言しても流されると踏んで、お義父さんは俺に黙っているように頼んできましたがな。

　最初から理由がわかっていれば苛いら立だちもしない、とはお義父さんの弁ですぞ。

　さすがですな。ここにいるのは食費を浮かすためなのですぞ。

「わぁ！　いっただきまーす！」

　キール達がバイキング形式で並んでいる食事に駆け寄って、各々皿に盛っては掻かっ込むように平らげていきますぞ。

　凄い食欲ですな。成長期のフィロリアル様にも匹敵しますぞ。

「みんなよく食べるねー」

「兄ちゃんの料理には劣るな。明日は兄ちゃんが作ってよ」

「はいはい」

「サクラもー」

「コウもー……このソースをキールくんに掛けて舐なめたい」

「どこまで俺を食おうとすれば気が済むんだ！　絶対に俺は負けねーぞ！」

　キールがコウにワンワンと吠ほえますぞ。

　既にコウはキールにソースを振りかけて舌舐めずりしていますぞ。

「コラコラ、コウはキールくんを狙うのはもうやめてね」

「えー……じゃあキールくんが増えたら一匹ちょうだい」

「いや……増えても食べちゃダメだよ……」

「俺を増やすってどうするつもりだ！」

　なんとも微笑ほほえましい光景ですぞ。見ていると楽しくなってきますな。

　お義父さんがキールやユキちゃん、コウの面倒を見ている姿は心が洗われますぞ。

　サクラちゃんも輪に加わって食事を楽しんでおられますな。

　ただ、周りの連中は白い目で俺達を見ていますがな。

　まったく……誰が一番活躍したかわかっていないみたいですな？

　さて……こんな呑のん気きな時間が流れておりますが、そろそろ俺が赤豚とクズに騙だまされてお義父さんに詰め寄った頃ですぞ。

　おや、不快そうな表情の樹がこちらに向かって歩いてきますぞ。

　まったく……やはり俺がやらないと樹がやるのですな。

　どうしますかな？　このまま黙っていることはできないので、俺が前に出ますぞ。

「樹、どうしたのですかな？」

「どいてください。僕は尚なお文ふみさんに用があるのです」

「だから何の用ですかな？　俺が受けますぞ」

「元康さん、貴方あなたじゃ話になりません！」

　無理やり俺をどかそうとしますが、樹程度の強さでは俺をどかすことなど不可能ですぞ。

　お義父さんが何事かと俺の方へ駆け寄ってきます。

　そして、樹の表情を見て、全てを理解したように頷きました。

「どうしたの？」

「どうしたのではありません！」

　樹がお義父さんを指差しました。

「聞きましたよ！　尚文さん……いえ、尚文！　貴様が仲間だと言った者達は奴隷だということを！」

「……そうだけど？」

　樹の声にキールやサクラちゃん、ユキちゃん、コウがこちらを見ました。

　怠け豚は……我関せずと人混みに紛れて部外者のフリをしているようですな。

　そしてお義父さんは樹に対して、なにを言っているんだ？　とでも言いたげな、演技の入った顔をしました。

　事前にこうなる可能性については話していたので、そんなに驚いている様子はありません。

「認めましたね！」

　勝利は我にありと言わんばかりに樹が確信に満ちた表情で言い放ちます。

　そんな樹とは対照的に、呆あきれ顔でお義父さんは言葉を紡ぎました。

「正確にはキールくんは奴隷、サクラちゃんとユキちゃん、コウは魔物だよ？　それがどうしたの？」

「な……何を当たり前のように言っているのですか！」

「何かおかしなことを言った？　まあ人聞きは悪いけど、この国の法律には反していない。この国で活動するためには──」

　お義父さんの返答よりも早く樹がまくし立てるように続けますぞ。

「人を隷属させ、戦いたくもない戦場に無理やり行かせて死闘をさせるなんて、勇者の風上にも置けません！　今すぐ彼らを解放しなさい！　じゃないと許しませんよ」

「何言ってんだ！　俺達は好きで兄ちゃんと一緒に戦ってんだ！」

　樹の言葉にキールが間に入ってきて、反論しますぞ。

　しかし樹は聞く耳を持たないようですな。

「そう言わないと死ぬように奴隷紋という紋様で操作されているのはわかっています。安心してください。僕が貴方達を救ってあげますよ」

「はぁ……何を言うかと思えば、勇者が奴隷を使っちゃいけない？　この国じゃ亜人はみんな奴隷みたいな形でしか認められていないんだよ。例外は冒険者だけど、この国じゃ亜人の冒険者は活動しづらいし、認められていた地域は最初の波で潰されている。それも……この国の騎士団にね！」

　お義父さんの返答など耳に入らないかのように樹は睨にらみつけています。

　騒ぎを聞きつけて赤豚とクズが半笑いで近づいてきますな。

　おそらく、樹に余計なことを囁ささやいたのでしょう。

「このキールくんだって、この国の連中に無理やり奴隷に落とされたって聞いたよ」

「そうだぜ！　国の連中は再興しようとしていた大人達を皆殺しにして、戦えない女の人や子供をみんな連れていったんだ！」

　キールの言うことは真実ですぞ。

　ですが樹は最初に聞いた赤豚とクズの話を信じているのか、表情一つ変えません。

　おそらく、無理やり言わせられていると思い込んでいるのでしょう。

　昔の俺のように。

「樹、ここは異世界なんだ。郷にいれば郷に従って、奴隷が存在するのはしょうがないことなんだ」

「しょうがないことですって？　いいえ、しょうがなくなんかありません！　尚文！　貴方は間違っている！」

「そうだね。俺は間違っているね。そこは否定しないよ。普通の日本なら樹の言葉は正しい。だけどここは異世界の、亜人を奴隷にすることを認めている国だ」

　と、お義父さんが仰おっしゃっているのに樹は一歩も譲らないと言いたげな表情をしておりますぞ。

　お義父さんのお言葉、胸に響きますな。

　俺は霊亀の一件で決して許されない敗北をしてしまいました。

　当然の報いとして人々に糾弾されましたが、それでも今ここに生きていますぞ。

　最初の世界の錬や樹も俺と同様な目にあったでしょう。

　ですがお義父さんはそんな俺達を許してくれたのですぞ。

　極論すれば、それは正しいことではありません。

　なんせ、多くの人々を犠牲にしてしまったのですからな。

　ですがお義父さんは、俺達の中にある勇者の力を必要として生かしてくれました。

　今、樹が行っているようにお義父さんを何度も追い詰めたのに、です。

　そう、世の中、正しいことだけでは回っていないのですぞ。

　フィーロたんと約束したこととは少々矛盾しますが、多くの人々を救うには、綺き麗れい事ごとだけでは実現不可能なのですぞ。そんな大事なことを、お義父さんは行動で示すことで俺に教えてくれました。

「イツキ殿の話は聞かせてもらった！」

　大声でそう言いながら、クズが人垣を割って堂々とやってきました。

　おそらく樹を焚たきつけたくせによく言いますぞ。

　嫌がらせにだけは知恵が回りますな。今すぐ殺してやりますかな？

　いや、それでは大きく未来が変わってしまいますぞ。

「勇者ともあろう者が奴隷を使っているとは……噂うわさでしか聞いていなかったが、イツキ殿が不服というのならワシが命ずる。決闘せよ！」

「……はぁ」

　お義父さんが呆れたような表情を浮かべています。

　盾の勇者に決闘などとは……愚かにもほどがありますな。

　まあ最初の世界では俺がやっていたわけですが、今考えると自分をぶん殴りたくなりますぞ。

　事前に起こった出来事を知っていたからか、溜ため息いきが深いですな。

「イツキ殿が勝てば盾の勇者の奴隷は全て解放、盾の勇者が勝てば不問に処す」

「……話にならないと思うけど？」

「どこがですか！　正義が証明されるのですよ」

「正義、ねぇ……俺に戦うメリットがないし、俺の攻撃の手段が乏しいことを樹は理解してる？」

「メリットなら十分あるじゃないですか。好き勝手に奴隷を使役する権利ですよ」

「元からある権利を、お前が褒美のように授ける意味をよく考えろよ」

　ザ☆無意味ですな。

　既に持っているのに、偉そうにクズから許可されるのはイラッとするでしょう。

　俺もはらわたが煮えくりかえりそうですぞ。

「では俺がお義父さんの代わりに樹の相手をしますかな？　俺はお義父さんの奴隷のような存在ですぞ」

　そう、俺は愛の狩人にして愛の奴隷。フィーロたんの命令ならばどんなことも叶かなえてみせますぞ。

　そしてフィーロたんのお義父さんの命令ならば、フィーロたんの命令と同じ。

「俺は元康くんを奴隷だと思ったことは一度もないよ……」

「ありがとうございます！　ですが、俺はお義父さんのためにも生きる愛の狩人ですからな。同時に愛の奴隷だと思ってくださればいいですぞ」

「いや、言っている意味がまったくわからないんだけど」

「どちらにしても、お義父さんの仲間である俺が代理として樹と戦うなら問題ないですな？」

　樹など、雑魚も同然。死なないように加減する方が難しいですぞ。

　樹も俺の攻撃で地面に這はいつくばれば敗北を認めるでしょう。

「なぜ槍の勇者殿が盾の勇者殿の決闘を代わるのじゃ？　許可など出せるはずもない！」

「そうです！　これは僕と尚文の決闘なんです！　勝手に代わらないでください！」

　さすがに本気でイラッとしますな。

　この際、お義父さんには悪いですが、樹をぶち殺しますかな？

　それではループしてしまいますな。では死なない程度に手足を切り飛ばしてやりますかな？

　回復魔法で回復できる程度にしておけば、その愚かさを心に刻むでしょう。

「放せよ！　ふざけんな！　兄ちゃん！」

　城の兵士達がキールやサクラちゃん、ユキちゃんやコウを取り押さえようとしていますぞ。

「この、大人しくし──うわぁ！　コイツ！」

　キールは掴つかみかかった兵士を投げ飛ばし、お義父さんのもとへ駆け寄りました。

「兄ちゃんをいじめるつもりだな！　絶対に許さないぞ！」

「いや、キールくん……いじめって……」

　ガルルルと、キールが全身から殺気を放って唸うなりますぞ。

　同様にサクラちゃんも剣を引き抜き、ユキちゃん達も臨戦態勢に入りました。

「王であるワシに歯向かう気か？　所しょ詮せんは盾の配下ということだな？　いや、奴隷紋には主あるじの気にいることしか喋しゃべれないというものもある。ただちに解くために魔法使いを呼べい！」

　そこでパンとお義父さんが強く手を叩たたいて、注目を集めますぞ。

「……わかったよ。俺と樹が一騎打ちすればいいんでしょ？」

「誰が一騎打ちと言ったのじゃ？　盾の勇者対イツキ殿一行の勝負じゃ！　ワシの言うことは絶対！　従わねば無理やりにでも盾の勇者の奴隷を没収するまで」

　……お義父さんが完全に呆れたような表情をしました。

　一人対多数とは……どれだけ愚かなことを言えば気が済むのですかな？

　前回のお義父さんとの約束を反ほ故ごにしてしまいますが、このような暴挙を黙って見ているなど、俺にはできませんぞ。

　よし、今すぐにクズを殺してしまいましょう。

　と、槍に力を込めようとしたところで樹がクズを遮って言いました。

「それはあまりにも卑ひ怯きょうです！　一騎打ちに決まってるではありませんか！」

「何をしているんだ！」

　今頃になって錬が輪に入ってきました。

　最初の世界では決闘が終わってからだったはずですが……国に対して疑心を抱かせた影響が出ているのでしょうか？　では、とりあえず状況を説明しておきましょう。

　こちらが有利になる話を……真実を話すだけで有利になりそうですな。

「お義父さんが奴隷を使役していることを不服に思った樹が文句を言ったら、王が無理やり決闘させようとしているのですぞ」

「奴隷？　尚文は奴隷を使役しているのか？　もしかして仲間全て奴隷なのか？」

　何を今更そんなことを言っているのですかな？

　錬はキールに目を向けますぞ。

「あまり見ていたわけじゃないが、仲良さそうだから仲間だと思っていた」

「俺は兄ちゃんの奴隷だけど、尊敬する勇者だと思ってんだ！　お前等のような連中とは全然違うぞ！」

「……」

　錬が冷たい目でクズと樹を見つめ始めました。

　このままでは騒ぎが大きくなってしまいますな。

「それでお義父さんが樹のわがままに譲歩して一騎打ちを受けると言ったら、王が一騎打ちではなくお義父さん対樹一行の勝負だと命令したのですぞ」

「はぁ!?　それはあまりにも不公平だろ！」

「そうです！　尚文程度、僕一人で十分です」

　さすがに樹を優遇しすぎましたな。状況の悪さを理解したクズが汗を拭ぬぐって取り繕いました。

「言い間違えたのじゃ。では弓の勇者であるイツキ殿対盾の勇者の決闘をここに宣言する」

　まあ、それでも錬の不信感は拭いきれていませんがな。

　キールやサクラちゃんを押さえつけられないことを察した国の連中が大人しく引き下がりますぞ。

「兄ちゃん！　大丈夫なのか？」

「そうですぞ」

　俺はお義父さんに近づいて尋ねました。

「ここは既に本来の歴史に近いですが、まったく違う状況ですぞ。大丈夫ですかな？」

　真実から遠かった樹と錬も、未来よりも真実に近いのですぞ。

　……樹は自分の信じた正義を貫き、錬は国への疑いを強めている状況ではありますが。

「本来ならキールくんやサクラちゃんが参加してくれた方がいいんだけど……どうも国の連中は俺が負けるところを見て楽しみたいんだろうね。ここで話に乗らなきゃ何を仕出かすかわからない」

「まさかワザと負けるのですかな？」

　いくら強くてもお義父さんの攻撃手段が乏しいという事実は変わりませんぞ。

　キール達が、奴隷紋を解除されてもついていくと言えば事は収まりそうですが。

　懐かしいですな。最初の世界を思い出しますぞ。

　お姉さんの奴隷紋を解除したあの時、お姉さんはとても気高く、愚かな俺の手を払いのけました。

　今のキール達もあの時と同じく……樹の傲ごう慢まんな救いの手を払いのけるでしょう。

　お義父さんは俺の質問に首を横に振って不快そうに樹を見ております。

「大丈夫、秘策がないわけじゃないんだ。攻撃手段が乏しいからって勝てる手段がないわけじゃない。樹にはそのことを……その身を以もって味わわせてやりたいんだ。俺を罠わなに掛ける片棒を担いでいるし、いい加減あの態度にはムカついてきてるからさ」

「でも……」

　心配そうに鳴くキールとサクラちゃんの頭を撫なでてお義父さんは微笑みました。

「心配しないで、大丈夫……絶対に勝ってくるよ」

　お義父さんと樹が城の中庭に出て、観客が集まる輪の真ん中で対峙しますぞ。

　お義父さんが装備している盾はなんですかな？

　見た感じだと棘とげの付いた盾ですな……あれはシルトヴェルトで手に入れた盾ですかな？

　まあ、あの程度なら怪しまれませんか。

　何をするのでしょう？　ありえるのは反撃効果だけで樹の体力を削りきる、とかでしょうか。

　まだお義父さんは魔法を習得できていません。

　回復手段として薬の使用は……おそらく認められないでしょう。

　公開処刑に等しい……過去の俺が犯した蛮行が目の前で再現されようとしています。

　胸が張り裂けそうな思いですぞ。

「では、これより弓の勇者と盾の勇者の決闘を開始する！　勝敗の決定はトドメを刺す寸前まで追い詰めるか、敗北を認めること」

　手首が上手く回るか試し、指を鳴らしつつ、お義父さんは構えますぞ。

　ああ……今すぐにでもお義父さんの前に立って守りたい衝動にかられますが、お義父さんが大丈夫だと言うのです。俺は黙って見つめることしかできません。

「尚文さんと戦っても弱い者いじめになりそうですが、正義のためです。早めに負けを認めることを勧めますよ」

「樹に教えてやるよ。大抵のネットゲームで、タンク職と言われるのは対人じゃそれなりに強いんだ。攻撃できない盾の恐ろしさを、お前に叩きこんでやる」

　お義父さんはネットゲーム経験は俺や錬よりも遥かにあるかもしれませんぞ。

　何せ、あるゲームのサーバー内で三位の大手ギルドの運営に関わっていたそうですからな。

　それだけではありません。センスの面でもですぞ。

「では──」

　もちろん、この世界はルールが違うのでしょう。

　ですが、柔軟に対応することのできる器をお義父さんは持っておられるのです。

　現に盾職が負け職であると思っていた俺達でしたが、一番強いのはお義父さんでした。

　ですから、一抹の不安はありますが俺はお義父さんが勝つ未来を信じております。

「勝負！」

　そう、審判が叫びました。








八話　バッドステータス






「うおおおおおおおおおおおおお！」

「はぁああああああああああああああ！」

　お義と父うさんが盾を前に向けながら樹いつきに向けて駆けだします。

　合わせて樹はスキルでバックステップをしながら弓で矢を放ちました。

　矢が一直線にお義父さん目掛けて飛んでいきますが、お義父さんは片手で矢を掴つかんで止めました。

「なに!?」

　樹が驚きょう愕がくの表情で声を出しました。

　ですが、即座に立て直して続けざまに矢を何度も放ちます。

　数が多く、さすがのお義父さんも捌さばききれないようですぞ。

「エアストシールド！」

　お義父さんは命中する前にエアストシールドで盾を出して矢を弾はじきました。

　遠距離攻撃がメインの樹と他者を守ることが仕事のお義父さんでは本来の役割が違いますぞ。

　お義父さんの攻撃は通常では樹に蚊ほどの傷すら負わせられないでしょう。

　ですが、お義父さんは俺と戦った時でさえ、いろんな手段であれこれと攻撃をしてきました。

　バルーンなどをマントの下に隠して俺に噛かみつかせたのですな。

　ネットゲーム用語ではモンスタープレイヤーキラーに該当する行為ですが、対人の攻撃手段のないお義父さんにはぴったりの攻撃でしたでしょう。

　アレは本当に秀逸な攻撃手段でした。今にして思うと称賛に値しますぞ。

　ですが今回のお義父さんはマントの下にそのようなモノは隠していないご様子。

　何を……するのか、この元もと康やす、お義父さんの知恵に興味津々ですぞ。

「逃げながら矢を放つことしかできないのか？　芋だな。コンシューマーゲームだったら良い攻撃なのかもしれないが、程度が知れるぞ、樹」

　芋……聞き覚えがあるような気がしますぞ。

　ネットゲームの中には銃撃戦を楽しむものがあったと思います。

　その銃撃戦のゲームで、前面に出ず後方で狙撃ばかりしている奴を呼ぶ蔑称だったかと。

「言いましたね！　これでも喰くらいなさい！　バンカーショット！」

　お義父さんの挑発に怒りを露あらわにした樹が、距離を詰めてお義父さんの胸目掛けてスキルを放ちました。

　近ければ近いほど威力が増すというスキルでしたかな？

　まあ、樹のプレイスタイルからして滅多に使うスキルではないのでしょう。

　初期のスキルでしょうな。近づかれた時に緊急で使うものだと推測できますぞ。

　俺が知っているゲームの中のスキルでは特化型のステータスにすれば程々に強いといわれるスキルでしたが、弓系の職業でそれをするくらいなら近接職をやれと言われていましたな。

　しかし、弓でソロならば取得してもいいスキルといえるでしょう。

　まあ俺達勇者は装備さえ解放すればいつでも使えますが。

　最初の世界では全く使わなかった死にスキルですぞ。

　ドスンとお義父さん目掛けて衝撃が発生しました。

「……ふむ。耐えられなくはないな」

　平然とした表情でお義父さんは樹の攻撃を受け止めましたな。

「な……傷一つ、付いていない!?」

　笑みを浮かべていた樹が驚愕の表情をしました。

　今のお義父さんと樹では、月とスッポンくらい強さに差がありますからな。

　何せ俺が教えた強化方法を全て実践なさっているのですぞ。

　それに、強化を怠っている樹では四聖の強化方法を全て習得していても敵かないませんな。

「次は……こちらの番だ」

「尚なお文ふみに何ができると思っているのですか！」

　ガシッとお義父さんが樹の胸倉を掴み、樹に盾を向けますぞ。

　するとお義父さんの盾に付いた棘とげが鋭く尖とがって、樹に突き刺さりました。

「ぐ……」

　ですが、深く突き刺さることはありません。せいぜい微弱なダメージが入った程度でしょうな。

「う……これは……」

　樹は目眩めまいがするように頭に手を当てていますな。

　そのままお義父さんは樹を押し倒し、動けないように拘束しました。

　関節技ではなく、あくまで上から乗っかる形ですが、樹は起き上がれず、何もできないようですな。

　これには見覚えがありますぞ。アレは俺にもした攻撃ですな。

　俺の顔と股間に執しつ拗ような攻撃をしようとしていたお義父さんの策略……ああ、なんか興奮してきたような気がするのは気の所せ為いですな。

　お義父さんの勇姿が、この元康、涙で見えませんぞ。

「さて、ここで降参するならやめてあげるけど？」

「だ、誰が降参なんてするものですか！」

「そうか……じゃあ樹、お前が降参するまで俺はお前を組み伏すだけだ」

「ふ、ふん。尚文が何をしたって僕の勝利は揺るぎません！」

「いつまで言っていられるか」

　お義父さん目掛けて樹が何度かスキルを放とうとしますが、体勢の関係で何もできないようですぞ。

　俺もこの時はそうでしたな。

　力技で圧のし掛かりを外そうにもお義父さんは意外と力が強くて俺は何もできませんでした。

　一見すると、お義父さんが圧し掛かって勝負が長引くような気配がありますが……違うでしょうな。

「う……く……」

　徐々に抵抗する樹の動きが鈍くなってきていますぞ。

「おっと、今の君に魔法が使えるのかな？　ま、この反撃効果で魔法も無効化したみたいだけどね」

　樹が意識を集中させて何か魔法を唱えようとするのを、お義父さんは手で口を押さえ、同時に暴れる樹を再度盾で反撃して意識の集中を阻害します。

　おそらくはお義父さんが使っている盾からは毒か麻ま痺ひ、沈黙の追加効果が発生しているのですな。

　あとは毒が樹の体力をジワリジワリと削り、麻痺か沈黙で抵抗することすらできなくなる。

　なんと……もしもお義父さんが俺と戦った時にその類たぐいの盾を所持していたら、赤豚の不正行為がなくても俺は完全に敗北していたのでしょう。

　犬の頭をした盾に噛みつかれたような覚えがありますが、それよりも凶悪ですな。

　これが盾の勇者の戦い方……実に素晴らしい。お義父さんの勇姿に涙が止まりませんぞ。

　最初の世界のお義父さんのような創意工夫が感じられます。

「槍やりの兄ちゃん、さっきから気持ち悪い泣き方すんのやめろよ」

「感情が豊かなのですわ。元康様はナオフミ様の勇姿に感激しているのですわ」

「気持ちはわかるけどなー。兄ちゃんすげー！」

　樹の動きが徐々に鈍くなり、これで勝負がつくと思った矢先。

　バスッという音と共にお義父さんのマントが不自然に揺れました。

　いや、揺れる前から何が起こったのかは誰の目にも明らかでしたが。

　やはり観衆に紛れて赤豚が、風の魔法ウイングブロウをお義父さん目掛けて放ちました。

　ですが今回のお義父さんは、俺の時のようにＬｖも装備もギリギリという状態ではありませんからな。

　命中したのは理解しましたが仰のけ反ぞることはありません。

　お義父さんは完全に無傷。

　飛んできた魔法に気付いて不快そうに赤豚を睨にらみつけましたぞ。

　審判は完全に見て見ぬふりをしていますな。

　いや、効果がないのでうろたえているようにも見えますぞ。

「あ、ずっりー！」

　キールが赤豚を指差したと同時ですぞ。

「皆の者、弓の勇者殿を盾から救うのじゃ！」

　クズが命令すると同時に、観衆の周りにいた魔法使いが魔法の詠唱を始めました。

「な……ふざけんな！」

　各々の魔法使いがお義父さんに魔法を放ちますぞ。

　火や風、土、水、雷、光……様々な魔法がお義父さんへと飛んでいきます。

　しかし命中する瞬間……。

「流星盾！」

「うわ──」

　樹がお義父さんの放った流星盾に押し潰つぶされて完全に動けなくなっていますぞ。

　魔法使い共の魔法はお義父さんの作り出した結界に命中して煙を発生させていますな。

「おい！」

　少し離れたところで見ていた錬れんがクズと赤豚に駆け寄りますぞ。

　ここは印象の悪い俺が出るよりも錬に詰め寄ってもらった方がいいでしょうな。

　己の行動が原因でなにもかもが悪く転がる恐怖を味わわせてやりますぞ。

「何をやっているんだ！　正々堂々の一騎打ちに、なぜ姫や城の魔法使いが尚文を攻撃する！」

「盾の勇者は毒という卑劣な攻撃を使った。であるからしてこの勝負はイツキ殿の勝利に決まっているのじゃ！」

「毒攻撃も立派な戦略だろ！　じゃなきゃ攻撃手段の乏しい尚文が勝利する可能性なんてないに等しいじゃないか！」

　錬が剣を抜いて即座に戦えるようにクズと赤豚を睨みました。

「今すぐ尚文への攻撃をやめさせるんだ。この勝負はお前等の所為で誰がどう見ても尚文の勝利だ！」

「じゃが盾の勇者は不正な方法で弓の勇者殿の動きを阻害した！　それでは正当な決闘にはならん！」

「そんなルール最初に提示してないだろ！　お前等の決闘とはこんなふざけた茶番のことなのか！」

　さすがの錬も怒りを隠さずに叫んでおりますぞ。

「ブー！」

　赤豚が涙目で錬に詰め寄りますぞ。

　ですが、錬は赤豚に剣を向けて近寄るなと警告していますな。

「いくらなんでも限度を知れ。卑ひ怯きょうにも観衆に紛れて魔法を放ち、挙句誤解？　無理があるだろ！」

「ブブブブブ……」

「助けてくれた樹が負けそうになっている姿にいたたまらなくて……と仰おっしゃっていますわ」

　ユキちゃんが赤豚の台詞がわからない俺に翻訳してくださいますぞ。

「そうだとしてもこれはない！　姫なら今すぐやめさせろ！　お前等の所為で樹は負けたんだ！」

　赤豚が糾弾されると、クズがものすごく不快そうに手を挙げて魔法使いに攻撃をやめさせますぞ。

　樹はお義父さんの放った流星盾に押さえられて、動くこともままならないようですな。

「驚いた……で？　今回の勝負は俺の勝ちでいいのかな？」

「ま、まだ……僕は……負けてなんていません」

「その状態でよく言えるね。さすがは勇者ってことなのかな？」

「残念だが、姫と王の所為で負けだ。それにそのままだと毒でどっちみちダウンだろ」

　錬は樹にそう告げました。

「く……う……」

　ぐったりした樹が、完全に意識を失ったようですな。

　お義父さんは樹が戦闘継続不可能と判断してから動き、樹を自由にさせました。

　国の魔法使いと兵士が樹に駆けよって回復と解毒の魔法を使いましたな。

「これでいいでしょ？」

「ぐぬ……」

「ブブ……」

　クズと赤豚が悔しげに呻うめきました。錬も疑いの眼差しを強めていますぞ。

　さすがにこれ以上の暴論は疑いを強めすぎますぞ。既に手遅れなような気もしますがな。

　辺りの空気はとても悪くなっている様子ですな。

「樹の意識が戻ったらちゃんと言い聞かせるんだ。お前は尚文に負けたんだ。それに尚文の奴隷も尚文を本当に慕っているようだから無理に引き離そうとするんじゃない」

　この中では錬が一番発言力があるようですからな。俺が出るまでもないでしょう。

「やったな、兄ちゃん！」

「やったね。サクラもナオフミを助けたかった」

「ありがとう。キールくん、サクラちゃん」

　お義父さんはキールとサクラちゃんに礼を言ってから俺に声を掛けました。

　これ以上、ここにいる必要はありませんな。

　お義父さんは立ち去る途中でクズと赤豚に向けて不敵にニヤリと笑ってみせました。

　そう……お前等の策略は悪い結果で終わったのですぞ。

「まったく、どうしてあの様子を見て無理やり戦わされていると思ったのか……」

　先ほどの戦いを興奮気味に称賛するキールを見て、錬がお義父さんとキールの仲の良さを認識したようですな。

「樹はかなり正義感が強いようだが、現実を無視する傾向があるな……」

「そうでしょうとも」

「元康は……」

　錬が何やら視線を逸そらしていますぞ。俺に何か言いたいことでもあるのですかな？

「尚文」

「ん？」

「弱い盾職ではあったが、善戦したと思う。あんな風に戦えるとは思わなかった。よくがんばったな」

「え、あ……うん」

「それに比べて樹は精進が足りないな……盾職にも負けるとは」

　錬が続ける言葉に、お義父さんが若干イラッとしたように眉を寄せました。

「兄ちゃんは強いんだぞ！」

「うん、ナオフミは強い」

　キールとサクラちゃんが錬に抗議しますが、お義父さんが止めますぞ。

　余計な騒ぎはもうごめんという感じですな。

「パーティーも白けちゃったし、帰ろうか」

「そうですな。では明日、城にまた来ますぞ」

　城内に残ったら、このあとに何をされるかわかったものではありませんからな。

　俺達は颯さっ爽そうと、お義父さんに負けて白けたムードを醸し出す会場をあとにしましたぞ。

　その後、不機嫌なクズと赤豚がずいぶん暴れたそうですが、知りませんな。








九話　不公平






　城の外の宿で休んだ俺達は、翌朝、城の門をくぐりました。

　玉座の間に案内されて、クズがやってくるのを待ちますぞ。

「このままでは奴隷廃止ができない……」

　樹いつきは昨夜お義と父うさんに負けた事実を根に持って、本当は負けていないとグチグチ呟つぶやいていますな。

　なんでもお義父さんの話では、樹が勝った場合、奴隷廃止の方向へ持っていく予定だったんじゃないか、とのこと。

　勇者の中で奴隷を使っている者がいるとそれが難しくなる、みたいな話でした。

　そのため、樹はお義父さんを親の敵かたきのように睨にらんでおりますぞ。

　なお、その様子を錬れんが不快そうに見ておりました。

　もはや強引にお義父さんから戦力を奪うのは無理ですぞ。

　今のキールやサクラちゃん、他にユキちゃんやコウだって、この城の兵士が何人束になったとしても勝てることはないでしょうな。

　ＨＡＨＡＨＡ！

　ただ、お義父さんは若干警戒を強めておりますな。

　さすがにイラッとしたから勝ってしまったけれど、本来はワザと負けた方がよかったかもしれない、と寝る前に呟いておりました。

　変に陰謀を張り巡らせたりして俺の未来の知識外の行動をされると対処に困る、と。

　次の波まで一ヶ月半ありますからな。未来でお義父さんの無実が証明される時期を考えるに、その間は国内で活動しているように見せかけるのが重要ですぞ。

「……では今回の波までに対する報奨金と援助金を渡すとしよう」

　玉座に偉そうに座っているクズが、お義父さんと俺をゴミを見るような目で見てから言いました。

　側近の者が袋を持ってきましたな。

　大きさは様々なようですが、最低でも銀貨五〇〇枚はありそうですぞ。

　昨日の件が原因で因縁をつけて没収などをされる可能性は、ないわけではないとお義父さんは言っていましたがな。

　ただ、これ以上の不公平な行いは錬が持っている国への不信感を加速させますぞ。

　まあ、既に振りきっているようにも見えますがな。

「ではそれぞれの勇者達に」

　袋を確認すると、見た感じやはり銀貨五〇〇枚くらいありますな。

　お義父さんも同様ですぞ。

　今回の収入で何を買いましょうか？

　時期的に……フィーロたん！

　そうですぞ。お義父さんはこの頃にフィーロたんを手に入れたのですぞ。

　前回もこの時期に合わせて、俺はフィロリアル様の卵を買い占めに魔物商に走ったのです。

　ですが、手に入れることはできませんでした。

　さて……お義父さんは未来でフィーロたんを手に入れる時にどのようなことを言っていましたかな？

　魔物商から購入した……だったかと思いますが、詳細は曖昧ですぞ。

　魔物商自身から聞いたのでしたかな？　お義父さんの口から直接聞いたか自信がありませんぞ。

　どちらにしても時期的にはこの頃ですぞ。

　これはお義父さんに直接尋ねて、誰も信じられない状態ならどうするかを聞く必要がありますな。

「まずはイツキ殿……貴殿の活躍は国に響いている。よくあの困難な仕事を達成し、国のために戦ってくれた。銀貨七六〇〇枚だ」

　お義父さんがポカーンと樹の方を見つめていますぞ。

　銀貨七六〇〇枚！　金貨で換算するに七六枚相当！

　これは俺が本来もらうはずだった銀貨のほとんどが樹に回っていて、なおプラスされていると見ていいですな。きっとお義父さんが勝ったことに対するクズなりの嫌がらせでしょう。

　その証拠にジャラジャラと大きな金袋をこれ見よがしに俺達に見せつけていますぞ。

「悪いことをしているから評価されないんですよ」

　本当にイラッとしますな。

　お前を援助しているクズと赤豚は悪の化身のような権力を持った外道ですぞ。

「次にレン殿、やはり波に対する活躍と我が依頼を達成してくれた報酬をプラスして銀貨三八〇〇枚じゃ」

「……半分」

　錬は特に大きな変化はありませんな。

　ですが錬はクズや赤豚に対して疑心が募っているのか、静かに受け取っております。

　きっと内心では自分と樹の依頼達成量を比べて、理不尽さを感じているのでしょう。

　なんせ樹は、コレといった活躍が耳に入ってきませんからな。

　正直に言えば、現在メルロマルクで噂うわさになっているのは剣の勇者と謎の聖人ばかりですぞ。

　仲間も錬が不機嫌なのを察して話しかけられずにいるようですな。

「次にモトヤス殿は……特にめぼしい活躍をしているようではないから銀貨六〇〇枚だ」

　なんと、俺の分は若干多めのようですな。

　まあ、クズからしたらお義父さんを擁護はしているが、どうにかできると踏んでいるのでしょうな。残念ながら大きく出る前にお義父さんが止めているだけですぞ。

　時と場合によっては消し去りたいところですが、我慢ですぞ。あと一ヶ月半の辛抱ですな。

　赤豚が何やらクズの隣で営業スマイルをしているように見えて不愉快ですぞ。

　最後はお義父さんですな。

「ふん、盾にはもう少しがんばってもらわねばならんな。援助金だけだ。いや、イツキ殿を毒で昏こん倒とうさせた治療費として銀貨二〇〇枚を差し引いている」

　……つまりお義父さんは銀貨三〇〇枚だと？

　この分が樹に加算されているのでしょうか？　茶番も限度を知れですぞ。

「……治療費で銀貨二〇〇枚？　強引に勝負をさせた挙句これか？　尚なお文ふみは波である程度仕事はしたはずだぞ？」

　錬がクズを睨みつけますぞ。

　もはや錬の疑心は限界を越えていますな。

「見た感じ尚文達はギルドの仕事をやっていないようだが、知っているのか？」

「えっと……」

　お義父さんが俺に目を向けますぞ。

　仕事などクズの権力で回ってくるはずはありませんからな。

　しかしどう答えるのがいいですかな？　少々錬の疑心を刺激しすぎました。

　返答次第で大変な事態になるのは想像するに難かたくないですな。

　このままここで暴れてしまっても錬は俺達を信じてくれるような気がしますが、反対に樹との関係は完全に決裂するでしょう。

　歯は痒がゆいものですな。

　そもそも……なんとなくですが、手遅れになりつつあるような気がしてきました。

「ギルドはあったのですが、仕事を斡あっ旋せんしてもらえなかったのですぞ」

「なるほど、まあこの国のギルドならしょうがないな……」

　ですが、ここで錬を騙だますことは難しいですぞ。

　変な嘘うそを吐つけば今まで積み上げてきたものを無意味にしてしまうかもしれません。

　ギルドのことも知らなかったというのは無理があるでしょうな。

　既に賽さいは投げられているのですぞ。

　ここからどう動くかはわかりませんが、錬の命もある程度は気に掛けねばなりません。

　前回ループの原因となった樹に目が行きがちですが、錬の命も守らなければいけませんからな。

　仮に錬を逃がすとして、考えられるのはゼルトブルでしょうか？

　目を付けられているでしょうが、この段階の錬ならある程度は自由な行動ができると思いますぞ。

　疑心であって、まだ完全に敵対ではないですから、お義父さんのことを国内で暴れている犯罪者として報告などをして、錬と敵対させる可能性は十分ありえますな。

　前回の樹のように、錬の仲間を殺す、などする場合も考えておきましょう。

　ここ一ヶ月を振り返ってみると三勇教らしき連中の強引な行動は更になりを潜めていますな。

　おそらくは下手な行動は逆効果であるのと、女王からの密ひそかな援護が効果を発揮していると見ていいでしょう。

　クズも立場的に追いやられているのですな。

　となれば、することに変化はありませんな。

「とにかく、最低限の費用を……いや、勇者を公平に扱うべきだ」

　錬がクズを指差して言いました。

「……ふむ。どうやら盾の勇者と槍やりの勇者にギルドの者が私情を挟んでいたようじゃな。ギルドに代わってワシが謝ろう」

　とか言いつつ頭は絶対に下げませんな。

　このクズ、本心ではお義父さんが苦しむ様を見たくてしょうがないのですぞ。

「ギルドの連中があの茶番を信じて、尚文に何も仕事を寄越さなかった……ね」

「ではそれに対し銀貨三〇〇枚を賠償として追加で与える。受け取るがいい」

　ジャラジャラと金袋が追加で来ました。

　クズが不快そうに眉を寄せているのが印象的ですな。赤豚は作り笑顔をしているのが一発でわかりますな。

　錬ではないですが、茶番にウンザリしてきてこの元もと康やす、吐き気を堪こらえるので精一杯ですぞ。

「……さて、今回の援助金の配布はこれで終わりじゃ。次の波まで勇者達はそれぞれ精進をするように。これにて解散！」

　おや？　お義父さんに手切れ金だと言い放つくだりはないのですかな？

　ふむ……さすがにそこまでやったら錬に突っ込まれるのを理解しているのでしょうな。

　そうなれば、既に手遅れな状況ですが、樹にまで国への不信感を持たれかねないのでしょう。

　とりあえず、ここで手を打つのが得策ですな。

　俺達はその足で、城を出たのですぞ。




「おい……邪魔だ！　どけ！」

「すいません。それは──」

　錬が俺達の方へ来ようとして仲間に遮られてしまったようですぞ。

　そこにお義父さんが機転を利かせて近寄りました。

「どうしたの？」

「ああ、尚文。お前達に話しかけようとしたら、こいつ等が邪魔をしてな」

　既に手遅れと察したのか錬の仲間達は下がっておりますな。

　これは……前回の周回を参考にするなら、こんな町の往来で話すのは危険ですぞ。

「話をするならもう少し静かなところがいいと思いますぞ。もちろん、そちらの仲間は別ですな」

「ああ……わかった。じゃあ、どこか良さそうな場所へ行くか。お前等は酒場で待っていろ」

「で、ですが……その……」

　錬の指示に仲間達が脅おびえた様子で食い下がりますが、錬は不機嫌に溜ため息いきをこぼしました。

「なんだ？　俺に知られちゃいけないことでもあるような物言いだな。勇者同士で連携を取る必要があるんだ。うっかり狩り場で遭遇したら無駄だろ？」

　ま、一介の冒険者では錬を止められませんな。

「これ以上ついてくるなら、お前等を解雇する」

「そ、それは困ります！」

　渋々といった様子で錬の仲間達は離れていきました。

　錬もなかなかに思い切ったことをしますな。

「案内は俺がしますぞ」

「お願いできる？　元康くん」

「お任せられましたぞ」

　で、俺はユキちゃんとコウ、そしてサクラちゃんにそれとなく近づいて耳打ちしますぞ。

「辺りに隠れている連中がいないか警戒しながら裏路地の方へ行きますぞ。もしもいるようだったら合図をしてほしいですぞ」

「わかりましたわ」

「かくれんぼ？」

「いないところを探すの？」

　フィロリアル様は隠れている者を察知する技能が高いですからな。

　もちろん、フィロリアル様の察知をくぐりぬける者がいないとも限りませんが、その時は俺が見つけるので問題ないですぞ。最悪、消せばいいですからな。

　そうして錬を連れて俺達は裏路地に入って、進みました。

　まあ、こんなところですかな？

　俺はみんなに聞こえないように小さな声で火の魔法を唱えますぞ。

「リベレイション・ファイアフラッシャー」

　モグラの村を守る時にも使った、辺りに隠れている者を炙あぶり出す魔法ですぞ。

　ちなみに攻撃性能があるので、下手にここで隠れていると一瞬で燃え尽きますぞ。

「それで、錬は何の用ですかな？」

「ああ……今までの出来事を見てきて、俺はこの国がどうもキナ臭いと思えてしょうがなくてな。露骨に差別されている尚文達に話を聞きたいと思ったんだ」

「なるほど」

　お義父さんが俺に目を向けますぞ。

　既に錬の疑惑は確信へと至っているご様子。ここでは多少の情報の共有は必要でしょうな。

「実はこの国は……盾の勇者が宗教的に敵らしいんだ。だけど表立って俺を差別すると周辺諸国や世界中から非難される。だから秘密裏にいろんな罪をでっちあげて暗殺したいというのが……目的なんじゃないかな」

「……そうか。確かに、今までの出来事を思い返せば辻つじ褄つまは合う」

　錬は何度も頷うなずいておりますぞ。

　確かにこの状況であれば、アレだけの証拠が揃そろっていたら疑う余地はありませんな。

「強ごう姦かんについても、その一環だったってことなんだな？」

「うん。俺はやってないし、奴隷といってもこの子達を無理やりに戦わせてはいないよ。必要だから奴隷になってもらっているだけ」

「そうだぜ！　兄ちゃんは奴隷紋を一度も起動させてないぜ！」

　キールが我がことのように答えますぞ。

「わかった。じゃあなんでこの国から出ないんだ？」

「それは……」

　ここから先の話は錬が信用するのは難しいと思いますぞ。

　俺が未来から来ていて、シルトヴェルトに亡命するとメルロマルクが戦争を始める。

　その挙句に勇者が戦争に巻き込まれるなどといったことが信じてもらえるか怪しいですな。

「こっちにも色々とね。俺はこの国を内側から変えたいと思っているんだ。そのために行商をしてるんだよ」

　いい切り返しですな。ウソではないですぞ。

　さすがお義父さん、咄とっ嗟さの言い訳は天下一品ですぞ。

「……面倒な方法を選んでいるんだな」

　錬の言葉はもっともですな。

　考えてみれば確かに面倒な手段ですぞ。

　クズや赤豚の暴走を考えれば怒りを堪える方が大変ですな。何より樹が激しくウザいですぞ。

　お義父さんに負けて無様に転がったあの時を思い出して笑みを浮かべるのがいいですかな？

「──！」

　後方でボワッと火の手が上がりましたな。

　どうやら割と早い段階で刺客が来ているようですぞ。

「なんだ？　裏路地じゃ野蛮な喧けん嘩かが横行しているんだな」

「そうですな」

　錬は、まさか秘密裏に近づいている者がいるなど露ほどにも思わなかったようですぞ。

「……余計な権力争いになんて巻きこまれるのはごめんだ。俺は適当にギルドの仕事をしたら様子を見てゼルトブルへ逃げる」

「では……そうですな。この騒ぎももう少ししたら収まると思うので、その頃に合流するのはどうですかな？」

「悪くはないが、時期はわかるのか？」

　む……具体的に説明するのは危険ですな。

　錬は少しあまのじゃくなところがあるので、フォーブレイの方へ行ってはいけないと言うと行ってしまうような気がしますぞ。

　とりあえずゼルトブルを拠点にする間は放置していてもいいかもしれません。

「そうですな……話によるとクズの権力は風前の灯ともしびだそうでじきに政権交代が起こるようですぞ。錬はそんな問題が片付いてから正式に活動するのはどうですかな？」

「……確かに悪い手ではないな。ゼルトブルの方にお前等の噂とかも流れてくるかもしれないし、状況を見て行動すればいいか」

　こんなところでしょうな。今の錬では話になりませんぞ。

「しかし……よく樹に勝てたな。尚文、相当やり込んだのか？」

「そのことなんだけど錬、武器にはいろんな強化方法があるんだ。それこそ錬の知らない強化方法が一杯ある。まずは──」

　お義父さんが錬に武器の強化方法を教えていますぞ。

　無駄なことを……今の錬は自分の知るゲームの世界にいると思い込んでいるので、聞き流されるだけですぞ。

「そんな複雑なシステムなわけがないだろう。尚文が精進していただけだ。現にできないだろ」

　そう言いながらも錬は、何度か強化方法を試すような動きはしていましたぞ。

　ですが、心から信じないと効果がないのですから、毛頭できるはずもありませんな。

「しかしこの状況で尚文が嘘を吐くとは思えない……いや、仮にできるとしても尚文の武器はそうなんだろう。俺と樹の世界が違うように、やっていたゲームが違うのだから武器もそうなのかもしれないな」

　と、錬は決めつけてしまったご様子。これでは成長は見込めませんな。

「まあ、俺の武器じゃできないし、尚文の強さもＬｖによるものなんだろう。それだけ複雑なシステムでもその程度なんだ。元康と一緒にがんばったんだな」

「そうだけど……うーん……」

「国を変えるとか俺には理解できないが、お前等もがんばれよ。じゃあな」

　言葉を濁しながらお義父さんは錬と話を終えました。

　そうして錬は去っていきました。

　盾の勇者の強さは、直接判断するのがなかなかに難しいですからな。

　ある程度この国でやることを終えたら、錬は移動するみたいですぞ。

　盾の勇者であるお義父さんが国境を越えることはできないでしょうが、錬は……まだできるでしょうな。

　少し危険ではありますが、まだ疑っている程度だと認識されていると思うことにしましょう。

　これで錬も命を狙われるようになったら、お義父さんのところに来るでしょうな。

　さすがに今の錬でも、一般の冒険者や国の兵士程度じゃ相手にならないくらいの強さは得ているはずですぞ。

　儀式魔法クラスを受けたらそれどころではないでしょうが、錬を始末するよりもお義父さんを先に攻撃してくるでしょう。

　確か、この国の第二王女をお義父さんが誘拐したと見せかけて、勇者同士で戦わせてから、錬を始末しようとするはず。それまでは猶予があると思いますぞ。








十話　卵くじ






「行っちゃったね。俺達はどうしようか？　具体的には時が来るまで行商をしていればいいとは思うけど、臨時収入をどう運用する？」

　裏路地で俺達はこれからの方針を話し合いますぞ。

　とはいえ、深く話をするのは馬車の中でいいでしょうな。

「フィーロたんを捜しますぞ」

「またか……まあ、それが元もと康やすくんの行動目的なんだろうから文句は言わないけどね。じゃあ……フィーロって子を捜す？」

「そうですな。時期的に考えて未来のお義と父うさんは今回もらった金でフィーロたんを手に入れたと思いますぞ」

「んー……問題はどこでどうやって手に入れたか、だね？」

「ですぞ。前回は魔物商で買い占めをしたのですが、いませんでしたな」

「買い占めたんだ……元康くんはやることが凄すごいね。だけど難しい問題だと思うよ。何か目印になる変わった特徴とかあればいいんだけど……」

「フィロリアル形態はサクラちゃんと逆の色合いですな」

　フィーロたんは白を基調として桜色が混じっていますからな。

「そういえば馬車に乗っている時にスケッチしてたっけ」

「天使の姿は全然違いますぞ。ユキちゃん達と同じ背格好で金髪碧へき眼がんのとても愛いとおしい姿をしておりますぞ」

「サクラちゃんは目の色は青いけど……髪は桜色だもんね。だけど天使の姿になった時の色合いがそこまで違ってくるのって確かに変わった特徴だね。元康くんが描いてたのを覚えてるよ」

　お義父さんの意見はもっともですな。

　フィロリアルの姿の時と天使の姿の時の色合いがここまで違うのはフィーロたん以外ではかなり珍しいと思いますぞ。

　ですが、仮にフィーロたんが誰かのものになってしまっていた場合、確かめる手段がフィロリアル様の姿のしかないのですぞ。

　天使の姿やクイーン形態は勇者が所有しなければ判明しません。

　判断基準がフィロリアル姿の色合いと目の色……そして匂いですから難しいのは事実ですな。

「最初の世界の俺は誰も助けてくれる人がいなくて荒れていたらしいからね……頼りにできる、信頼できそうな人からしか買わないと思う。多分、奴隷商人から買ったのは間違いないと思うよ。どこかで衝動買いとかしない限りはね」

「あの奴隷商人から兄ちゃんが買ったのか？」

「なんとなくわかるんだ。あの人、こう……金には正直というか、投資の意味も込めて力を貸してくれるような、そんな感じがね」

　さすがですな。お義父さんを裏で支えたのはあの魔物商だというのは俺も知っていますぞ。

　お姉さんを斡あっ旋せんしたのも魔物商だという話だったかと思いますし、村の再興でお姉さんと同郷の奴隷達を集めるのに尽力したのだと聞きました。

　ゼルトブルで色々と活躍したそうですぞ。

　それに最初の世界では俺と決闘したとき、お姉さんが奴隷紋を解除されたはず。

　ですが次に会った時にもお姉さんは奴隷だったはず……ですぞ。

　となると、奴隷紋の掛け直しをするために魔物商のところへ行った可能性は捨てきれませんぞ。

「あんまり行きたくないけど元康くんのお願いだし、顔を出してみようか？」

「お義父さん、ありがとうございますですぞ！」

　フィーロたんを見つけるための手間なら惜しみません。

　俺達はその足で魔物商のテントに向かったのですぞ。

　ユキちゃんやコウは魔物商のテントに入るのを躊躇ためらいました。

　確かになんか陰いん鬱うつな空気がありますからな、フィロリアル様は総じて近寄りたがりません。

　怠け豚は面倒臭がってユキちゃん達と外で待つとの話でした。

「これはこれは勇者様方。今日はどのような用事で？　ハイ」

　魔物商のテントに入ると、魔物商が出迎えますぞ。

　揉もみ手をしておりますな。負けずに俺もお義父さんに揉み手をしてみせますぞ。

「元康くん、なんで張り合ってるの？」

「なんとなくですぞ」

　さあ、俺をフィーロたんに出会わせてほしいですぞ。

　そう思いながら俺は、お義父さんに揉み手をずっとしていますぞ。

　なんとなくゲームで誰かにガチャを引いてもらうという話に近い気がしますな。

　お義父さんならウルトラレアであるフィーロたんを引き当てられるはずですぞ。

「なぁ、槍やりの兄ちゃんってやっぱり……」

「キールくん、その続きを言っちゃ可哀想だから……」

「わかったぜ、兄ちゃん」

　何やらキールが俺を可哀想なものを見る目で見てきますが、俺は気にしません。

　サクラちゃんはぼんやりとテントの中を見渡していますな。

「おや？」

　魔物商はキールを見つめて首を傾かしげますぞ。

「獣人に変身する能力を所持していたのですか。ハイ。では買い取り金額を上乗せすべきですね」

「い!?　槍の兄ちゃんのために俺を売ってフィロリアルを買うのか、兄ちゃん!?」

「売らないよ！　なんでいきなりキールく──を売る話になるんだ！」

　商売人モードに強制的に入ったお義父さんがキールにくん付けをしないようにしていますぞ。

「さすが盾の勇者様、頑丈に育つ奴隷を選定していたのですね。勇者様の慧けい眼がんに完敗です。ハイ」

　どうやら魔物商はキールの成長を分析したようですな。

「そうですね。これだけの毛け艶づや、少々頼りない体たい躯くをしていますが愛玩用としてなら良い値が付くかと思いますです。ハイ」

　魔物商が何やら道具を弾はじいていますな。見た感じソロバンですかな？

「軽く査定した感じですが金貨九枚でどうでしょう？　亜人時の姿でまだ値上げが可能です。その毛艶、上う手まく外見も育っているのでしたら金貨一七枚は堅いでしょう。ハイ」

「兄ちゃん！」

　キールが売られていくフィロリアル様みたいな目でお義父さんを見ていますな。

　おや？　テントの外で退屈になったユキちゃんとコウが歌い始めました。

　なんとなく、子牛を売るあの歌を連想しますな。

「あの二人は……偶然にしても空気を呼んでほしい……」

　舌打ちしながら外を睨にらむお義父さんが、縋すがりつくキールを宥なだめながら答えますぞ。

「わ、悪いが役に立つくらいに成長したコイツを売る気はない」

「そうですか……非常に残念です。しかし……」

　魔物商はキールをじろじろと見つめますぞ。

「この前のように素敵な取引ができると思っていたのですが、期待はずれでしたな」

　キールが心配そうにお義父さんにくっ付いていますな。そんなにも怖いですかな？

「生かさず殺さず、それでいて品質を上げるのが真なる奴隷使いだと答えてやる……」

　お義父さんも商売人モードで答えますぞ。

　この考え、俺に当て嵌はめてみますかな？

　フィロリアル様は等しく愛すべき存在なのですぞ。

　生かさず殺さず……品質を上げる？

　そう……我が子のように、速い子も遅い子も、強い子も弱い子も、賢い子もおバカな子も等しく大切に育てるのですぞ。

　ここに品質など介在する余地はありません。

　どの子も個性を持っているのですぞ。争い、競う必要などありませんな。みんな一番ですぞ。

「お前の知る奴隷とは使い捨てるものなのだろうな。だが、そんなのでは生産性がない。奴隷共に、奴隷紋なしでも忠誠を誓わせて死地へ行かせることこそ、真の奴隷使いだと思わないのか？」

　ですがお義父さんの返答に魔物商は満足したようですぞ。

「……ふふふ。そうでしたか。私ゾクゾクしてきましたよ」

「に、兄ちゃん？」

　キールがお義父さんの言葉に青くなっていますぞ。

　前日の出来事がありますからな……お義父さんはキールの方を振り返り、内緒とばかりに人差し指を立てて魔物商へ視線を向けますぞ。

　するとキールは理解したのかコクリと頷うなずきました。

「して、今回はどのような用で私共のところへ？　ハイ」

「ああ、そうだな……今回は……」

　お義父さんはテントの中を見渡しました。

「新しく魔物を育ててみようと思ってな。なんだかんだで戦力が欲しいからな」

「そうでしたか！　ではどのような魔物をご所望で？　この際、飛竜などはどうでしょうか？　少々値が張りますが、ごらんになりますですか？　ハイ」

　魔物商は早口でお義父さんに詰め寄りますぞ。

　既にシルトヴェルトでの売り上げを理解しているのですな。

　お義父さんは眉を寄せつつ、負けずに眼力で返しますな。

「ドラゴンも悪くはない……が、フィロリアルもいいな」

「迷っているようですね。では魔物の卵くじに挑戦するのはどうでしょうか？　ハイ」

「魔物の卵くじ……？」

　魔物商はテントの隅にある卵の入った木箱を指差しますぞ。

　銀貨一〇〇枚で挑戦できて、何が入っているかわからないものみたいですな。

「ああ、あの中には当たりがないってところか。あこぎな商売をしているな」

「なんと！　私共がそんな非道な商売をしていると勇者様はお思いで!?」

「違うのか？」

「私、商売にはプライドを持っております。虚言でお客様を騙だますのは好きでありますが、売るものを詐称するのは嫌でございます」

「騙すのは好きだけど、詐称は嫌いって……で、当たりは何なんだ？」

「勇者様にわかりやすいように説明しますと、騎竜でございますね」

「えっと……確かフィロリアルのように、馬代わりになるドラゴンか？」

「今回は飛行タイプ……飛竜です。ハイ。人気があります故……貴族のお客様が挑戦していきますです。ハイ」
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　お義父さんが唸うなりました。ここで興味なさげにするのは商売の点で得策ではないのですな。

　俺も黙って見ているとしましょう。

「もしも……元康くんがいなくて奴隷が一人しかいなかったら……」

　お義父さんはぶつぶつと呟つぶやいていますな。色々と考えてくださっているのは伝わってきますぞ。

　深く考えていたお義父さんが顔を上げて口を開きました。

「フィロリアルを直接買ったら、いくらだ？」

「……成体で最低銀貨二〇〇枚からですかね。羽毛や品種などで左右されますです。ハイ」

「成体ということはヒナはもっと安いのか。更に卵の値段だけで、育成費は除外だとすると……得なのか？」

「いえいえ、あそこにあるのは他の卵も一緒でございます」

「なるほど……くじと言っていたからな。飛竜の値段は？」

「相場ですと飛竜を引いたら金貨二〇枚相当です」

「確率は？　その竜の卵の出るやつだけでいい」

「今回のくじで用意した卵は二五〇個でございます。その中で一個です」

　お義父さんは深く考え込みました。

　二五〇分の一とは……なかなかに倍率が厳しいですな。

　まあドラゴンなど俺達に必要ありませんが。

「見た目や重さでわからないよう強い魔法を掛けております。ハズレを引く可能性を先に了承してもらってからお売りします」

「いい商売をしているな」

「ええ、当たった方にはちゃんと名前を教えてもらい、宣伝にも参加していただいております」

「ふむ、だが……確率がな……」

「十個お買い上げになると、必ず当たりの入っている、こちらの箱から一つ選べます。ハイ」

「課金重視のゲームに似てるな……さすがに騎竜とやらは入っていないんだろう？」

「ハイ。ですが、最低銀貨三〇〇枚相当の物は必ず当たります」

　ガクリとお義父さんは肩の力を抜きましたな。

　小声で十連オマケガチャと呟きました。

「うーむ……」

　とお義父さんは唸ってから、俺の方を振り返りました。

「元康くん、ちょっと」

　お義父さんが手招きしますぞ。

「なんですかな？」

「元康くんはわからないかもしれないけど、たぶん、未来の俺はここで卵くじに挑戦したと思う。推測だとそこでフィーロって子を当てた可能性が高い」

「なぜですかな？」

　フィーロたんを直接選ばずに……なぜハズレがあるかもしれないくじを選ぶのですかな？

　全く理解できませんぞ。

「仮にハズレだとしてもここは魔物商が管理している取引所だ。役に立たない魔物でも育てて売ればいいとか絶対に考えたと思うんだ。さっきキールくんの値段が跳ね上がったけど、同じ理由で連れていた奴隷がいて、同じことを言われた直後ならなおさらね」

　お義父さんは一拍置いて更にくじを指差しますぞ。

「かといって奴隷を新しく買うのは一緒に来てくれた奴隷に悪い。なら魔物なら戦力増強にいいと判断するはず」

　なるほど、つまりお義父さんはフィーロたんをくじで手に入れた可能性が高いと。




[image: ]




　もしかしたら俺が買い占めた時は、魔物商は魔物くじに交じっているフィロリアル様は数に入れなかった可能性があるのですな。

　ですが……魔物くじの分も入れたと前回の周回で魔物商が言ったはずですぞ。

　これは、俺が来たタイミングが悪かったということでしょうな。

　例えば……俺が来る少し前にフィーロたんが買われてしまったとかでしょう。

「ふむ……では挑戦料である銀貨一〇〇枚ではなく、二〇〇枚支払うからフィロリアルとドラゴン以外を外せ」

「それは……さすがに勇者様でも応じることはできないです。ハイ」

「……ふむ、ではここで一つ取引をしようじゃないか」

「と、いいますと？」

　魔物商にお義父さんは耳打ちをしますぞ。そしてサクラちゃんを指差しました。

「サクラ、魔物の姿に変身するんだ」

「えー？　サクラちょっとここじゃなりたくないー……あ、でもナオフミがサクラの名前を呼び捨てにしてくれたからがんばる」

　ボフンとサクラちゃんがフィロリアル・クイーンの姿に変身しました。

　それだけで魔物商は仰天したように目を見開いておりますぞ。

「なんと……この前に会った際には妙な方を仲間にしていらっしゃると思いましたが、まさかこのような仕掛けがあったとは……」

「というわけだ。どうだ？　フィロリアルとドラゴンの卵だけにしてくれないか？　産まれた卵から出たフィロリアルかドラゴンかは定期的にここに報告へ来るぞ。この情報を安く見るか高く見るか……お前はどっちだ？」

　魔物商はしばし考えた後、頷きましたぞ。

「わかりました。ではフィロリアルと飛竜以外の卵は除外させていただきますです。ハイ！」

「サクラ、もういいぞ」

「うん！」












　サクラちゃんが天使の姿に戻りました。

　さすがお義父さんですぞ。お金で無理なら情報を売って無理を通したのですな。

　俺では考えつかない手段ですぞ。

　魔物くじの中にある卵が次々と外されていきます。

「では、これがフィロリアルとドラゴンだけのくじとなりますです。ハイ」

　それなりに穴だらけになったくじを見ながらお義父さんは俺を手招きしますぞ。

　この中にフィーロたんがいるかどうかを探れということですな。

　ですが俺はフィーロたんの幼体時の匂いは覚えていないのですぞ。

　それでも今まで嗅いだ匂いから絞っていきますぞ。

　嗅いだ限りでは、前の周回で購入した卵も混じっているようですな。

　名残惜しいですがしょうがありません。

　知っている子を弾いていったところ、数個の卵が出てきました。

　俺がそれとなく指差し、お義父さんは迷った挙句、卵を一つ選びました。

　全部ではないのですかな？

　俺が視線を向けるとお義父さんは首を横に振りました。

　そして小声で、増えすぎるのは現状だと厳しいと言われてしまいました。

　あまり多くすると目立ちすぎるということですな。

　あと食料を自分で獲とれるようになるフィロリアル様といえど、あまりに増えすぎると生態系に影響が出ると、最初の世界のお義父さんも俺に注意することがありました。

　バイオプラントのお陰でそんな問題も解決していたのですが、今は環境が整いきっていませんからな。

　わかりました。この元康、我慢しますぞ。

「ではコイツを頂こう。残りのこれとこれ……この辺りはキープしておけ。後で買う」

「わかりましたです。ハイ」

　これで予約も完了ですな。さすがお義父さん、抜け目がないですぞ。

　俺のように買い占めてもフィーロたんを手に入れられなかったのとは手腕に差がありますな。

　確かにキープさせているなら、フィーロたんを誰かに奪われる可能性はグッと減りますぞ。

「既にフィロリアルを所有しているということは契約の方法もご理解されていると思いますです。ハイ」

「ああ」

　お義父さんは魔物商が用意した孵ふ化か器に卵を入れて受け取りますぞ。

「もしも孵化しなかったら違約金とかを請求しに来るからな」

「ハズレを掴つかまされたとしてもタダでは転ばない、交渉上手の勇者様に脱帽です！」

　やはり魔物商はお義父さんのことを気に入っているようですな。

　俺の時とは明らかにテンションが異なりますぞ。

　ですが、お義父さんはそろそろ限界に近づいているのがわかりますぞ。

　なんとなく口調が怪しいですからな。

「口約束でも本当に来るからな。白を切ったら俺の奴隷である槍の勇者が暴れ出すぞ」

「勇者を奴隷？　勇者は奴隷にできないのでは？」

「ふん……何も魔法で縛るのだけが奴隷じゃない。こいつは俺の言うことならなんでも聞くようにしてあるんだ。な？」

「その通りですぞ。お義父さんの命令とあらば、こんな場所、すぐにでも廃はい墟きょにしてやりましょう」

　お義父さんの命令ならば、この元康、フィロリアル様の卵を奪った後、このテントを消し炭に変えてみせますぞ。

「なるほどなるほど！　勇者まで奴隷とは、盾の勇者様の手腕、想像を遥はるかに超えております。ハイ」

　お義父さんは魔物商に銀貨二〇〇枚を渡しました。

　こうして、新しくフィロリアル様だと思おぼしき卵を購入するに至ったのですぞ。




「ふう……やっぱり慣れないなぁ。あの人は……商売人としては話ができるけど、近寄りたくない」

「兄ちゃん、よくあの人の相手できるよな」

「気難しい人じゃないんだけど、こう……付き合っていくと深みに引きずり込まれる気がして怖い人だね」

「そうなのですかな？　俺の時は妙な距離感がある方ですぞ」

「まあ……元康くんじゃあね」

　お義父さんが何やら理解したような表情で頷いております。どういう意味ですかな？

「親切なんだけど寒気のする感じだよな！」

「その感覚で間違いないよ」

「んー……嫌な空気はある」

　サクラちゃんも感じていたのですな。

　しかし、未来のお義父さんの話では優良な店であるのは確かなのですぞ。

　まあ、フィロリアル様を購入するのに良い店は他にもありますがな。

「言われてみれば確かに……他の露骨に悪意がある商人とは雰囲気が違うよな。あの人」

「そうなの？」

　キールの返事にお義父さんが尋ねました。

　確かにこの国にはそのような職種があるというのは昔、お姉さんを助けようとした辺りで聞きましたな。

　お姉さんに怒られた後、俺も多少は調べたのですぞ。

　メルロマルクという国には亜人を奴隷にするという慣習がありますな。

　あの魔物商以外の店にも俺は行ってみたことがありますぞ。

　……なんといいますか、あの魔物商と他の奴隷商では奴隷の扱いに差があるのは確かだと思いますぞ。

「兄ちゃんに買われる前にいたところなんて、同じ亜人なのに俺を鞭むちで打ってきた奴がいたんだぜ！　なんかお気に入りなのか売れ残りなのか知らねえけど、奴隷商人に命じられて笑顔で俺を叩たたいてくるんだ」

「うわ……」

　魔物商のところにいる奴隷達も覇気こそないですが、見世物として店内での鞭打ちとかの行為はしてないように感じます。

　配下に屈強な大男が何人もいますが、他の奴隷商では亜人奴隷がその役目をしていたりします。

　その辺り、節度があるのかもしれませんな。

「それがあの奴隷商のところじゃなかったんだ」

「じゃあ、あの奴隷商は奴隷同士での上下関係ができることを阻止しているのかもしれないね。虐待はあくまで客がすること……とか弁わきまえていたとか……」

「悪い人じゃないけど、良い人なのかもわからない、気持ち悪い奴だね」

「否定はしないよ」

「これからどうしますかな？」

「波の後の掃除を手伝いに行った方がいいんじゃない？　昨日は放置して帰っちゃったし、城の兵士とかが掃除とか……するわけじゃないんでしょ？」

「よく知りませんぞ。ですがお義父さんの言うことなのですから、確認に行くのはいいと思いますぞ」

「決まりだね。とはいえ、しばらくはまた城下町に戻る予定はないから親父さんのところに顔を出してから出発しようか。武器のお礼とかしたいし」

「わかりましたぞ。ではみんなで行きましょうぞ」

　俺達は裏路地を抜けて武器屋に顔を出しました。

　お義父さんが店の扉を軽く開けて、挨拶だけをするようですな。

　俺達は店の外でお義父さんを待っていますぞ。

「おう！　アンちゃんじゃねえか！　聞いたぜ、色々とやり遂げたみたいだな」

「まあね。親父さんのお陰で助かったところもあるよ」

「そう言われると嬉うれしいぜ。今日は何の用で来たんだ？」

「ただ顔を出すだけかな……一応は援助金をもらったから武器を作ってもらうのもいいけど」

「今の装備でどうにかなるだろ」

「だろうね。まあ……しばらくしたらまた顔を出すと思うけど、その時はよろしく」

「おうよ！　ってアンちゃんちょっと待った」

　立ち去ろうとするお義父さんを武器屋の親父さんが止めました。

　おや？　何か他に用事があるのですかな？

「ん？　どうしたの？」

「昨日のアンちゃんの活躍で礼がしたいって知り合いがいるんだ。顔だけでも出しておいてほしいぜ」

「そんな……気にしなくていいのに」

「リユート村の連中はアンちゃんのお陰で大した被害もなく済んだと思ってんだ。礼をしなきゃ気分よく商売できねえんだとさ」

「なるほど……借りがあるって少し遠慮しちゃうからね。わかったよ……だけどその理屈だと俺は親父さんに借りがこれでもかとあることになるんだけど」

「俺とアンちゃんは問題ねえよ。トーリィの件もあるだろ？」

「良い物を安く売ってくれていると思うんだけどな」

「俺も良い仕事ができると満足してんだ。遠慮なんてすんじゃねえよ」

「そっか……うん。わかったよ」

　何やらお義父さんと親父さんが友情を確かめるように頷き合っていますぞ。

　確かに気前のいい人ですな。それだけに未来のお義父さんさえ信頼しているようでした。

「で、俺達に礼がしたいってどこの店なの？」

「ああ、薬屋と魔法屋だ。アンちゃん達も行ったことがあるだろ？」

「薬屋……行商を始める前に何度か行ったあの店か……魔法屋はサクラちゃんの服の材料を作ってもらったところだね。行ってみるよ」

　そうして俺達は武器屋をあとにして、その足で薬屋に顔を出しました。

「えっと……武器屋の親父さんにここへ行けと言われて来たのですけど」

　と、お義父さんが薬屋の気難しそうな店主に声を掛けました。

　何度かお世話になっている程度なので、遠慮しているようでした。

　ただ、店主の表情は優しげですな。普段とはどうも違いますぞ。

「ああ、武器屋のから聞いてきたか。じゃあ話は早いな。リユート村の親戚がアンタに助けてもらったと言いに来てね。できれば力になってくれと言われているんだ」

「ああ……なるほど」

　代表としてお義父さんが話をしていますが、どうやら調合のレシピを下さるそうですぞ。

　文字を学習中のお義父さんは少しだけなら読めると言っておりました。

　渡されたレシピ書に軽く目を通した限りでは、自作するのに重要な要素や用途によって使い分ける調合比率、薬草の差異などかなり詳細に書かれたものでした。

「中級レシピ以外のもついでに渡しておく」

「そんな、これ……結構値が張るか、秘伝のものとかじゃないのですか？」

「村の被害がほぼないのは盾と槍の勇者一行のお陰だっていうじゃないか。それくらいはさせてほしい」

「はぁ……」

「それにアンタ……盗み見て作ったにしては程々の売り上げが出ているようだし、正式に学ぶには良い機会だろ」

　ビクッとお義父さんが仰のけ反ぞりました。

　ああ、お義父さんはここでどの草が薬草なのかを見て、ついでに調合を見よう見まねで覚えたのですな。そして武器屋の親父さんからお義父さんが行商をしていると聞いて、何をしているかを察したとかそんなところでしょう。

「下手な奴がよく知りもせずに調合して薬を売ったら信用に関わる。これで学べ」

「は、はい。も、問題はないように心がけます」

「ま、噂うわさを聞く限りじゃ大丈夫だと思うが」

　武器の技能で作成しますからな。問題はまず起こりませんぞ。

　ですが自作することで品質に差が出るのも事実。馬車の退屈な時間にはいいかもしれませんな。

　まあ、シルトヴェルトではＬｖ上げをしていることが多いので、技能任せになりますが。

　お義父さんは凝り性ですから、もらったレシピで腕を磨くかもしれませんぞ。

「薬苦いからコウ嫌いー」

「よし、じゃあ薬を体に塗りたくればコウは俺を狙わなくなるな」

「キールくんとコウ、変なことはしないでよ？」

　クンクンと二人揃そろって薬の匂いを嗅いでいたのをお義父さんが注意致しますぞ。

　ユキちゃんは香水の匂いを嗅ぎ、サクラちゃんは眠そうにしていますな。

「高貴な香りですわね」

「香水も扱っているんですね」

「一部だな。レシピに載っているから興味があるならやってみろ」

「は、はい。がんばります」

「魔法屋には顔を出したか？」

「まだです。これから行こうかと思っています」

「そうか。あの守銭奴が何をくれるか知らねえが気を付けろよ」

「気の良いおばさんのように見えましたが」

「それがアイツの手口だ。昔からアイツはそういう要領の良いところがある」

「はぁ……」

　商売はお義父さんの専売特許ですぞ。

　容易たやすく利用されることなどありますまい。

　で、魔法屋に行くと店主がお義父さんと親しげに話をしているようでした。

「ブブー！」

　俺には何を言っているのか全然わかりませんぞ。

　商才のある豚とは厄介極まりないですぞ。話が通じませんからな。

　本当に商才があるのですかな？　ブヒブヒと騒いでいるだけに見えますぞ。

「サクラちゃんの服を作る時はどうもありがとうございました。それで、俺達に何のご用で？」

「ブブブ」

「ああ、魔法資質ですか？」

「ブブブ」

　魔法屋がキールを見ていますな。

「ああ、キールくんの資質を見たいと」

「俺？　俺も魔法が使えるのか？」

「ブブブ」

　お義父さんがキールを抱え上げて、魔法屋が占えるように水晶玉を凝視させました。

　その後、お義父さんは俺の方を見ましたな。

「ねえ元康くん、元康くんは魔法を覚える必要がある？」

「既に使えますぞ」

　俺は勇者にしか使えないリベレイションクラスまで使えますからな。

　ここで見てもらう必要はありませんぞ。

「え？　魔法を見せてほしい？　元康くん。威力のない強力な魔法とか使えない？」

「わかりましたぞ。では使ってみせましょう」

　俺の資質は火と回復魔法ですからな。

　お義父さんほど特化した回復の魔法は使えませんが、高性能の回復魔法は唱えられますぞ。

「リベレイション・ファイアヒール！」

「ブヒ!?」

　俺の発動させたリベレイションクラスの魔法に魔法屋が驚いて後ろ向きに倒れましたぞ。

「だ、大丈夫ですか!?」

　お義父さんが倒れる魔法屋に声を掛けます。

　すると魔法屋が起き上がって何度も頭を振りながら腕を組んでいるようでしたぞ。

「凄い魔力だって、元康くん褒められてるよ」

「お義父さんほどではありませんぞ」

　まあ、攻撃魔法でしたら負けませんですがな。

　しかも強化をしていない回復魔法。

　まだまだ先がありますぞ。

　ですが、この程度で驚いているのでしたら見せる必要がありますかな？

「ブブー……」

「ブブ」

「はい。元康くんやエレナさんは魔法が使えますし、新しく覚える必要はないですね」

　そういえば先ほどから怠け豚がついてきているのでしたな。面倒そうに欠伸あくびをしていますぞ。

「ブブ」

　魔法屋がフィロリアル様達を指差しますぞ。

「元康くん、サクラちゃん達は魔法を教える必要ある？」

「基本、本能的に覚えるので今のところ必要ありませんな」

　ドライファクラスもフィロリアル様は自然と覚えますな。

　状況次第で教える必要があるらしいのですが、俺は今のところ不便を感じたことはありませんぞ。

「ブブ……」

「はい。俺とキールくんだけですね。それが何か？」

　魔法屋はお義父さんに何冊かの書物を渡しますぞ。

「これ……確かこの前は買ってほしいと言ってたものでは……？」

「ブブブ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　後でお義父さんに聞いたところ、リユート村を守ってくれたお礼としてくれたそうですぞ。

　で、最後に魔法屋は何やら鉱石の欠片かけらをお義父さんに下さいました。

　ピカッと鉱石は光って、お義父さんが瞬まばたきしています。

「今のは……？　なんか不思議な感覚がしたけど……」

「ブブ」

「ああ……おまけで魔法の玉の欠片をくれたんですか。魔法習得の役に立つと……何から何までありがとうございます」

「ブブブ！」

　魔法屋が機嫌よくお義父さんの背中をポンポンと叩きますぞ。

　態度がとても柔らかいですな。

「そ、それじゃあ失礼します」

　魔法屋をあとにした俺達。お義父さんは馬車にもらった書物を置いて汗を拭ぬぐいますぞ。

「みんな良い人だったな！」

「そうだね。少しずつ信用が得られている実感が湧いてくるね。困っている人を助けると気分が良いけど……こうまで良くしてくれると悪い気がしてくるなぁ」

「恩には恩で返せばいいだけですぞ」

「そうだね。じゃあリユート村の人達にお礼を言いに行ってから行商再開だね」

「おう！　また薬を売って困っている人を助けるんだろ？」

　キールが笑みを浮かべてお義父さんに同意しましたぞ。

「うん、そうなるね。こうしてみんな仲良くできるように、錬れんやシルトヴェルトの人にも言ったけど、国を内側から変えていけるようにがんばろう！」

「「「おー！」」」

　停とめていた馬車に乗り込んで、俺達は出発したのですぞ。

　全て順調に進んでおりますな。

　細かいところで差異はあるのでしょうが、良い方へ向かっている確信がありますぞ。

　お義父さんのお言葉通り、次の波までに沢山の人を救うのですぞ！




　リユート村の方へ行くとやはり波での魔物の死骸を処分していましたぞ。

　村人達は死骸を一ヶ所に集めている最中のようです。

「コウがご飯に欲しいって言ってたよね。分けてもらおうか……って」

　お義父さんはキメラの死骸に目を移しましたぞ。

　当然ながら俺が素材を回収した時よりも様々な部位が剥はぎ取られ、ボロボロになっています。

「結構ボロボロになってるけど、アレが波のボスだったのかな？」

「そうですぞ」

「頭を持ってきてたもんね。だけど……村の人達が処分に困ってるみたいだね」

　お義父さんは馬車を降りて交渉に行きました。

　それから村人と何やら話しているようですぞ。すぐに俺が手招きされました。

「処分に困ってるって言うからもらっていこう。元康くん、解体を手伝ってもらっていいかな？」

「お任せあれですぞ！」

　お義父さんと一緒にキメラの死骸をスパスパと素早く解体していきますぞ。

　なに、俺の槍は切れ味が良いので、骨だって容易く切断できるのです。

　それに、不必要とあらば俺の槍やお義父さんの盾に吸わせればいいのですからな。

　ある意味、異次元ゴミ箱ですぞ。

「元康くん、少しは村の人に譲るんだから骨は綺き麗れいにしてね」

「了解ですぞ」

　で、お義父さんはキメラの臓物を盾に入れて処分し、綺麗な肉にしました。

　その一部をお義父さんは盾に吸わせ、残りに目を向けます。

　残りの部位をどうすればいいのか？　とでも悩んでいるような表情です。

「当面の食料になるかな？　新しく買ったフィロリアルの餌にもよさそうだし」

「おお……ですがキメラの肉は筋張ってそうですな」

「今までそういう肉を加工してきたんだから問題ないって」

　そうですな。

　魔物の肉は種類によって様々ですが、筋張っているのも多いのですぞ。

　一見臭みのありそうなこの肉をお義父さんがどう処理するのか見ものですな。

　そもそもキメラは合成獣と書くのですが、食べても大丈夫なのでしょうか？

　……合あい挽びき肉というのもあるので、必ずしもダメということはないかもしれませんな。

「あ、元康くんはこの村の牧場の柵を壊してたんだよね？　一応謝罪しに行かないとね」

「では俺一人で行ってきますぞ」

　フィロリアル様達を守るためとはいえ、柵を壊したのは事実。

　どんな理由があろうとも謝罪しなければいけませんな。

　俺は村の牧場の方へ、ユキちゃんに乗って謝罪しに行きましたぞ。

「昨日の件で謝罪に来ましたぞ」

「あ、槍の勇者様」

　牧場主が俺を見て、表情を緩めましたぞ。

「フィロリアル様を助けるためとはいえ、柵を破壊して魔物を逃がしたこと、誠に申し訳ないですぞ」

「いえ、私達も自身の身を守ることで精いっぱいで魔物達を逃がすことを忘れていました……お陰で魔物達にも大きな被害はなくて助かりました。謝罪なんて滅相もない」

「逃げてしまったフィロリアル様達は保護できたのですかな？」

「ええ、波で出た魔物達がいなくなったのを確認してから割とすぐに……」

　さすがフィロリアル様、知能が優れていますな。誰が主人なのか理解しているのでしょう。

「それは何よりですぞ」

「ありがとうございました」

「ははは、フィロリアル様は世界の宝ですからな、当然のことをしたまでですぞ」

「「「グア！」」」

　柵の近くまでフィロリアル様達が寄ってきて挨拶をしてくださいました。

　ユキちゃんが手を上げて敬礼していましたな。




「うーん……」

　牧場から戻ってくると、お義父さんが唸りながらどうやって馬車にキメラの亡なき骸がらを載せるか悩んでいました。

　確かに量が量ですからな。国が取っていったとは思いますが、それでも余っていますぞ。

「あの……何なら、村の使っていない台車をお譲りします」

「え？　いいの？　なら助かる……かな？　元康くん、馬車を引く子を増やせるかな？」

「馬車と台車の二台程度なら天使一人でも余裕で引けますぞ」

「当然ですわ！」

「うん」

「コウも余裕ー」

　むしろ馬車だけど軽すぎだとフィロリアル様達は答えますぞ。

「そうなの？　じゃあ、お願いするね」

　お義父さんはリユート村の連中からもらった台車にキメラの肉を積み込みますぞ。

「何から何までありがとうございます」

「他に何かできることはある？」

「いえ、村の建物も盾と槍の勇者様一行のお陰で被害はなく、波で出た魔物の死骸の処理以外は普段通りの生活ができます」

　俺達が来ているのを知ったリユート村の連中が集まってきましたぞ。

「そっか……被害がなくて何よりだよ。あと、城下町の店で色々と良くしてくれてありがとう」

「いえいえ、こちらこそ私共を守ってくださりありがとうございました。盾の勇者様が噂で聞いたような方ではないことを知れて嬉しく思います。むしろ礼をしなければ自分達が許せませんよ」

「……じゃあ、ありがたくお礼を使わせてもらうね。それじゃあ元気で」

「あ、盾の勇者様」

「何？」

「他にできるお礼はないでしょうか？　馬車での旅や行商をするのでしたら商業通行手形を発行するのに力を貸せると思います」

「……大丈夫、既に持ってるから」

「そうでしたか、余計な心配でしたね。それではお元気で。盾と槍の勇者様方！」

　リユート村の村人総出で俺達を見送ってくださいました。

「多分、この流れだともともとはリユート村でもらったのかな？　商業通行手形」

「そうなのですかな？」

「おそらくね。行商に関してもどこかで閃ひらめいて、この村で発行してもらったんだと思うよ。村でも、今よりも被害が出ていたと思うし、しばらくは復興の手伝いか何かをして小銭を稼いだり……したんじゃないかな？」

　なるほど、思えば俺がフィーロたんに出会ったのはこの頃でした。

　具体的には二、三日後でしたかな？

　今でも思い出す……フィーロたんとの初めての邂かい逅こう。全てはあの出会いが始まりでした。

　あの時の俺はクズから領地をもらって赤豚と一緒に……。

「お義父さん、明日か明後日辺りに領地をもらった樹いつきが赤豚と一緒にここに乗り込んでくると思いますぞ」

「え？　それって……」

　そう、最初の世界で俺はリユート村を含めた領地をもらったのですぞ。

　で、赤豚が復興のために高額の税を取ると言い出して滞在していたお義父さん達と遭遇。女王の使いである影が現れて、思い通りにならないことを知った赤豚がフィーロたんと騎竜とでレースをさせたのですぞ。

　その際、俺はフィーロたんを見て、なぜかツボに嵌はまって爆笑したのでしたな。

　今にして思えば、なぜ笑ったのか理解に苦しみますぞ。

　うーん……本当に謎ですな。

　おそらく、フィロリアル様達への間違ったイメージで笑ったのでしょうな。

　馬や騎竜の方がカッコいいとか思っていたところで、フィロリアル様……フィーロたんの色と姿を見た瞬間に吹いたのですぞ。

　単色ではない白に桜色という安物っぽい色合いで馬鹿にしていたのでしょう。

　ああ……フィーロたん、貴方あなたのその希少な色合いを今は恋しく思いますぞ。

　あの出会いこそ至高。

　ゲラゲラと愚かに他者を罵倒する俺を罰するため、フィーロたんは俺の股間に強烈な一撃を加えました。

　ロケットのように吹き飛ばされ、あの世界がゆっくりと流れる、全身に雷撃を受けたような感覚はかけがえのない思い出ですぞ。

　ああ……フィーロたん、いま貴方はどこに。

「モトヤスがお話をした後、またうっとりしてるよ。ナオフミー」

「そうだね。何かとても幸せそうだね」

「槍の兄ちゃん、何を考えてんだろうな。美お味いしいものかな？」

「キールくんのソース添え？」

「いつまでそのネタを引っ張る気だ！　ワンワン！」

「ブー……」

　怠け豚がそのやり取りを見て深く溜ため息いきを吐ついているようでした。

「樹があの王女と一緒にここに来るかもしれない……か。樹の性格からして強引な税の徴収を認めるとは思えないんだけどな……しかも女王からの指示で王女の思い通りにならないなら、むしろ俺達がいない方がことが上手くいくかもしれない」

　お義父さんがブツブツと考え込むように呟きますぞ。

「二、三日様子を見て、ことが起こっていたら動くくらいしか俺達にはできない。多分大丈夫だと思うよ」

「わかりました。場合によっては樹に、正義がどっちにあるか突きつけられますな！」

「樹がそこまで愚かじゃないことを祈るしかないね。ところで元康くん、今日買ったフィロリアルかドラゴンの卵はどっちが飼い主になる？」

「ドラゴンは嫌いですぞ」

「うーん、だけど元康くんはそのフィーロって子の親になりたいんじゃないの？」

　そうですなー……。

「わかりました。では俺が登録を致しますぞ」

「共有することもできるんだろうけど、元康くんが預かっていた方が安全だろうしね」

　俺はフィロリアル様の卵の登録を完了させました。

　こうしてその日、馬車はカタカタと早めに移動をしていったのですぞ。

　ちなみにその後、樹達が領主になったという話はありませんでした。さすがの赤豚も樹の性格を把握していたようですな。この辺りの能力は突出していて反へ吐どが出ますな。








十一話　着飾るパンダ






　翌日……隙すきを見て俺達はポータルでシルトヴェルトへ行きました。

　今回はコウと怠け豚が留守番ですぞ。

　少々不安な組み合わせではありますが、コウならばしっかり仕事を達成してくれるでしょう。

　シルトヴェルトに着いたお義と父うさんはキールとサクラちゃんを連れ、パンダのいる酒場の方へ行きましたな。

　俺はユキちゃんと一緒ですぞ。

　卵はまだ孵ふ化かしていませんが、すぐに孵かえりますぞ。

「お？　久しぶりだな。調子はどうだい？」

　酒場でカードゲームをしていたパンダ獣人がお義父さんを手招きしていますぞ。

「ボチボチってところだね。ラーサさんはどう？」

「そうかそうか。こっちは戦争の匂いを嗅ぎつけて滞在してんだが、音沙汰なしで退屈気味だよ。お前等と気まぐれに狩りに行くとかしないなら、ゼルトブルへ行ってたところだねぇ」

「戦争……」

　お義父さんが戦争という言葉を聞いて黙りこみました。

　そうですな。メルロマルクでのお義父さんの扱いの悪さを考えれば、シルトヴェルトがいつ乗り込んできても不思議ではないのですぞ。

　ですが心配はご無用。女王が外交でできる限り戦争にならないように努力していますからな。

「風の噂うわさなんだけど、メルロマルクで盾の勇者への露骨な差別をしているって話なんだ。国民が戦争ムードへ移りつつある。お前等も気を付けな」

「うん。できる限り気を付けるよ。まあ……キールくんがいるから大丈夫だとは思うけどね」

「小さい犬っころがいるからどうだってことはないとは思うぞ」

「なんだと！　俺が頼りねえってのか？」

　キールがワンワンとパンダ獣人を威嚇しますぞ。

「まあまあ。だからラーサさんのところに厄介になりに来たんでしょ」

「あたいを頼りに来るとか……一度優しくしたら調子に乗りやがって。あたいだって暇じゃねえんだぞ」

「ここでカードゲームをしている人が暇じゃない……？」

「う……うるせえな。どうだっていいだろ」

「まあ、そんなわけで余裕があるなら一緒に狩りへ行くのはどうかな？　と思って誘いに来たんだ」

「とはいってもねぇ……」

「もちろんお礼は弾むよ。元もと康やすくん」

「ハイですぞ」

　俺はお義父さんに注文されていたパンダ獣人に似合いそうなデザインの服を取り出しました。

　キールに着せる服のデザインによく似たものを作ったのですぞ。

　酒を飲もうとしていたパンダ獣人が服を見てブーッと噴き出しました。

「ゲホッ！　ゲホッ！　な、なんだその服は！」

「もちろんラーサさん用の服だよ。あ、キールくんとお揃そろいだね」

「カッコいい姉ちゃんがこれを着るのか？　似合わないと思うぞ？」

「大丈夫だよ。キールくんと同じで似合うって」

「俺は好きでこんな格好してんじゃねえ！　兄ちゃんが頼むから着てんだ」

　犬の姿でもキールは行商用の服を着させていますぞ。

　そろそろ魔力で作られた衣装にするか考え時ですな。

「あたいに似合うはずねえって言ってんだろ！　聞いてたのか!?」

「だから前にも言ったでしょ。似合うから、作ってもらったんだよ。それに、今の姿も俺は可愛かわいいと思うよ？」

　と、言ってお義父さんは俺から服を受け取ってパンダ獣人に渡しましたぞ。

「あ、あたいが……その……だから、柄じゃねえって言ってんだ！」

　なんとなくですが、赤くなったような気がするのは気の所せ為いですかな？

「その姿だと、とりあえずリボンとか着けたらいいかな？　帽子とかも実は似合うかもしれないね。キールくんみたいに、子犬形態でもメイド服が似合うみたいに」

「だから！　ああもう……聞け！　いい加減にしないと怒るぞ！」

「あ、落ちついて。じゃあファンシーじゃないラインで、まずはバンダナ辺りを頭に巻いてー」

　お義父さんがパンダ獣人の頭にバンダナを巻きました。

　パンダ獣人は特に抵抗する気配はないみたいですな。むしろ若干諦め気味に溜ため息いきを吐ついてますぞ。

「で、ここでリボン。腰にはアクセントとして大きくリボンをしてと──」

　パンダ獣人が姉御肌の女海賊っぽい格好になりましたな。

　腰に巻いたリボンがいいアクセントになっていますぞ。

　確かに似合いますな。ファッション的に良い感じの印象がありますぞ。

「なんでこんなのを……ああもう……」

　その後、ウンザリしたような口調で自らの姿を見ていますぞ。

「あたいをこんなにして何が楽しいんだ？」

「ギャップ萌もえが上う手まくいくかとか……色々と着飾る楽しさがあるよ。ラーサさんは亜人の時の姿は可愛いんだから、今度見せてね」

「あ、あたいが可愛いわけねぇ！」

　ですが、パンダ獣人はお義父さんに鏡を見せられて、動きが止まりましたぞ。

「これが……あたい？」

「うん。キールくんと同じく可愛らしいと思うよ。前回俺が言った通りに毛に気を使ってくれているみたいだし、ふわふわになってきてるね」

「これが……嘘うそみてえだ」

　そこでパンダ獣人の部下がお義父さんの胸倉を掴つかみましたぞ。

「おい。てめえ！　何のつもりだ！　これ以上干渉したら、俺達がお前をぶっ飛ばすぞ！」

「お前等何をしてんだ！」

　パンダ獣人がハッと我に返って部下を怒鳴りましたな。

「よくも姐あね御ごを淫乱な雌豚に変えやがったな！　お前と出会ってから歩き方を意識したり、毛に気を使ったり、今までの姐御は見る影もないんだぞ！」

「淫乱な雌豚って……元康くんじゃないんだから……」

　おや？　俺が何かしましたかな？

　そうですな。このパンダ獣人には言わなければいけないことがありますぞ。

「勘違いしてもらっては困りますぞ」

「なにが？」

「彼女はパンダであって豚ではありませんぞ！」

「パンダという種類なのですね。白黒ですわ！　そして白は高貴なのですわ！」

「……」

　お義父さんが疲れたような顔をしました。

「ユキちゃんもどうかと思うけど、元康くん、黙っててね」

「わかりました」

　そしてお義父さんは再度パンダ獣人達に視線を向けました。

「と、とにかく姐御が鏡を前にしてポーズを取る姿……それを見る俺達の気持ちになれ！」

「そ、そうだな！　やっぱりこの服装はねえよな！　あたいも気の迷いでこんなふざけた格好を──」

　とパンダ獣人が言うのと同時だったですぞ。

「姐御にムラムラしてきてしょうがねえぜ！」

「……は？」

　お義父さんが親指を立てると、部下も同じく親指を立てました。

「あとはあの衣装を着れば完璧！」

「「「完璧！」」」

　先ほどの問答はどこへ行ったのですかな？

　凄すごい手のひら返しを見ました。

「ああ……姐御がここまで魅力的になるなんて……すげえぜ、ぜひお前のことを兄貴と呼ばせてくれ」

「はぁ!?」

　パンダ獣人の声が裏返りましたな。

「まだまだ……ラーサさんの魅力はこの程度じゃ収まらないよ。亜人の時はもとより、獣人の時の姿だって、もっと魅力的になるはずなんだ！」

「なん、だと！　兄貴！　いや、伝道師様！　ぜひ姐御を人々を魅了する淫いん靡びな雌豚に育て上げ、俺達にいい子いい子してくれる最高の女にしてください！　お願いします！」

「お前等、覚えてろ！」

　パンダ獣人はお義父さんを含めて部下全員にゴツンとげんこつを見舞いました。

　まあ、お義父さんには全く効果がなかったようですが。

「はぁ……どうしてこうなっちまったんだ？」

「素材は良いんだから、もっと磨こうよ。ラーサさん改造計画」

「はいはい。じゃあ行くぞ。今日はどこへ行くんだ？」

　パンダ獣人はウンザリしたようにボリボリと頭を掻かいて、お義父さんとパーティーを組みました。

「定番の、金になるような魔物を倒しに行くか？」

「んー……元康くん、何か心当たりない？」

「山奥のドラゴン辺りがお勧めですぞ」

「ドラゴンって……どんだけ物騒なところへ連れていく気だ！　いや、あたい達を殺す気か！」

　そこまで強いドラゴンなんていましたかな？　今のお義父さんの実力ならＬｖ１００の冒険者が勝てないドラゴン程度、容易たやすく仲間を守り切れると思いますぞ。

「その前に、植えた植物の成果を確認してからでいいのではないですかな？」

「ああ、そうだね。上手くいけば食料問題が解決するんだっけ？」

「ですな。念のため人里から離れた場所に植えたので、今のように時間がある時に行くべきですな」

「じゃあ、確認してから行こうか。ラーサさんも来る？」

「いや……あんた等、何者なんだよ」

　ということで俺達はバイオプラントの種を植えた土地へ行きました。

　シルトヴェルトでも人の踏み入らない荒野を選んで、俺はバイオプラントの種を植えました。

　ですが現在、その場所には密林がありました。

　様々な実が実り、豊ほう穣じょうと恐怖を振りまく幻想的な森ですぞ。

　なんとなく、森の中に花のような人型の生き物が闊かっ歩ぽしているように見えますな。

　目を凝らして確認すると、プラントリウェという名前のようですぞ。

「最近巷ちまたで騒ぎになってるところじゃねえか！　あんた等何をしたんだ！」

　パンダ獣人が騒いでいますな。

「国は何も取り合わないし、少しずつ生息地を拡大させてるって話だぞ。まさかあんた等が犯人だったのか!?」

「うーん……まさかこんなことになるなんて……」

　パンダ獣人に言われてお義父さんが呻うめいていますな。

「元康くん、どうする？」

「わかってますぞ。丁度伐採の時期ですな。この程度、この元康が片付けてみせますぞ」

　やはり土の肥えているメルロマルクで植えなくて正解でしたな。

　シルトヴェルトの荒野に植えてこれなのですからな。

　もちろん、危険かもしれないと俺が注意しておいたので、この辺りは国が侵入禁止区域として指定しておりますぞ。

　国の指示を無視して近づいたのなら自業自得ですな。

　それに悪性変異してからの増殖範囲はまだ狭いですな。

　現にまだバイオプラント本体が森の端から見えますぞ。

　一番上に大きな花が生えた木って感じですな。

　昔、フィーロたんやお姉さんがお義父さんとの冒険を村の者達に語ったのをまた聞きしたのですが、形が異なりますな。

　植えた場所で変異の方向性が変わってしまったのですかな？

「では行きますぞ、ユキちゃん！」

「わかりましたわ」

　俺はメキメキとマメの木のように伸び始めているバイオプラントへ、ユキちゃんの背に乗って近づきますぞ。

　プラントリウェは無視ですな。まずは本体を潰つぶすのが先決ですぞ。

　するとバイオプラントが歯を生やした花のような部分をこちらに向けて、噛かみ付こうとしてきました。

「甘いですわ！」

　ユキちゃんはバイオプラントが放つ蔓つたの攻撃を俺を乗せたままバク転して避よけ、先を蹴り飛ばしながら、蔓つるに乗っかって、滑るように近づきますぞ。

「グングニル！」

　バイオプラントの花の部分に向けて俺は槍やりのスキルを放ちました。

　バリッと音を立てて、花の部分は消し飛びましたが、他の部分は特に問題もなく動いていますぞ。

　面倒ですな。どうやらどこかに本体に該当する部分があるみたいですな。

　未来のお義父さんがバイオプラントを所持していたので戦ったのでしょうが、あの時のお義父さん達はどうやって退治したのでしょう？

　倒すだけなら簡単ですな。この辺りを魔法で焼き払えばどうとでもなりますぞ。

　ですが、それではバイオプラントの種などは回収不可能になる可能性が高く、しかも再度発芽するかもしれません。

「強力な除草剤とか効果がありそうだね。元康くん！」

　お義父さんが、除草剤の入った瓶を盾から出して俺に投げてきました。

「行商用に練習で調合したものがこんなところで役立つなんてね」

　なるほど、確かにこの魔物は植物ですから、除草剤は効果的でしょう。

「すげー……あたいだって負けられるか！」

　パンダ獣人が何やら張り合っているようですな。腕を交差させて意識を集中させていますぞ。

『力の根源たるあたいが命じる。理ことわりを今一度読み解き、大いなる植物よ。愚かなる者を貫け！』

「ツヴァイト・バンブースパイク！」

　パンダ獣人が地面に拳をぶつけると、地面から竹が出現して辺りの魔物を串刺しにしましたぞ。

「おお！　やっぱカッコいい姉ちゃんすげー！　俺もやるぞー！」

「キールくん待った！　むやみに突っ込んだら危ないから離れちゃダメだよ」

「……サクラも頑張る」

　サクラちゃんが脇差にしていた剣を抜いて駆け出してきましたぞ。

　近寄る魔物を舞うように切り飛ばすその姿は、まるで竜巻のようですな。

　ですが、すぐにお義父さんのところへ戻ってきました。

　いつものようにお義父さんを守るために剣を振るっておりますぞ。

　さて、バイオプラントがどの辺りまで根を張っているのかわかったので、あとは除草剤で仕留めるだけですな。

「キールくん、サクラちゃんと一緒に除草剤をあの本体に向かって撒まいてきて」

「わかったぜ兄ちゃん！」

　サクラちゃんに乗ったキールがお義父さんが手渡した除草剤を撒きました。

　俺も負けじと除草剤を槍から出して散布してみますぞ。

「────!?」

　バイオプラントに相当なダメージが入ったようですな。悲鳴のような声が聞こえてきますぞ。

　ですが、それだけに留とどまり、残った部分がメキメキと再生を始めました。

「うーん……変異性が高くて除草剤じゃ倒せないタイプになった……のですかな？」

「どうすんだコレ！」

　パンダ獣人が部下を守るように前に立って、伸びてくる植物をツメで倒しました。

　おお、なかなか強きょう靭じんな腕を持っていますな。

「元康くん！　ここが元は荒野だったんなら……バイオプラントも育つには地中深くに根を生やす必要がある。ここまで攻撃しても衰える様子がないなら、除草剤が回りきらない離れたところ……地中深くに本体があると思うんだ。お願いできる？」

「お任せあれですぞ！」

　ゲームでは得られない敵の情報、お義父さんの推理、おそらく正解ですぞ。












　複数指定で、辺りの根目掛けてエイミングランサーを放ちますぞ。

　ドスドスと地面が盛り上がり、千切れたバイオプラントが飛んできますな。

　本体がどこにあるかを見極める必要があるでしょうな。

　千切れた部分の先の動きが鈍りました。その内側の地中深くにあると見ていいですな。

「やることは一つですな」

　俺は地中に向けて槍を突き刺して、スキルを放ちますぞ。

「アースイグニッション！」

　ボスンと地面が大きく盛り上がってから、噴火するように地中にあったものを吐き出しますぞ。

　ゲームではマグマを召喚して攻撃するスキルですが、こういった使い方もできますな。

　噴出したものの中に芋のような根が張り巡らされた……バイオプラントの本体と思おぼしきものが露出していました。

「ブリューナクⅩ！」

　すかさず芋に向けてブリューナクを放って、消し飛ばしますぞ。

　すると、みるみるバイオプラントは枯れ果てましたな。

　そして消し飛ばしたバイオプラントの根の部分から光る種が辺りに降り注ぎました。

　これは……どうやら一つの種が複数に増えてしまったようですぞ。

「急いで回収して！　芽が出たら大変だ！」

　沢山のこぶし大の種を集めて俺達は一息つきますぞ。

「まったく……なんだってんだい」

　パンダ獣人が集め終わった種を一つ握りながら呟つぶやきますぞ。

「あー……まあ、こっちにも色々と仕事がね」

「変わった仕事をしてる連中なんだね、あんたらは」

「そう……なるね。あんまり気にしないでほしいかな、今のところは」

「あたいにあんな格好をさせてそれかい？　まったく……盾の勇者はメルロマルクにいるらしいし……あんたらは何者なんだろうね？」

「う……」

　パンダ獣人はそれとなく事情を察しているのではないですかな？

　一緒に狩りに行けばお義父さんの硬さから嫌でもわかるでしょうな。

「兄ちゃんはな！　盾の──」

「キールくんストップ」

　お義父さんがキールの口を塞ふさぎましたぞ。

「ま、あたいも傭よう兵へいだ。意味もなく危険に顔を突っ込むような真似をする気はないよ。変わった経験はできたけどね」

　コクコクとパンダ獣人の部下が頷うなずきますぞ。

　錬れんの仲間のような地味さですな。

「とりあえずは……」

　お義父さんが盾にバイオプラントの種を入れました。

　他にも色々と素材を収拾しますぞ。

「植物改造？　……ふむふむ」

　お義父さんは盾を変えて技能を作動させているようです。

　おそらくお義父さんはこれでバイオプラントを改良していったのでしょうな。

　俺は既にお義父さんから支給されたバイオプラントの種を槍に収めていますからな。

　新たに手に入ったのはプラントリウェ等ですぞ。

　植物型の魔物から出た槍も技能を拡張する効果がありそうですぞ。

　ま、こういう細かい作業はお義父さんに任せましょう。

　バイオプラントの種は魔物の扱いでもあるので、ドロップを確認しました。

　するとバイオプラントの種が出ました。

　……実際に落ちているのにドロップからも取り出すことができるのですか。

　あまり意味を感じませんな。

「で？　これからどうするんだい？」

「こっちの用事は終わったから、ラーサさん達と魔物退治でもして小銭を稼ごうか。それともどこかの店にでも行く？」

「そうだねぇ……」

　パンダ獣人はお義父さんとずいぶん打ち解けてきているようですな。

「じゃあ元康くん、俺はラーサさん達と一緒に出かけてくるね」

「わかりました。では時間になったらまた合流ですな」

「うん。じゃあ行こう！」

　パンダ獣人の腕を掴んで、お義父さんはサクラちゃん、キールと共に出かけていきました。

　ユキちゃんと俺が残された元荒野で管理人のシルトヴェルトの者に事情を説明したのですぞ。

　とりあえずは植物改造の技能を習得して、俺なりに色々とバイオプラントで何かを作れないか模索してみようかと考えましたが、かなり面倒そうでしたので放棄しますぞ。

　というところで懐に入れていた卵が孵りました。

「ピイ！」

　紺色のフィロリアル様でした！

　性別は……メスですな。

　残念ながらフィーロたんではありませんでした。

　この子の名前は何に致しましょうか。

「ピイ！」

　元気でよろしいですぞ。

　うーん、そうですな。

　お義父さんにあとで決めてもらいましょう。

「では、ユキちゃん。この子の餌の確保とＬｖ上げを致しますぞ」

「わかりましたわ！」

「では、近所の峠を走りますぞ！」

「はいですわ！　とても楽しい時間になると、私……胸が弾んできますわ」

　ユキちゃんも走るのが好きですな。

　その日も日が落ちる寸前までＬｖ上げに勤いそしみましたぞ。








十二話　怠惰の種






「ピヨ！」

　お義と父うさんが帰還したので俺達は予定通りに馬車に戻りましたぞ。

「新しい子の名前かー……」

「候補としてはネイビーちゃんですかな」

「そのまんまだね。未来だとコンとか似た色の藍色からアイとかいたのかな？」

「そうですぞ。ですので、何か別の名前がいいかをお義父さんに聞こうと思ったのですぞ」

「とはいってもねー……」

　新しいフィロリアル様を見てお義父さんが考え込みますぞ。

　そしてお義父さんは喉辺りを撫なでるように手を伸ばしました。

　新たなフィロリアル様は気持ち良さそうに目を細めております。

　紺色ですからな。黒とも言いがたく、濃い青と言える色合いですぞ。

「じゃあ紺色の古い呼び名である『こきはなだ』から取ってハナダっていうのはどうかな？」

「お義父さん、そんな呼び名をよくご存じですな」

　お義父さんの知識の深さにこの元もと康やす、感服いたしますぞ。

　俺にはない発想を持っていますな。

「昔、ゲームの隠しダンジョン名で知ってね。覚えていたんだよ」

「そうなのですかな？　ではその名前でよろしいですかな？」

「言ってみたけど、女の子に付ける名前じゃないような気がするね」

「ブー……」

「え？　バイオプラントを倒した頃に孵かえったからそこから取るとかどう？　って？　それも悪くないね」

「ブー」

「他に孵ふ化かした地名ね。うん、妥当なところだね」

　お義父さんが怠け豚の助言を聞いて地図を何度か確認していますぞ。

「兄ちゃん兄ちゃん！　この子、夜のような綺き麗れいな色合いだからヨゾラちゃんってのはどうだ？　他にホシちゃんとか」

「悪くはないけど……うーん」

「ピヨ？」

　新たなフィロリアル様の名前でお義父さんは悩んでいるご様子。

　俺も名前選びは難航することがありますぞ。

「ブー……」

「え？　面倒だから過去の勇者が残した言葉にある出しゅつ藍らんの誉れからとって……ナイナイ！　それはないよ！　確かにフィロリアルは馬みたいだけどランホマレって酷ひどいって！」

　おや？　怠け豚が考えた割には悪くない名前ですな。

　フィロリアル様の一般的な名前はどうも競馬の馬のような名前が多いのですぞ。

　だから俺も否定はしませんぞ。

　クロちゃんに付けようとしたのもその辺りからの連想でしたからな。

「どうしたものかなー……ん？　キールくんが星から取った名前を考えたのに倣って、月……ルナってのはどうかな？」

「おお！　女の子っぽい名前ですな」

「語呂も良いしいいんじゃないか、兄ちゃん」

「ブー」

　悪くはないですな。俺はそこまで深く考えずに名前を決めていますぞ。

　間違いなく俺だったらネイビーちゃんでしょうな。

　ですが、お義父さんの言ったルナちゃんも悪くはないと思いますぞ。

「じゃあこの子の名前はルナちゃんですぞ！」

「ピヨ！」

　ルナちゃんが元気に鳴きました。

「……とりあえず食いしん坊なみんなに、今夜のご飯はキメラの肉でも料理してあげるかな」

「わーい！」

　と、みんなしてお義父さんの作った料理で楽しい食卓を囲んで、その日は過ぎていったのですぞ。




　そして夜も深くなってきた頃、お義父さんと俺は魔法の勉強の合間にバイオプラントの研究を行いました。

　とはいえ、細かい調整はお義父さんがやっていますが。

「これで安全性は確保できたから、実験できるところが欲しいね」

「ブー……」

「え？　今度こそエレナさんの両親が管理している領地を使う？　まあ……そうだね」

「ブー」

　怠け豚がバイオプラントの種を植える場所に自身の領地を提案していますな。

　知っていますぞ。

　豚は鼻がいいですから、きっと金の匂いを嗅ぎつけているのでしょう。

　元の世界でもトリュフを見つけるのは豚の役目ですからな。そういう分野が得意なのでしょう。

「うん、色々と微調整できるよ。それがどうしたの？」

「ブー」

　怠け豚がハンモックで揺れながらお義父さんに何度も鳴きますぞ。

　その度にお義父さんはうんうんと頷うなずきました。

　どうやらバイオプラントについて相談しているようです。

「なるほど、確かにそれは良い案かもね。最終調整はエレナさんのところの領地ですることになるけどね」

「何を決めたのですかな？」

「えっとね。販売用のバイオプラントの種と、俺達だけが使う行商兼収穫用のバイオプラントの構造を変えるって話なんだ」

　お義父さんは俺に怠け豚と話しあった案を教えてくださいました。

　具体的にはバイオプラントの改造に於おいて、変異性を極力下げて、生産性が優秀なように改良するそうですぞ。

　ですが、何もせずに収穫だけできるのでは、もらった者達が怠惰になるのは目に見えています。

　何せ、収穫するだけで食料問題が解決する驚異の植物ですからな。

　人間、飢えもせずに過ごせる状況では、怠けますぞ。もしくは愚かな争いの始まりですかな。

　与えられた幸福よりも、己の力で得る幸福の方が何倍も素晴らしいものになるのですぞ。

　さすがはお義父さん。良いことを言いますな。

「最初は行商で俺達が収穫する実を各地で売りつけるんだ。で、ある程度食料事情が満たされた頃に、ちゃんと管理をしないとあっという間に枯れてしまうバイオプラントの種を提供して、国民の根本的な問題を解決させる」

「最初に高値で売りつけないのですかな？」

「お金を集めるためには、それも考えたんだけどね。でもこうして小出しにすることで信用を得られるんだ。いくら口コミで聖人と言われても、まだ広まりきってないし……もちろん、緊急性が高いところには種をすぐに植えるよ」

「ブー……」

「どうやらエレナさんの話じゃ、波の所せ為いで人手不足になって不作になってるみたいだしね。食料問題が浮上してるそうなんだ」

　そこでお義父さんの引く馬車で行商。ついでに食料を配給して信用を築くのですな。

　確かに食料問題は重要な問題ですぞ。

　最初の世界でも以前のループでも、飢えで困っている人々は沢山いましたからな。

「だけど、食料を売り歩くだけだと限度が来るから種自体の販売もいずれ行う。その頃には俺達を信用してるだろうから上う手まく管理してくれると思う。けど人間、何するかわからないし、渡した種を枯らすような相手は信用しちゃいけない」

　そういえばフィーロたんの婚約者を誘拐したと偽装されたあの事件後……俺が種を渡してお義父さんが解決した村の周りは、密林と呼べるほどのバイオプラントの畑が広がっていましたな。

　後に聞いた話だと、お義父さんが改良した植物の種を管理していたとか。

　便利だとは思っていましたが、バイオプラントの原種がここまで凶悪に育つとは思っていませんでした。

　ですが、今回お義父さんが国民に渡す種はそれよりも劣るものなのですな。

　怠けると枯れる……普通よりも強い程度の植物を作ることで、人々を試すのですぞ。

　ちゃんと真面目に管理しているか、と。

　枯らすような連中は不真面目で、困ると他の領地に攻め込むような愚行をするかもしれない。

　真面目に管理すれば問題は起こらない。

　上手く循環するようにお義父さんは考えておられるようですぞ。

　ただ施すだけでは、ダメなのですな。

　そういえば、お義父さんは村でも土壌の管理を重視していたのを覚えていますぞ。

　畑を整備する魔物に色々と指示を出しておられました。

　土壌整備の魔物にじゃれつかれて畑に半分埋まってしまい、お姉さんや村の奴隷達に助けられていたこともありましたな。

「一時はよかった……だけど……盾の勇者の所為でこの村が滅んだ！　とか言われたら困るからね。配る時を見極めないといけない」

　お義父さんはバイオプラントの種に改造を施していきますぞ。

「バイオプラントを枯らした責任は自分で取ってもらわないとね。枯れないように丈夫に作ったって……手入れをしなきゃ枯れるかもしれないし、逆に植物に住む場所を追われかねない。後に死の土地とかになったら大変でしょ？」

　耳が痛い話ですな。バイオプラントのあの変異性を考えれば、間違いなく俺が渡した種によって南西の村は困った状況に陥ったことでしょう。

　これも最初の世界のお義父さん達が解決したのでしたな。

　この暴走問題を今の俺達が起こせば聖人という信頼は容易たやすく裏返りますぞ。

　お義父さんはそれを懸念しているのでしょう。

　だから細心の注意を払って、種を売るのですな。

「よし、まずは行商用の丈夫な実を作るための改造はできたから、エレナさんの領地を貸してもらおうかな」

「ブー……」

「うん、上手くいけばお金も稼げるね」

　こうして当面の販売計画は着実に進んでいったのですぞ。




　それからしばらくして怠け豚の領地である町に辿たどり着きました。

　しかし……この町、見覚えがあるような……ハッ！

　怠け豚は最初の世界で俺と一緒に行動していた、エレナ！

　お義父さんが何度も呼んでいた気がしますが、同名の豚だと思っていました。

　あの裏切り者が店を任されていた町がここですぞ。

　くっ……どうしてこの怠け豚が裏切り者のエレナだと気付かなかったのでしょうか。

　きっと今回も立場が悪くなれば、すぐに裏切るでしょうな。

　お義父さんに気付かれないよう、人知れず殺すか考えますぞ。

　……いや、逆に考えれば、立場さえ悪くならなければ良い駒かもしれませんぞ？

　実際、怠け豚の能力は程々に高いですからな。

　今までの行商や波での避難誘導、バイオプラントの栽培方法など、お義父さんに多くの助言をしていますぞ。

　ある意味では俺にはない能力があるとも言えますな。

　この怠け豚の能力を見るに、簡単に消してしまうのは惜しいですぞ。

　言うなれば、裏切りたくないと思わせることもまた、力なのかもしれません。

　そういう意味では最初の世界のお義父さんは良い指標ですな。

　お義父さんはあの魔物商や盗賊など、表では口に出せないような輩やからを従えていると聞いたことがありますぞ。

　彼等は自分の利益に正直ですからな。

　もしもお義父さんの立場が悪くなれば、すぐに切り捨てるでしょう。

　そういった連中に味方でありたいと思わせることが重要なのかもしれません。

　もちろん、無能を飼っている余裕はありません。

　せいぜいお義父さんの駒として便利に使わせてもらいましょう。

　それに、もしも裏切ったら俺が迷わず処刑してやりますぞ。




　さて、俺が最初の世界で霊亀事件のあと、逃げ回っていた頃。

　怠け豚を信じて合流しようとしていた時に向かったのが、ここでした。

　お義父さんが俺に忍び足で近づいてきて、声を掛けてきたのでしたな。

　俺はエレナに嵌はめられ、その後、ポータルで逃げたのですぞ。

「ブー」

　面倒そうに怠け豚が商店に入って、店の奥で何やら話をしていたようですぞ。

　その後、お義父さんが町の屋敷の方へ出かけていき、近隣の畑を借りました。

　お義父さんの話ですが、名目は怠け豚の家族が管理する畑となっているそうですぞ。

　畑にお義父さんが種を植えると、見る見る成長していきましたな。

　赤い、馴な染じみのある実が実りました。計画の第一段階は成功ですな。

　すぐに、怠け豚の家が雇った農民が実を収穫して馬車に積み込んでいきますぞ。

「エレナさんのところの商人も色々と売り歩いてくれるってさ。まあ、たぶん、大丈夫だと思うけど、ちゃんと注意してね」

「ブー……」

　怠け豚が部下の農民に命じてから、俺達は食料配給の旅に出ることになったのですぞ。

　もちろん食料の合間に薬も売りますぞ。

　貧困に喘あえぐ地域である南西の村などに食料を持っていくと飛ぶように売れました。

　ただ、お義父さんは貧乏で食べるのも大変な人達には無償や後払いでいいと言っておりました。

　物々交換や薬草との交換も受け付けているので、様々な品が馬車に積まれていきましたぞ。

　ユキちゃんやコウに引かせる馬車も増えて、みんな喜んでおります。

　フィロリアル様は重い引きがいのある馬車が好きですからな。

　で、この頃にはルナちゃんも成長して、フィロリアル・クイーンの姿になっていましたぞ。

　そして最初は紺色だったのですが、色合いが白に紺のカラーになりました。

　フィーロたんの色違いみたいな感じですぞ。そろそろ天使になる頃ですな。

「ルナちゃん、どうか天使の姿になってほしいですぞ」

「元康くん、ここ街道なんだけど……って、ルナちゃんも受け入れないで！」

　俺の願いで、馬車の外を歩いていたルナちゃんが天使の姿に変身しました。

　……おや？　お義父さんがルナちゃんに急いでタオルを被かぶせますぞ。

　そして馬車に乗るように指示を出しました。

「……ルナ……よろしく」

「えっと、まだ予備の馬車がないから引かなくていいよ」

「……そう？」

　背格好はユキちゃん達と同じく幼い外見ですぞ。

　サクラちゃんと比べるとやはり大きく違いますな。

　俺は再度、ルナちゃんの天使の姿を確認しましたぞ。

　まず、目の色は紺色ですな。夜の海のように深い紺色の瞳ですぞ。

　これはフィロリアル様の姿の時と変わりません。

　次に髪の色ですな。

　なんとサラサラと輝く銀色ですぞ。陽ひの光を吸い込んでキラキラと輝いていますな。

　今までのフィロリアル様の姿とはどうも異なる色合いになりました。

　髪型はそれぞれの好みに分かれますが、お義父さんがルナちゃんに聞いて好きな髪型にさせましたな。

　ルナちゃんは片方でまとめるのが好きなご様子。

「ユキちゃんやコウ、サクラちゃんと比べると何か違うね」

「そうですな」

「フィロリアル姿の色合いに合った髪の色をしてないよ」

「今までと何か違うことをしましたかな？」

「う～ん……最近だとキメラの肉を食べてたけど、俺達も食べてたしな……」

　全然わかりませんな。

　しかし、フィーロたんも天使の姿とフィロリアルの姿で差がありました。

　何が原因なのでしょうか？

「……変？」

「変じゃないよ。だけど違うなーってね」

　どうもルナちゃんは喋しゃべるのが得意ではないようですな。一言で終わる会話が多いですぞ。

　サクラちゃんもどちらかと言えば口数は少ないですが、それでも聞けば答えますし、歌は好きなようです。

　ですがルナちゃんは喋ること全般が短めのようですな。これは個性ですぞ。

「……へー……」

「ブー……」

「ああ、うん。エレナさんに似てるけど、ルナちゃん。真似しちゃダメだよ」

「……マネしてない」

　クール系ですな。ルナちゃんは静かに行動するのが好きなようですぞ。

　フィトリアたんに似た雰囲気を持っておりますな。

　魔物と遭遇すると背後から一撃を掛けるのが好きなようでした。

「しかし……なんでサクラちゃん達とは天使の姿の時に髪の色が違うんだろう……？　まあ、サクラちゃんも他の子と違って目の色に違いがあるんだけどね」

　そうですな。思えばフィーロたんも色々と違いがありますからな。

　やがて夜になるとフィロリアル姿のルナちゃんがズテンと座り込んで、お義父さんを手招きしてお腹をポンポンしてますぞ。

「イワ……キール、ルナのポンポンの上で寝る」

「ルナちゃんのお腹？　あったかそうだな！」

　キールが近づいてルナちゃんのお腹に寄りかかりますぞ。

　ルナちゃんはその様子をとても優しげな眼で見つめております。

「うお。すげーやわらけえ！」

「コウもキールくんを迎える準備できてる！」

　と、コウがパカッと口を開きますぞ。

「内側に入る気はないからな！　いい加減にしろ！」

　ワンワンとキールはコウに犬歯を見せて鳴きましたぞ。

「ルナちゃんはポンポンさせるのが好きみたいだね」

「……うん。キールくん、可愛かわいい」

　ルナちゃんはキールをギュッと抱きしめますぞ。

　ふむふむ、コウとは別の意味でキールのことが好きみたいですな。

　子犬のキールが好きとは、女の子らしい一面ですぞ。

「可愛いんじゃないぞ！　カッコいいだろ」

「……ルナ、キールくんみたいになりたい。小さくてピヨピヨしたい」

「十分可愛いと思うけどー……」

　ルナちゃんはふわっと羽毛を逆立たせてヒヨコのようにしていますな。

　フィロリアル様は等しく可愛らしいですぞ。

「天使の姿はキールくんに負けないくらい可愛いと思うよ」

「……ルナ、本当の姿が可愛くなりたい……ピヨピヨ……したい」

「うーん……みんな個性的だね。ラーサさんと仲良くなれそう……かな？」

　そうですな。

　あのパンダ獣人は可愛いものが好きなようでしたし、着飾るのに対して抵抗感を持っていました。

　ルナちゃんとは気が合いそうですな。

「うん……だからピヨピヨでキールくんと一緒にいる。そうすると楽しい」

「そ、そっか。がんばってね」

　お義父さんがそう言うとルナちゃんはキールをギュッと優しく抱きしめました。

　ルナちゃんはキールがお気に入りのようですな。

「すげーやわらかくて気持ちいいけど……あっちぃ……」

　キールがまさしく犬のようにハッハと舌を出して呼吸していますな。

　フィロリアル様の温かさを嫌がるとは、理解できませんな。

「あんまり長いこと抱きしめないようにね。サクラちゃんもそうだけど、みんな体温高くて俺やキールくんじゃ安眠できないから」

「うん……じゃあキールくんが寝たらルナがキールくんに包んでもらう」

「包んでもらうって何をする気だ！」

「……」

　ルナちゃんが光ってどんどん縮んでいき、キールの手に乗っかりましたぞ。

　その姿はフィロリアル様の雛ひなですな。

「ピヨ」

「あ……うん、わかった。それなら一緒に寝られるよな」

「ピヨピヨ」

「ルナちゃん？　なんで話さないんだ？」

　ルナちゃんがピヨピヨとキールの手の上で鳴いております。

「キールくん、この姿だと喋しゃべれないよ？」

　サクラちゃんがキールの問いに答えましたぞ。

「この姿だと喋れないんだ？」

「へー……そうだったんだ？」

「そうだよ。ナオフミ、知らなかったんだ？」

「サクラちゃん達はここまで小さく変身しないじゃないか」

「んー？　そうだね」

　サクラちゃんは首を傾かしげてから答えました。

　のどかな様子ですな。

　こうして夜は更けていったのですぞ。




　そんなこんなでお義父さんは、フィロリアル様達にバイオプラントの食料を載せた馬車を引かせてメルロマルク中を進んでいきました。

　道中、薬売りの面でも病に苦しむ老ろう婆ばを治療したりなど、手広くメルロマルク中の人々の問題を解決していっている状態ですぞ。

　何度か往復していても食料事情が改善しない南西の村には、贈与用の種を渡しておりました。

　Ｌｖも大分上昇しているので、シルトヴェルトの方での狩りは行っておりませんな。

　まあ、お義父さんもポータルスキルを習得しているので、俺が送り届ける必要もほとんどなくなりましたがな。

　ただ、お義父さんの話では行商をしておいた方がいいだろうとのことで、行商に専念することになりましたぞ。

　それに、さすがはお義父さん。暇な時は魔法や文字の勉強をなさっていますぞ。

　今ではファストクラスの魔法を習得しておりますな。

　これが波が終わってから一週間と少しほどした頃でした。




　そして現在、移動中の馬車の中でのこと。

「うーん……」

　お義父さんが帳簿とにらめっこをしながら呻うめいております。

「どうしたんですかな？」

「ああ、あのね、最近の行商の売り上げなんだけどさ」

　お義父さんが何やら見せてくださいました。

　これは……その日の売り上げ表ですかな？

　昨日は伸びが良いですが、一昨日はそれなりですな。

　もちろん、お義父さんが目標にしていたラインはどちらも満たしております。

「これがなんなのですかな？」

「うん。これはね、キールくんとエレナさんが交互に売り子をしている時の総売り上げなんだ。というよりも担当かな？　片方は補佐をしてもらっているわけだしね」

「ほう……では売れていない方が怠け豚ですな」

　と俺が言うと、お義父さんは困ったように頬ほおを掻かきますぞ。

「残念だけど……逆なんだ。エレナさんが売り子をしている時の方が収益は良いんだよね」

　なんと！　あの怠け豚のどこにそんな売り上げに貢献するような要素があるのですかな？

　いつも寝てばかりではないですか。アイツが横になっていないところを見る方が珍しいですぞ。

「どういうことですかな？」

「うーん……これはメルロマルクって国の事情も関わっているのかもね。キールくんは亜人だから、差別する人は買ってくれないとか……」

　なるほど。亜人の触った薬や食料など、口にしたらどうなるかわかったものじゃない、みたいな感じですな。この国の連中が思いつきそうなことですぞ。

「そうとしか思えませんな」

「とは思うのだけど……エレナさん、接客時は普段のやる気がないのを隠して、営業スマイルで話をするから愛想は良いんだ」

　俺を騙だまし続けていたのですから、わからなくもありませんな。

　ですが……うーん、納得しがたいですぞ。

「ブー……」

　怠け豚は相変わらず寝ておりますぞ。

「色々と相手の値切りを掻いくぐるのも上手だし、いつの間にか値上げして相手に売りつけるやり方も弁わきまえてる。キールくんはなんだかんだでお得意様が買っていってくれるけど、その場限りの取引の場合はエレナさんの方が上手だね」

　ふむ……すぐにお払い箱になるかと思っていましたが、怠け豚も程々に役に立つようですな。

　せいぜいお義父さんのお役に立てるよう、奉公するといいですぞ。

「まあ、最近だとキールくんの相棒としてルナちゃんが愛嬌を振りまいているから、人気も増してきてるけどね」

　俺達が乗るのとは別の馬車を引くルナちゃんの馬車で、キールはルナちゃんの背に乗って雑談をしているようですぞ。微笑ほほえましい光景ですな。

「ナオフミー次はどこへ行くのー？」

「エレナさんの領地で食料を積み終わったら次は国の東の方へ行こうか」

「わかったー」

　こういった具合に馬車は進んでいきました。

　最近ではユキちゃんとコウ、ルナちゃんが加わったお陰で運べる量が増えておりますからな。

　馬車に満載した食料を売りさばくのでもかなり日数が掛かっておりますぞ。

　怠け豚の領地でも販売を始め、なかなか盛況なようですな。

　神鳥の聖人が配る食料というのは怠け豚も譲らない一線だったようで、お義父さんと共に怠け豚の母親を説得しておりました。

「そういえば……」

　お義父さんは他にも何か販売をしていたと、フィーロたんが言っていたような覚えがあるのですが、思い出せませんな。

「どうしたの？」

　行きがけに商人を乗せようという話が来た時、怠け豚が断りを入れていたようでした。

　……なんでしたかな？　お義父さんもその相手とは軽く話をしただけで断っておられました。

「何か未来のお義父さんは他にも売っていたと聞いた覚えがあるのですぞ」

「へー……何だろうね？」

「ブー……」

「料理って……流れの料理人じゃないんだから、そこまではしないでしょ」

　キール達のはしゃぐ声が近づいてきますぞ。

「兄ちゃん！　クレープはいつ作ってくれるんだー？」

「……」

　お義父さんが怠け豚に向けていた視線を外しました。

　ありえなくはないと思ってしまったのですな。

　この元康、お義父さんが料理の販売をしても売れると確信していますぞ。

「うーん……なんだろう。元康くんの話じゃ他に出てくるものが浮かんでこないんだけど……」

「そうですな」

　俺も未来ではお義父さんの命ずるままに動いていただけなので知らないのですぞ。

　ただ、お義父さんの部屋に遊びに行った時、部屋の隅にあった機材を思い出せば何か導けるものがあるかもしれないですぞ。

「エレナさん、何か……俺がフィロリアルと奴隷一人ずつで行商していたら閃ひらめきそうなのある？」

「ブー……」

　怠け豚がハンモックで揺れながら鳴きましたぞ。

「え？　この前馬車に乗ろうとした人は、アクセサリーで有名な商人なの？」

「ブー」

「となると……その人から何か教わったのかな？」

「ブー」

「守銭奴だから気に入られるのは難しいんだ？　でも未来の俺はこの国にいるだけで商売を成功させたし……ありえなくないかもね」

　ふむふむ、そういえばフィーロたんが宝物にしていたものにシャレたヘアピンがありましたぞ。

　アレはお義父さんが自作したのでしょうか？
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　思い出せばキールも何か腰にボーンアクセサリーを着けていたような覚えがありますな。

「アクセサリーってどうやって作るんだろ？　道具とかはわかるけど、鉱山とか……」

「シルトヴェルトに行った時にでも頼んで作ってもらえばいいのではないですかな？」

「それだと出どころ不明のアクセサリーを所持してることになるでしょ？」

　難しい塩あん梅ばいですな。次の波までの辛抱ですが、歯は痒がゆいですぞ。

「ブー？」

「エレナさんのお母さんにアクセサリーの素材売買をかけ合ってみる？　そうだね。それがいいかもね」

「決まりましたな」

「とはいっても、色々と忙しいから期待しないでね。というか、こういうセンスが物を言うものは元康くん向きな気がするんだけど」

「ははは、お義父さんの命ならばこの元康、全力で取り組んでみせますぞ」

「それがいいかもね……元康くん、馬車に乗ってる時は暇そうにユキちゃん達と戯れてるだけだし」

　お義父さんが半眼で俺を見ていました。

　これは心外ですぞ。お義父さんの命めいならば、俺はなんだって致しますぞ。

「じゃあ、元康くんには服とアクセサリー作りをお願いしようね」

「わっかりましたぞー！」




　こうして、俺は馬車での作業としてアクセサリー作りをすることになりました。

　そうそう、これだけの人数で移動していると時々盗賊が襲ってきますが、お義父さんが出る前にユキちゃん達が倒してくれますぞ。

　なので、盗賊が出たと言われてもお義父さんは流星盾を唱えるだけですぞ。

　盗賊は再生できる資源ですからな。ちなみに回収は俺が行っていますぞ。

　もちろんその後はリリースですが、最近ではだいぶ大人しくなっておりますな。








十三話　観光地






　そうして馬車に食料を満載して、国の東の方へ行った時のこと。

「ずいぶんと賑にぎわっている村だね」

　冒険者が活気づいている村を通りかかりました。

　近くには山脈がありますな。

　食料を販売する合間にローブを纏まとって、お義と父うさんと共に村の酒場の方へと行きます。

「繁盛しているようですね」

　神鳥の聖人達と話題になっているので、お義父さんのことを村の連中は知っているようですぞ。

「ええ、一週間ほど前に剣の勇者様が山に住む凶悪なドラゴンを倒したのですよ。最近はそのドラゴンから武具の素材を調達しようと冒険者達が集まっているのです」

「へー……」

　ふむ……錬れんが倒したドラゴンとな？

　どうやら錬はこの仕事をしてから、ゼルトブルの方へそれとなく移動したようですな。

「どうする？　俺達も見に行く？」

「必要があるのですかな？」

　お義父さんが俺に尋ねてきますぞ。この辺りは以前来たような心当たりがありませんな。

「今ではドラゴンが残した財宝を探している者達もいる状況ですよ。ギルドの掲示板はご存じないので？」

「か、確認はしてるんだけどね。俺達は流れの行商人さ」

「神鳥の聖人様達のお陰で、更に村は豊かになりそうですよ」

「ははは」

　お義父さんと酒場のマスターの会話はそれとなく終わりますぞ。

　酒場で軽く食事をとってからお義父さんは山の方を見ます。

「ドラゴン系の素材は、ある程度盾に入れてるけど……」

「気になるのですかな？」

「まあね」

「俺はドラゴンが嫌いですな」

「うん、知ってる。サクラちゃん達もドラゴンには過剰に反応するもんね」

　フィロリアル様とドラゴンは宿敵関係ですぞ。

　フィロリアル様達と敵対するドラゴンは俺の敵も同然ですな。

　であるからして俺はこの村の騒ぎに対して、どうでもいい印象を持ちました。

「ドラゴンの残した財宝か……」

　そんな話をしているそばでは、下山したと思おぼしき冒険者が目をギラつかせて仲間と話し合っていましたな。

　話を聞いた冒険者達は、また山へと登っていきますぞ。

「なんか素材を集めるにしては殺伐としてない？　活気があるっていうより……？」

「一般冒険者にはドラゴンの死骸のある地域は厳しいのではないですかな？」

「ああ、上限があるもんね。地味に魔物が強いとか……にしても、魔物の死骸を運んでくる冒険者が多いね」

「そうですな」

　見たところ、様々な魔物がいますな。

「この世界のドラゴンってどんな生き物なのかな？」

「全然知りませんぞ」

　敵を知れとは言いますが、俺にとってドラゴンなど経験値とドロップ品が優秀な魔物でしかありませんからな。

　確か、お義父さんの村に魔物に詳しい方が何人かいましたな。

　その方に聞けばいいのですが、どこにいるのか知りません。

「ドラゴンの縄張りって親玉のドラゴン以外もドラゴン系の魔物が多い印象があったんだけど、違うみたいだね」

「言われてみればそうですな」

　確かに冒険者達が運んでいる魔物の死骸は、遠目に見てもドラゴン系だけではないようですな。

　むしろ、他の種類の魔物が多い気がしますぞ。

　中にはドラゴンと別の種族の魔物を合わせたような魔物もいますな。

　お義父さんはそのことが気になっているようですな。これはどういうことでしょうか？

「錬が倒したドラゴンって……どんなドラゴンだったんだろう？　ボスクラスだったとか？」

「ありえなくはないですぞ」

「俺もゲームではみんなで倒したことあるんだけど……かなり大きかったよ。あのドラゴンが山で放置されてるのかな？」

「冒険者が群がっているところを見るに、山にあるのではないですかな？」

「かもね。運ばれてくるドラゴンに混ざった生き物も小型なのばかりだし、時々大きな鱗うろこを自慢げに見せてる冒険者もいるみたいだね」

　お義父さんは何やら心配そうに山の方を見ていますぞ。

「何か不安なことがあるのですかな？」

「うん。素材だからといってドラゴンの死骸を放置しているとしたら、色々と問題があるんじゃない？　肉とか臓物とかが腐って……疫病とかにならなきゃいいけど」

「疫病ですか……ドラゴンの死骸から出る病は人を死に追いやるのですかな？」

　残念ながら俺はドラゴンについては詳しくありません。

　そもそも興味がまったくないのですぞ。

「うん。この世界ではどうか知らないけど、ファンタジーではドラゴンの死体をどう処理するか？　なんて物語は意外に多いんだ。物語の中だと、生命力とか魔力とかが関わっていたりするらしいけど、実際はどうなんだろうね」

「どちらにしても生き物である以上、腐るのではないですかな？」

「まあ普通に考えたらそうだよね。ドラゴンゾンビとか出てきそうで怖いね。ＲＰＧでは定番のモンスターだし、生きている時より強かったりするんだよね」

「俺がやっていたエメラルドオンラインでもドラゴンゾンビはいましたぞ」

「……」

　お義父さんが俺の言葉に深く考え込みました。

　ゲームではドラゴンの死骸がドラゴンゾンビになるのではなく、ドラゴンゾンビが出現するダンジョンがあったのですぞ。

　中盤の敵というイメージですな。

「えっと……確か元もと康やすくんの話では、ゲーム知識って間違ったモノも多いんだったね。だけど、ドラゴンゾンビくらいいそうな気がするんだよね」

「なら、先に不安を潰つぶしに行きますかな？」

「……そうだね。あんまり得になりそうにないけど、この国でドラゴン系の素材の武具を使えるようになるなら、いいかもしれない」

　お義父さんは俺の提案を了承して行商中のキール達の方へ行きました。

「兄ちゃん達、どうしたんだ？」

「うん、あの山にドラゴンの死骸があるらしいから素材を取りに行こうと思ってさ」

「そっか！　じゃあ俺達も行くか？」

　サクラちゃん達も腰を上げますぞ。

　退屈そうにしていましたからな。

　身体を動かせると思って喜んでいるのでしょう。

「積んでる食料を盗まれたら大変だから、見張りはいてほしいな。誰か留守番を……」

「ブー！」

　怠け豚がこれ幸いと鳴きました。

　凄すごい勢いで手を挙げていますぞ。

「エレナさんと……」

「じゃあ俺は行けるんだな！」

　キールが楽しげに万歳しておりますぞ。

　お義父さんがフィロリアル様達に目を向けました。

　サクラちゃんはお義父さんについていきたいという顔をしておりますな。

　ユキちゃんやコウも退屈だからか、同行を望んでいるようですぞ。

　ルナちゃんはキールに乗っかっていますな。

「んー……くじ引きで二人お留守番して」

　フィロリアル様達がお義父さんが出したくじを引きました。

　微妙に殺気を感じますぞ。

　結果、ユキちゃんとコウがお留守番になりました。

「残念ですわ」

「残念ー……少し積んでるご飯食べていい？」

「少しだけならね」

　お義父さんが留守番するコウに許可を出しました。

「わーい」

　コウは喜んでいますぞ。

「ユキちゃん達、見張りを頼みましたぞ」

「やる気が出てきましたわ！」

　ユキちゃんはとても真面目で助かりますぞ。

　お義父さんと共に山から戻ってきたら、ユキちゃん達を連れてもう一度行きましょう。

「では出発ですぞ」

「おー！」

　フィロリアル姿に変身したサクラちゃんとルナちゃんに乗って俺達は山の方へ行きました。




「うん……なんていうか、観光地みたいになってるね……」

　お義父さんが呆あきれたような口調で言いました。

　山の中腹に差しかかるまで登山道のように道が作られていて、村の者と思しき男達が冒険者を見守っておりますぞ。

　俺達はその道をどんどん進んでいるのですが、確かに……修学旅行で行く観光地のような雰囲気がありますな。

　入山するにも入山料を取られたので、もはや観光地と変わりませんぞ。

「だけど、整備が中途半端だね」

　山の景色を見渡しながらお義父さんは呟つぶやきました。

　確かに道などはあるのですが、どれも急きゅう遽きょ作ったものみたいですな。

　まあ錬がドラゴンを倒したのは一週間と少し前くらいらしいので、こんなものでしょう。

「そうですな」

　時々奇襲気味にドラゴンが混ざった生き物が襲ってきますぞ。

　冒険者達はその魔物とキャーキャー言いながら戦っていますな。

　俺達ですか？　戦うと正体がばれかねないのでサクラちゃんとルナちゃんとキールに任せました。

「あれだよね。百年くらい経ったら剣の勇者がドラゴンと死闘を演じた伝説の地、とかいって教会が建ってそうだよね」

「入場料銀貨一枚ですな」

「あはは……」

　お義父さんが乾いた笑いをしておりますな。

　ここまで開拓されたドラゴンの縄張りというのは確かに珍しいですが、何をするにしても金が必要なのはどうなのでしょう？




　そうして巨大なドラゴンの死骸が見える開けた場所に辿たどり着きました。

「完全に見世物だね。錬が知ったらどんな顔するんだろう……」

　現在、巨大なドラゴンの死骸の前には冒険者が列を作っておりますぞ。

　剣の勇者様が倒したドラゴン！　鱗一枚につき……とプラカードを持った村人がおりますな。

「もうゼルトブルへ移動中なのでは？」

「そうかもね。陸路と海路があるんだっけ？」

「錬の足では海路の方が早そうですな。カナヅチですが」

　錬は水が苦手ですが、船には乗れるのですぞ。

　実際、カルミラ島などに行く時は普通に乗っていましたからな。

　なんて話をしながらドラゴンの死骸を眺めました。

　角や目玉は既にないようですぞ。歯もないですな。

　無残に食い散らかされた残骸に見えなくもないですぞ。

「うわ……心臓とかはくり抜かれて、もうないみたいだけど、臓物はそのままっぽくない？」

「そうですな」

「……臭う」

「うう……兄ちゃん、ここすげーくせーぞ」

　鼻の良いキールやフィロリアル様は、不快そうにしております。

「うわぁ……まあ、倒されて一週間も経てば腐り始めるよね。注意した方がいいかもしれない」

　そう呟いたお義父さんはローブを羽織ったまま村人に注意しに行きました。

　盾の勇者だと、ばれてはいけませんからな。

「失礼ですが、このドラゴンの死骸……内臓辺りが腐敗し始めているので早めに処分した方がいいと思いますよ？　変な疫病の原因になるかもしれませんし」

「……何を言っているんだ。そんなことをしたら冒険者が来なくなるだろ」

「ですが……」

　因縁を付けられたと思ったのか、村人は不快そうな表情で邪険に睨にらんできました。

　お義父さんはしばらく説得を続けたのですが、肩を落として帰ってきました。

「ダメだね。お金に目が眩くらんで全然聞きいれてくれないよ。衛生管理の意識が甘いのかな？　無理に排除したら何言われるかわからないし……」

「では俺が焼き払ってきますぞ！」

「いや、それはダメだから！」

　お義父さんに怒られてしまいました。

　ですが、放置していいのですかな？

　まあ、お義父さんは注意致しましたからな。問題が起こっても自業自得でしょう。

「念のために村の方でも警告はしておくとして……何かあっちの方が騒がしくない？」

　冒険者がぞろぞろと歩いていく方角がありますぞ。

　一般冒険者よりも身なりが良さそうな奴等ですな。

　クラスアップ経験済みと見ていいでしょうか？

「酒場で聞いた、ドラゴンの財宝を探してる冒険者かな？」

「でしょうな」

「ドラゴンの財宝かー……」

「兄ちゃん、前に見つけたよな」

「そうだね。結構ザクザク見つかって、メルロマルクに持ってこられないのが残念だったね。ラーサさんに預かってもらったけど」

「カッコいい姉ちゃん、目が金になってた気がすっぞ」

　なんと、お義父さんも最近ではいろんなところに行くようになっているのですな。

　まあ、ドラゴンもピンからキリまでありますから、時々宝は見つかるでしょう。

「俺達も探してみようか？」

「あの感じじゃ見つかってんじゃねえの？」

「そうかもね」

　ぞろぞろと冒険者が歩いていく方角をお義父さんは見ていますぞ。

「まあ、どんな感じか見に行ってみようか。せっかく来たんだし」

「おう！　なんか変な感じだけど、見に行こうぜ、兄ちゃん！」

「そうですな。行きますぞ」

　こうして俺達は巨大ドラゴンの死骸のある場所から奥の方へ向かいました。




　で、行った先で俺達は……巣穴を守ろうとするドラゴンの眷けん属ぞくらしい魔物達と、冒険者との戦いに遭遇しました。

　さすがに大分奥地に差しかかっていることもあって、平凡な冒険者は来られないようですが。

「く……連日これだけ戦って、親玉がいなくても財宝の守りを突破できないのか」

　そんな呟きが聞こえますぞ。

　俺やお義父さんからしたらそこまで強力には見えないのですが……。

　ただ、魔物の方は相当疲労しているようですな。

　一匹、また一匹と数が減っておりますぞ。

　やがて最後の一匹と思しき魔物が冒険者数人によって討ち取られました。

「よし！　みんな！　ドラゴンの財宝は目の前だ！　行くぞ！　我が村の財源にするんだ！」

　冒険者のリーダーは……近くの村の青年冒険者のようですぞ。

　鎧よろいや剣のところどころに村の印が付けてあり、先ほどの言葉もあって村のために戦ったというのが明らかですぞ。

　おおー！　と冒険者達がドラゴンの巣穴に入っていきます。

　周りには危険な魔物がそれなりにいるので、俺達の周りにはもう冒険者はいませんぞ。

　お義父さん達と共にドラゴンの巣穴の方へ行きました。

　すると最後の抵抗とばかりに巣穴の中で魔物達が卵や財宝を守ろうとしているようですな。

　ですが、巣穴の外にいた魔物よりは強くないのか、冒険者達に駆逐されていっていますぞ。

「おお！　ドラゴンの卵だ！　高く売れるぜ！」

「やっぱり宝を隠し持っていたか。剣の勇者はこれに気付かないとは、抜けてんな」

　などと、それぞれ欲望を滾たぎらせた目で物色しておりますぞ。

　そうですな。錬は色々抜けていますな。

「兄ちゃん……俺、アイツ等の目つき、嫌だ」

　キールがお義父さんの方に擦すり寄ってマントをギュッと握りましたぞ。

「亜人奴隷狩りの連中とよく似た目つきではあるね。もしかしてルーモ種の人達の時みたいに村が蹂じゅう躙りんされる光景を思い出しちゃった？」

「……うん」

「そうだね。魔物とはいえ……ちょっと酷ひどいかな。自分達でボスのドラゴンを倒したわけでもないのに……」

　お義父さんの言う通りですぞ。

　自分で親玉を倒したわけでもないのに宝は独占しようとする魂胆、見ていて反へ吐どが出ますな。

　これは豚共と同じ発想ですぞ。

　コイツ等は男ですが、俺には豚に見えるような気がしてきました。

　そんな風に思っていると、宝を物色しながら生き残りの魔物を惨殺する連中よりも奥。

「や、やめてー！」

　巣穴の奥から声がしました。

「もうやめて……お願い！　みんなを……みんなを殺さないで！　お父さん……助けて……」

　とても悲痛な声でした。

　ピクリとキールの耳が声の方に敏感に反応し、お義父さんのマントに埋うずめていた顔を振り向かせました。

「おい、ドラゴンの巣穴にガキがいるぜ」

「犯すために育ててたとかだろ。コイツも捕まえて売り払おうぜ」

　冒険者達は不快な笑みを浮かべ、魔物を倒しながら一歩ずつ声の方へ近づいていきます。

「ガウウウウウウ！」

　まだ魔物が生き残っているのか、どこかから唸うなり声が聞こえてきます。

「させないぞ！　……俺は守ってみせるんだ！」

「あ、キールくん！」

　キールがお義父さんの制止を振り切って巣穴に突撃していきましたぞ。

「ルーモ種の人達の時もそうだったけど……行くしかないか！　元康くんも来て！　サクラちゃん達も！」

「わかりました」

「うん」

「キールくん！」

　キールを追い掛けてお義父さん、俺、サクラちゃんにルナちゃんが巣穴に入ります。

「わ、なんだこの犬っころ！」

「ワンワン！」

　キールが冒険者達に吠ほえかかりながら、先頭にいる冒険者から何かを守るように立ちはだかりました。

　俺達の方は後ろの冒険者共が邪魔で確認しづらいですが……どうやらキールは魔物とその後ろにいる声の主を守ろうとしているようですな。

「この子は絶対に奪わせねえ！　ワンワン！」

「え……？」

　助けを求める声の主はポツリと声を漏らしているようですぞ。

「なんだこの犬っころ！　獣人か!?　こんなところに汚れた獣人がなんでいる！」

「待て、後ろのガキもヌイ種っぽいぞ……ワーヌイ種がいるとなると関係者だろ。ついでに捕まえて売り飛ばすか！」

「させねえって言ってんだろ！」

　キールが伸ばされた冒険者の腕を掴つかんで投げ飛ばしたようですぞ。

　俺達の方に一人、冒険者が投げられてきました。

「おい……！」

　ここでお義父さんがドスの利いた声で叫びました。

　すると後ろにいた冒険者が振り返ります。

「なんだ？　今、変な犬が俺達の邪魔をしてんだ。これ以上余計な騒ぎを起こすんじゃ──」

「そいつは俺のものだ。俺が、お前等に嗾けしかけたんだよ」

　お義父さんはローブを羽織ったまま言い放ちました。

　冒険者のほとんどが振り返りましたな。

「なんだ？　この凶悪な犬を嗾けた、だと!?」

「ああ、お前等は非道にしか見えない行為をしようとしたようだからな」

「何が非道だってんだ！　汚れた亜人を捕らえようと──」

　振り返って睨みつけようとしたところで、冒険者達はフィロリアル・クイーン形態のサクラちゃんとルナちゃんに気が付きますぞ。

　現在、フィロリアル・クイーン形態のフィロリアル様を連れているのは神鳥の聖人しかいません。

　メルロマルクで話題になっている俺達を知らない冒険者は、もういませんぞ。

　登山する前に薬を買っていった者も多数存在しますし、食料を購入した者もいるでしょう。

「よ、よく見たら神鳥の聖人の馬車で売り子をしてる犬じゃねえか！」

「そうだ！　俺は、お前等がやろうとしていることを許せねえんだ！　ワンワン！　ウー……」

　キールが今までにないくらい唸っていますな。

「俺はここでお前達に……冒険者だからドラゴンの巣穴の財宝を手に入れることには文句を言うつもりはなかった。だがな……」

　ローブの中から鋭い眼光を放ってお義父さんが冒険者共を睨みますぞ。

「その財宝の中に人がいるなら保護するのが人の道だろう？　それを売り飛ばす？　状況次第じゃこの辺りには薬や食料を売らない方がいいかもしれないな」

「せ、聖人様！　聞き間違いではないですか？　保護しようと思ったんですよ。それに魔物に捕らえられていますし」

　冒険者はお義父さんに声の主とキールが見えるようにバッと道を開けました。

　俺はそこでキールが守るように立っている先を見ました。

　そこには……フィーロたんの主治医の助手がおりました！

　まだ幼いですが、フィーロたんやフィロリアル様の世話を手伝う……なんとなくドラゴンっぽい謎の髪型をしていた奴ですぞ。

　間違いないですな。フィーロたんのライバルをしていたドラゴンをいつも宥なだめていたのを覚えておりますからな。

「俺達はただその子をあるべき場所に返そうと思っていただけでして……」

　などと冒険者達は言い訳をしていますぞ。

　あるべき場所とはまた抽象的な言い回しですな。それは奴隷商人のところでしょうか？

　そもそも最初からここにいたのですから、あるべき場所とはこの巣穴では？

　なお、現在進行形で、ドラゴンが混ざった、丸々とした魔物が威嚇していて、その魔物を守るように助手は抱きついています。

　唖あ然ぜんとした表情でキールとお義父さんを交互に見ていますぞ。

「先ほどの会話から、とてもそうは思えない……悪いがその子と……」

　お義父さんは巣穴の中を見渡します。

　巣穴の中にいる生きている魔物は、既に助手が抱きついているのしかいません。

「卵は……」

　お義父さんの声に冒険者達はこれは俺達の宝だと言わんばかりに、残されていた卵を抱えました。

　お義父さんは深く溜ため息いきを吐つきました。

「じゃあ、その子と一緒にいる魔物は俺が保護させてもらう」

「で、ですが──」

　冒険者の代表が異議を唱えようとしたのを、お義父さんはフードで顔が見えないにもかかわらず静かに睨みつけました。

「保護するなら誰がしても同じだろ？　それともお前等は俺が見ていないところで保護とは別のことをするつもりだったのか？」

「う……わ、わかりました。ですが、魔物と共にいる亜人ですので、危険だと思いますが？」

　冒険者の言葉を無視してお義父さんは助手のもとへ行きますぞ。

「ガウウウウウ……」

　お義父さんの接近に、助手が抱きついている魔物が呻うめきました。

「大丈夫、何もしないから」

　優しく手を伸ばすお義父さんに魔物は唖然とした表情をしております。

　俺は知っておりますぞ。お義父さんは魔物に好かれやすい方だということを。

　もちろん魔物は魔物であり、魔物紋で行使しない限りは攻撃してくる可能性は捨てきれませんが。

「とりあえず……君は、君達はここから移動した方がいい。じゃないともっと酷い目に遭いかねない。だからどうかついてきてほしい」

「そうだぜ！　ここには酷い連中が沢山いるから逃げなきゃ大変な目に遭うぜ！」

　お義父さんとキールが助手に手を伸ばしますが、助手は魔物に抱きついたまま動こうとしません。

「いや……」

「でも……このままじゃ君は……」

「お父さんが帰ってくるのを待ってるの……じゃないとお父さんが帰ってきた時、悲しむ」

　助手が言っているお父さんとは誰のことですかな？

　会話の前後とここがドラゴンの巣穴であることから考えて、助手の親はドラゴンなのですかな？

　なんとも不快な出生をしているのですな。

　ですが、最初の世界の助手は面倒見が良かったとフィロリアル様達からは聞いていますぞ。

　フィロリアル様が受けた恩は俺が受けた恩。

　たとえドラゴンの子供だとしても、恩は返さねばなりません。

「君のお父さんは……」

　お義父さんが説得する言葉に困りながら頬ほおを掻かきました。

「ガウ！」

　すると助手が抱きついていた幼いドラゴンがトコトコと歩き始めました。

「あ、待って！　行っちゃダメ！　待たないと！」

「ガウガウ！」

「え……？　でも……お父さんが……」

「ガウ！」

　幼いドラゴンは助手の後ろに回り込み、お義父さんの方へ頭で助手を押していきます。

「わ、わかった……じゃあこの人についていけば……いいの？」

「ガウ！」

　助手の股下をくぐる形で、幼いドラゴンは助手を背負ってお義父さんのところへ来ます。

「少しの間だけ……お願いします」

「うん。じゃあ……行こうか」

　コクリと頷うなずいたお義父さんは冒険者達を睨みつけてから、キールと助手の手を取って、巣穴から出ました。

「この子は俺が保護する。それ以外は好き勝手にすればいい。それじゃあな」

　そう告げて、お義父さんは巣穴の外で待つ俺達のもとへ。

「じゃあみんな、ここから移動しよう」

　ドラゴンの関係者がいることで若干嫌そうな素振りを見せるサクラちゃんとルナちゃんでしたが、お義父さんの纏う空気に頷いて歩き始めました。

　こうして、俺達はドラゴンの巣穴から立ち去ったのですぞ。




　巣穴を出てから少し下山したところで、お義父さんは助手を見つめて声をもらしました。

「さて……どうしたらいいかな」

　キールが助手に優しく歩み寄って、元気を出せと言ってますぞ。

「まず君に関して質問していいかな？」

「……はい」

「名前はなんていうの？」

「……ウィンディア」

「ウィンディアちゃんね。君はこれから……どうしたい？」

「お父さんを捜す」

　助手の返答にお義父さんは言葉を詰まらせました。

　そう、あの状況から見て、助手の親であるドラゴンは錬が倒したドラゴンでしょう。

　つまりこの世にいませんぞ。

「……君にまず問いたいことがあるけど良い？」

「うん」

「とても酷い現実と、期待を胸に進む夢……どっちがいい？」

　この言葉で助手は何を説明しようとしているのか理解して、俯うつむいて涙をこぼしましたぞ。

「兄ちゃんひでーぞ！」

「そうだけど、あそこから連れ出さなかったらもっと酷い目に遭ってたかもしれないんだよ？　この先どうするかも、この子に聞いておきたいし」

「で、でもさ！」

「それでも、自分で決めなくちゃいけないんだ」

「兄ちゃん……」

「……」

「ガウ」

　心配そうに幼いドラゴンが助手を励ましますぞ。

「うん……大丈夫。ありがとう」

　助手は泣きやんでから顔を上げて、お義父さんに告げました。

「お父さんのところに……連れてってください」

「そう……それと……ごめんね。君のお父さんが大切にしていたかもしれないものを守れなくて……俺はあの中で君達しか連れ出すことができなかった」

「……」

　助手を乗せた幼いドラゴンがトコトコと進んでいきますぞ。

　状況が状況ですからな。あそこでドラゴンの財宝は全て頂く、などとは言えるはずもありません。

　神鳥の聖人の正体が露見するのはもとより、戦闘によって何もかも破壊されてしまうかもしれませんぞ。

　まあ、俺に掛かれば皆殺しにして全てをなかったことにできたかもしれませんが。

「お父さんが前に言ってたんです。いつか我われが死ぬ時が来るかもしれない。その時は、悲しむ暇があったら自分の身を守れって……さっき、妹に怒られちゃいました」

「その子は……」

「ガウ？」

「はい。妹です」

　助手は気丈にも笑顔でお義父さんとキールに向けて告げましたぞ。

「ありがとうございました」

「お礼はまだいいよ。まだ俺達は君の願いを叶かなえていないんだから」

「そうだぜ。俺はウィンディアちゃんを守ってみせる！」

「キールくん、君も無茶しちゃダメだよ。あんなに沢山の冒険者の前に出るだなんて、とても危険なことだったんだよ？」

　お義父さんがキールを叱しかりつけますぞ。

「う……わかったよ兄ちゃん。もう無茶しねえよ」

「ルナ驚いた」

「サクラもー」

「ルナちゃんにサクラちゃん、この子はドラゴンの匂いを持ってるかもしれないけど、戦っちゃダメだからね」

「イワ、わかった……よく見たら可愛かわいいから我慢する」

「うん、サクラもそれくらいはわかってるー」

　フィロリアル様達は素直ですな。

　不愉快な出来事でストレスが溜たまった俺の清涼剤ですぞ。

「先ほどの連中を皆殺しにすれば一人占めできますぞ。何、俺の手に掛かれば造作もありません。証拠や証言者を全てこの世から消せば罪になりませんからな」

「い!?　元康くん、お願いだからやめてね」

　やはりお義父さんに制止されてしまいましたぞ。

　まあ、俺もドラゴンの関係者である助手のために動くというのは若干の躊躇ためらいがありますからな。

　他人の手柄を奪うほど、野や暮ぼではありませんぞ。

　ドラゴンの財宝など、それこそ山奥にでも行けば容易たやすく手に入りますからな。




　それからお義父さんは助手と幼いドラゴンと共にゆっくりと下山していきました。

　俺は幼いドラゴンを観察しますぞ。

　よくよく観察するとドラゴンにしては少し格好が異なりますな。

　何か他の魔物の血も引いているようですぞ。

　そういえばフィロリアル様が前に、ドラゴンにはそういう個体が多いと仰おっしゃっていた覚えがありますな。

　……もう面倒ですし、幼いドラゴンのことは魔物と呼びましょう。

　ドラゴンっぽくなったら呼び名を改めればいいだけですぞ。

　なんて考えていると、ドラゴンの死骸がある場所を見渡せる崖上に来て、お義父さんは助手に再度確認を取ります。

「ウィンディアちゃん、この先に……」

「……」

　助手は静かに頷いて、ゆっくりと岩肌にある道から巨大なドラゴンの死骸を見つめました。

「……!!」

　ワナワナと震え、助手は大粒の涙を流し始めます。

　お義父さんが助手の魔物と一緒に優しく抱き締めました。

「我慢しなくていい。声は漏れないようにするから。君は……その感情を押し殺してはいけない」

「ううう……」

　お義父さんがローブの下に助手を抱き寄せて、思い切り泣かせました。

　泣き声が響かないように、サクラちゃん達に風の魔法を唱えさせて音を消しています。

「うわあああああああああああん！」

　助手はお義父さんの胸を借りて、長いこと泣いていました。








十四話　主治医の助手にしてドラゴンの娘






「ガウ！」

　それからしばらくして助手はやっと泣くのをやめました。

　助手の魔物が巨大なドラゴンの死骸に近寄ろうとしております。

「ダメだよ。今、あそこに近づいたら君も怪我じゃ済まされない」

「お願い……いかないで」

　助手が魔物の尻尾を掴つかんでいるので、魔物は巨大ドラゴンのもとへ行くのを諦めたようですぞ。

　泣き止みはしましたが、それでも悲しみを乗り越えたわけではないようですな。

　魔物に擦すり寄って、悲しみを共有しているようでしたぞ。

「君はこの山の魔物とは仲が良いのかな？」

「お父さんの巣穴の近くはそうだけど……」

「そう……ここは今、人が入りすぎているし……君は亜人だからこの国で生きるのは厳しいよね」

「……」

「もしよかったら、俺達と一緒に来ない？」

「面倒を見るのですかな？」

「このまま『はい、さようなら』なんてできないでしょ」

　俺とお義と父うさんの問答を聞きながら、助手は迷ったような表情をしていますぞ。

　せっかくお義父さんが伸ばしている手に迷うとは、やはり子供ですな。

「それに……俺は君にとって憎むべき相手でもある」

「……え？」

「君のお父さんを倒したのは、剣の四聖と呼ばれる勇者なんだ。俺はその勇者仲間の一人、盾の勇者である岩いわ谷たに尚なお文ふみ」

　助手が警戒の色を強くしてお義父さんを睨にらみますぞ。

「そんな話をしてよろしいのですかな？」

「このまま死に場所を求めて彷徨さまよったりされるよりはいいと思う」

「兄ちゃんカッケー」

「キールくんは茶々を入れないでね」

「お父さんは、我が死ぬことがあってもその仇かたきを討とうと考えるなって……でも……その相手は貴方あなたじゃない！」

　助手は巨大ドラゴンに群がる冒険者や村人を思い切り睨みつけているようですぞ。

　気持ちは……わからなくもないですな。

　調子の良い時だけ勇者を崇あがめて、都合が悪くなると罵倒して石を投げてきた連中など、皆殺しにしても鬱うっ憤ぷんは晴れないと思えるほどの怒りがありますからな。

「もう……私に行く場所なんてない……」

「ガウ！」

　そこに魔物が自己主張して助手に声を掛けますぞ。

「ガウ、ガウガウ！」

「そう……うん、そうよね」

　助手は魔物の言葉を理解できる能力を持っているのでしたな。

　人語を喋しゃべることのできないフィロリアル様達の言葉がわかる希少な存在だったのを俺は知っていますぞ。

「その子はなんて言っているんだい？」

「強くなりたいって。お父さんに負けないくらいに。だから私も……強くなりたい。もう誰にも奪われないように……」

「俺と同じだな！　ウィンディアちゃん！」

「うん！」

「それなら方法はいくらでもある。勇者の技能なら魔物を強くさせることだってできるんだ。君が望めば……俺は君の力になれるよ。どうする？」

　お義父さんが助手に手を差し伸べますぞ。

　助手はその手を見つめ、静かに目を瞑つむってから伸ばしました。

「私は……どんな手段を以もってしても強くなりたい。そのためなら悪魔にだって魂を売ってみせる！」

「悪魔って……まあ、これからよろしくね。えっと、君も来るよね？」

「ガウ！」

　ドラゴンの混ざった魔物もお義父さんに手を差し出しましたぞ。

「よろしくね。君の名前は？」

「ガウ？」

「その子はまだ名前はないの」

「そうなんだ？」

「うん、だから」

　助手は妹と呼んでいた魔物の両手を掴んで、祈るように目を瞑って言いますぞ。

「お父さんと同じく……強いドラゴンに育ってほしいから、お父さんの名前を継承してほしいの」

「……ガウ！」

　助手の言葉に呼応するように魔物は強く頷うなずいて鳴きましたぞ。

「うん。これからよろしくね、ガエリオン」

「ガウ!!」

「あのドラゴン、ガエリオンって名前だったんだ」

　お義父さんは助手達に向けてパーティーの勧誘を飛ばしたようですぞ。

「あれ？　ガエリオンちゃんをパーティーに入れられない」

「ルールが違うって魔物達が言ってた。人が飼いならすには魔物紋が必要なんだって」

「魔物って魔物紋で縛らないといけないんだ？」

「普通は卵からじゃないと懐かないそうですぞ」

「ウィンディアちゃんのお陰で同意は得られるから……キールくんと同じく仮面奴隷にした方が強くなれるのかな？　でもなー……」

「それで強くなれるなら！　私もなります」

「ガウ！」

　助手達の強い決意にお義父さんは頷きましたぞ。

「じゃあ移動開始しよう。奴隷商のところか、エレナさんのコネとかでできるかな？」

「これからよろしくですぞ」

「……よろしく」

　俺が助手に言葉を投げ掛けると、お義父さんが不思議そうな表情を浮かべました。

　何かおかしなことでもありましたかな？

「……？　元もと康やすくん、さっきから静かというか普通に受け答えしてるけど、ウィンディアちゃんのこと、どう見えているの？」

「ドラゴン臭い小娘ですな。それがどうしたのですかな？」

「どうしたのですかなって……もしかしてこの子、会ったことがあるの？」

「そうですぞ。最初の世界ではフィーロたんの主治医の助手をしていましたな。お義父さんが経営する村で魔物の世話をしていたんですぞ」

「……？」

　助手が首を傾かしげておりますな。

　お義父さんの気を引こうとでもしているのでしょう。

　俺は騙だまされませんぞ。

「そしてお義父さんがもらったというドラゴンの育ての親をしていましたぞ。名前も先ほどと同じものを付けていましたな」

「どういった経緯で未来の俺と知り合ったか知ってる？」

「また聞きなので詳しくは知りませんな」

「えっと……そのフィーロちゃんという子とはどういう関係なの？」

「それはですな。村の魔物全般の健康管理をするフィーロたんの主治医の助手であり、世話を担当していたのでフィロリアル様との関係も良好で、よく話題に上っていたのですぞ。そして──」

　と、俺が説明を始めようとしたところに助手が割り込んできました。

　お前はお呼びでないですぞ。

「なんの話をしているの？」

「えっとね。この人は元康くんっていって俺と同じく四聖の槍やりの勇者なんだけど……未来から来たんだ。で、未来で俺とウィンディアちゃんは出会っているらしいんだ」

　とても信じられないという顔をしていますな。

　まあドラゴンの息が掛かった者に信じてもらいたいとは思いませんが。

「おい！　なんでウィンディアちゃんは槍の兄ちゃんに普通に相手してもらえんだ！　俺はこの姿じゃないと話を聞いてもらえないのに！　ウィンディアちゃんは男なのか？」

「私はメスよ！」

「ウィンディアちゃん。メスって……フィーロって子と親しい関係者じゃないと難しいみたいだからねー……それで元康くん、どんな関係だったの？」

「フィーロたんのライバルの育ての親ですぞ！　絶対にフィーロたんは負けませんぞ！」

「えっと……ドラゴンの娘で、魔物の管理をしていて、元康くんの好きな子の主治医の助手で、ライバルの育ての親。役職多いな……実は凄すごい子なんじゃないの？」

「……？」

　いまひとつピンとこないというような表情で助手は首を傾げておりますな。

　とぼけたって俺は知っていますぞ。

　コイツが大事にしていた最初の世界のガエリオンが、フィーロたんが飛べないことをバカにしていたことを。

　……おや？　しかし、フィーロたんが飛んでいく光景を見た覚えもありますぞ？

　どっちですかな？

「この人が何を言ってるかよくわからない……」

「ガウ？」

「ああ……うん、あんまり気にしないでいいよ。本来、女の子は元康くんに認識してもらえないんだけど、ウィンディアちゃんは特別に見てもらえているってだけだから」

「意味がわからない」

　お義父さんは複雑な笑みを浮かべました。

「それにしても……前々から思っていましたが、ドラゴン臭いですな。よく体を洗うのですぞ」

「ドラゴンのどこが悪いのよ！　貴方はフィロリアル臭いじゃない！　鼻が曲がりそうだわ！」

「ハッ！　フィロリアル様の高貴な香りが理解できないとは、所しょ詮せんはドラゴンの娘」

　助手の顔が若干綻ほころびました。

　ドラゴンの娘であることが嬉うれしいとは……頭がおかしいですな。

　何が楽しいのかさっぱりわかりませんな。

「ふん、魔物の中でドラゴンは最強なんだから！」

「最強はフィロリアル様ですぞ！」

「フィロリアルなんて、ただの飛べない鳥じゃない！　馬と何が違うのよ！　騎竜の方が何倍もかっこいいわ！」

「……どうやら死にたいようですな」

　お義父さんが止めるでしょうから、加減してやりましょう。

　何が騎竜ですかな。

　フィロリアル様達の足元にも及ばない、せいぜい空を蚊トンボのように飛び回る程度しかできない雑魚の分際で。

「ああ……水と油みたいな関係だったのか……」

　お義父さんが頭を抱えましたぞ。

　そんなにも大変な出来事ですかな？

　こうしてまた馬車の中が騒がしくなっていったのですぞ。













エピローグ　フィロリアル様への愛を叫ぶ






　それからお義と父うさんは東の村の代表らしき人に、ドラゴンの死骸を早めに処理しないと大変なことになるかもしれないと注意していました。

　しかし、反応は鈍いようでしたな。

　俺達は早々に出発したのですが……フィロリアル様達はガエリオンを馬車に乗せることを嫌がり、ガエリオンも馬車に乗るのを拒んだので、ガエリオン自体は飛んでついてくることになりましたぞ。

　村の宿に泊まろうかという話も出ましたが、観光地価格の値上げが行われているのも然さることながら、親の死で賑にぎわう村に助手はいたくないだろうとのことで予定を切り上げて村を出ることにしました。

　村を離れた頃には日が沈みかけていたので道中でキャンプになったのですぞ。

　途中まで俺と張り合っていた助手でしたが焚たき火を前に沈黙が辺りを支配し始めると、火をぼんやりと見つめて大人しくなりました。

「……」

　お義父さんは傍らで、ガエリオンと名付けられた奴と共に助手を優しく撫なでておりましたな。

　やがて疲れたのか、助手はガエリオンに寄りかかるようにして寝息をたて始めました。

「がんばり屋さんだね、ウィンディアちゃんは……君もつらかったろう……今日はもうゆっくり休んで」

「ガウ……」

「に、兄ちゃーん！　助けてー！」

　お義父さんはガエリオンにも声を掛けてから立ち上がり、片付けと、まだ遊び足りないキールと遊ぶサクラちゃん達の世話を始めました。

　やがてサクラちゃん達も寝静まった頃、俺に声を掛けてきました。

「元もと康やすくんの話じゃウィンディアちゃんはアレからガエリオンちゃんを殺されて、奴隷に落とされて酷ひどい目に遭った後、俺が復興させようとした領地に来るんだっけ……結果的によかったかな」

　確かに助手の境遇は悲惨の一言で間違いはないでしょう。

「元康くんが捜しているフィーロって子も、悲惨な目に遭っていないといいね」

「……そうですな」

　確かに、俺はまだフィーロたんに出会えておりません。

　助手のような悲劇が転がっていないとは言えないのですぞ。

　ですから、俺はたとえどんな状況に陥ってもフィーロたんを捜すのを諦めません。

　酷い目に遭っているのでしたら絶対に救って、酷い目に遭わせた奴等に命を以もって報いを受けてもらいますぞ。

「もしかしたらさ……元康くんは俺を助けた所せ為いで、フィーロって子に出会えなくなってしまっている、とか考えないの？」

「微み塵じんも考えませんな」

「だって、俺が酷い目に遭ったからこそ、フィーロって子と俺は出会うんだよ？」

「確かにそうなのかもしれません。ですが、お義父さんが不幸になることでフィーロたんに出会うのなら、最初からどこかにフィーロたんがいることに変わりはないのですぞ」

　それは最初の世界でも出会っているキールの存在が証明していますぞ。

　出会う場所が異なっても捜せば逢える。

「確かに、この世界のどこかにはいるのかもしれないね」

「んんー……ナオフミー……むにゃ……」

　お義父さんが寝言を言うサクラちゃんに向かって微笑ほほえんでおります。

「だけど捜すのはすごく大変だよ」

「それでも俺は諦めませんぞ。たとえどんなことがあろうとも、どれだけループしようとも俺はフィーロたんに出会うため、お義父さんのため、世界のために進んでいくだけなのですぞ」

「元康くんは凄すごいなぁ。俺だったら何ループかしたら諦めちゃいそう」

　何せフィーロたんですぞ。絶対に諦めません。

「それに今までの出来事は無駄ではないのですぞ」

　俺が愚かにもお義父さんの冤えん罪ざいの片棒を担いでしまったことも、その後の愚かな行動も、全部が今に繋つながる大事なことであり経験なのですぞ。

「今までは上う手まくいかなかったとしても、今までの経験をもとにフィーロたんに逢える可能性があるのですぞ。この日々の一歩一歩がフィーロたんに近づいているのですからな」

　おそらくフィーロたんが魔物商のテントにいらっしゃる時間は、お義父さんが購入しなくても短いのでしょう。フィーロたんは世界中の人々に愛される天使ですからな。

　ですが、俺はどこであろうとフィーロたんを見つけてみせますぞ。

　俺の言葉にお義父さんが驚きの顔をしたあと、優しい顔になって語りかけてきますぞ。

「本当に元康くんはポジティブな考えの人なんだね」

「それが俺ですからな」

　最初の世界のお義父さんが、極端すぎんだよ！　と仰おっしゃっているような気がしますが気にせずいきますぞ。

「ああ、フィーロたん！　待っていてほしいですぞー！　絶対に再会して見せますぞー！」

　さあ、明日からもがんばっていきますぞ！　との決意を胸に俺達は就寝したのですぞ。
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